
祖
堂
集
巻
第
十
二

石
頭
下
巻
第
九
曹
溪
第
七
代
法
孫

四
三
五

祖
堂
集
巻
第
十
二

石
頭
下
巻
第
九
曹
溪
第
七
代
法
孫

　
荷
玉
和
尚
、
曹
山
に
嗣
ぎ
、
撫
州
に
在
り
。
師
、
諱
は
匡
慧
、
俗
姓
は
高
、
福
州
福
唐
縣
の
人
な
り
。
羅
漢
院
に
出
家
し
、
具
戒
し
て
曹
源
に
造
る
。

は

　
因
に
一
日
参
ず
る
次
い
で
、
曹
山
乃
ち
問
う
、
大
人
還
た
在
り
や
。
対
え
て
云
く
、
在
り
。
曹
山
云
く
、
略
し
て
相
見
え
ん
と
要
す
、
還
た
得
る
や
。
対

せ
き
ら
い

え
て
云
く
、
請
う
、
和
尚
進
め
。
曹
山
乃
ち
倒
臥
す
。
師
便
ち
珎
重
し
て
出
づ
。
時
に
于
い
て
却
り
来
る
。
曹
山
云
く
、
曹
山
適
来
闍
梨
に
問
い
、
与
摩
に

曹
山
に
祇
対
せ
る
、
是
れ
什
摩
の
時
節
ぞ
。
但
だ
觸
道
せ
よ
、
觸
道
せ
よ
。
師
云
く
、
却
っ
て
是
れ
相
見
の
時
節
な
り
。
曹
山
深
く
之
を
器
と
す
。

　
　
あ
る
日
の
参
禅
の
お
り
、
曹
山
が
問
う
、
お
父
上
は
お
達
者
か
。
こ
た
え
て
云
う
、
は
い
。
曹
山
が
云
う
、
ち
ょ
っ
と
お
目
に
か
か
り
た
い
と
思
う
。

こ
た
え
て
云
う
、
和
尚
さ
ん
、
ど
う
ぞ
。
そ
こ
で
曹
山
は
ご
ろ
り
と
仰
向
け
に
寝
こ
ろ
ぶ
。
と
、
師
は
「
お
大
事
に
」
と
云
っ
て
出
て
行
く
。
暫
く
し
て

わ
　
し

わ
　
し

戻
っ
て
来
る
。
曹
山
が
云
う
、
さ
っ
き
曹
山
は
お
前
さ
ん
に
問
い
、
お
前
さ
ん
は
あ
の
よ
う
に
曹
山
に
答
え
た
。
こ
れ
は
何
の
時
節
だ
。
触
道
せ
よ
、
触

道
せ
よ
。
師
が
云
う
、
ま
さ
に
そ
れ
が
お
目
に
か
か
っ
た
時
節
で
す
。
曹
山
は
深
く
こ
れ
を
器
と
し
た
。

・
倒
臥
　
伝
灯
録
趙
州
の
伝
に
「
参
南
泉
、
偃
息
而
問
曰
、
近
離
什
麼
處
。
師
曰
、
近
離
瑞
像
。
曰
、
還
見
立
瑞
像
麼
。
師
曰
、
不
見
立
瑞
像
、
只

見
臥
如
来
。
曰
、
汝
是
有
主
沙
彌
、
無
主
沙
彌
。
師
曰
、
有
主
沙
彌
。
曰
、
主
在
什
麼
處
。
師
曰
、
仲
冬
嚴
寒
、
伏
惟
和
尚
尊
體
萬
福
。
南
泉

器
之
而
許
入
室
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

・
曹
山
適
来
問
闍
梨
　
与
摩
祇
対
曹
山
、
と
い
う
の
は
曹
山
と
い
う
字
が
く
り
返
さ
れ
て
く
ど
い
が
、
そ
こ
に
意
味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

・
觸
道
　
意
味
不
明
。

　
池
れ
自
り
性
に
任
せ
て
逍
遥
す
。
化
縁
將
に
至
ら
ん
と
し
、
初
め
龍
泉
に
住
し
、
後
ち
荷
玉
に
居
す
。
辛
亥
の
年
に
於
い
て
勅
詔
再
三
す
る
も
辞
し
て
免

る
。
玄
悟
禅
師
と
號
す
。
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師
、
時
有
っ
て
上
堂
し
て
云
く
、
諸
の
兄
弟
、
只
だ
是
れ
走
上
し
て
言
を
為
し
句
を
為
す
こ
と
莫
れ
。
曙
曙
蕩
蕩
地
に
、
大
い
に
相
應
を
得
る
こ
と
難
し
。

そ 

こ 

ば 

く

如
今
心
力
を
省
か
ん
と
欲
す
や
。
直
下
に
休
歇
し
去
る
に
如
か
ず
。
従
前
如
許
多
の
不
浄
の
心
垢
、
附
託
の
依
解
を
剥
却
し
、
頭
を
廻
ら
し
て
、
汝
が
自
家

本
分
の
事
、
合
に
作
摩
生
か
力
を
著
く
べ
き
か
を
看
よ
。

ひ
ん
で
い

　
　
師
は
あ
る
と
き
の
上
堂
に
云
う
、
兄
弟
た
ち
よ
、
走
上
し
て
言
句
を
為
し
て
は
な
ら
な
い
ぞ
。
そ
う
し
て
い
る
と
ぼ
ん
や
り
と
り
と
め
も
な
く
、
相
應

す
る
こ
と
は
大
き
に
難
し
い
ぞ
。
い
ま
心
労
を
止
め
た
い
と
思
う
か
。
そ
れ
な
ら
ず
ば
り（
言
句
を
為
す
こ
と
を
）や
め
る
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
の
不
浄
な
心

の
垢
、
あ
な
た
ま
か
せ
の
知
識
な
ど
引
き
剥
が
し
て
、
頭
を
切
り
換
え
て
、
自
己
本
分
の
事
は
一
体
ど
こ
に
力
を
入
れ
る
べ
き
か
反
省
し
て
み
ろ
。

・
走
上
　
意
味
不
明
。

　
師
、
時
有
っ
て
上
堂
し
、
良
久
し
て
云
く
、
須
ら
く
我
は
好
心
な
り
と
道
う
べ
し
。
学
人
便
ち
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
和
尚
好
心
な
る
。
師
云
く
、
好

心
好
報
無
し
。

　
　
師
は
あ
る
時
上
堂
し
、
や
や
あ
っ
て
云
う
、
自
分
自
身
を
善
人
だ
と
し
て
す
え
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ
。
そ
こ
で
学
人
が
問
う
、
和
尚
が
善
意
あ
り

と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
師
が
云
う
、
善
意
に
好
い
報
い
は
な
い
。

・
好
心
無
好
報
　
後
出
の
好
心
の
頌
参
照
。

　
師
、
禾
山
よ
り
来
た
る
僧
を
見
て
、
拂
子
を
拈
起
し
て
云
く
、
禾
山
還
た
這
个
を
説
得
せ
し
や
。
対
え
て
云
く
、
但
だ
這
个
の
み
に
非
ず
。
師
云
く
、
禾

な

山
に
辜
負
し
て
什
摩
を
か
作
す
。

　
　
師
は
禾
山
か
ら
来
た
僧
を
見
て
、
拂
子
を
立
て
て
云
っ
た
、
禾
山
和
尚
は
こ
れ
を
説
か
れ
た
か
。
こ
た
え
て
云
う
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
師

が
云
う
、
禾
山
和
尚
の
恩
を
台
無
し
に
し
て
何
を
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。
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・
師
の
問
意
は
、
禾
山
和
尚
な
ら
こ
れ
を
何
と
云
わ
れ
る
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
禾
山
に
恩
を
受
け
て
い
る
相
手
の
僧
に
、
お
前
は

こ
れ
を
ど
う
見
る
か
、
と
い
う
問
い
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
僧
の
境
傀
を
た
め
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
僧
の
答
え
は
、
和
尚

さ
ん
が
何
で
こ
ら
れ
よ
う
と
禾
山
に
は
ち
ゃ
ん
と
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
で
は
師
の
問
意
を
と
ら
え
て
い
る
と
は
云
え
な
い
。

そ
れ
が
辜
負
禾
山
作
什
摩
と
い
う
極
め
つ
け
を
喰
っ
た
所
以
で
あ
ろ
う
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
密
傳
底
の
心
。
師
、
良
久
す
。
僧
云
く
、
若
し
与
摩
な
ら
ば
則
ち
徒
ら
に
耳
を
側
つ
る
こ
と
を
労
す
る
の
み
な
り
。
師
、
侍
者

を
喚
ぶ
。
侍
者
来
た
る
。
師
云
く
、
焼
火
せ
よ
。

　
　
問
う
、
ど
ん
な
の
が
密
伝
底
の
心
で
し
ょ
う
か
。
師
は
し
ば
ら
く
黙
っ
て
い
る
。
僧
が
云
う
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
耳
そ
ば
だ
て
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
ね
。
師
は
侍
者
を
呼
ぶ
。
侍
者
が
来
る
。
師
が
云
う
、
火
を
起
こ
せ
。

・
焼
火
　
恐
ら
く
、
爐
に
火
を
起
こ
せ
と
命
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
伝
灯
録
九
匠
山
の
伝
に
次
の
よ
う
に
云
う
、「
一
日
侍
立
、
百
丈
問
誰
。
師
曰
、

霊
祐
。
百
丈
云
、
汝
撥
鑪
中
有
火
否
。
師
撥
云
、
無
火
。
百
丈
躬
起
深
撥
得
少
火
、
挙
似
示
之
、
云
、
此
不
是
火
。
師
發
悟
禮
謝
、
陳
其
所
解
」。

火
を
火
た
ら
し
め
る
も
の
、
そ
れ
が
密
伝
底
の
心
で
あ
る
。

な

い 

ぶ 

か

　
問
う
、
古
人
道
く
、
若
し
一
句
を
記
著
せ
ば
論
劫
野
狐
精
と
作
ら
ん
、
と
。
未
審
し
、
古
人
の
意
如
何
ん
。
師
云
く
、
龍
泉
僧
堂
、
未
だ
曽
つ
て 

巡
ざ
さ

ず
。
僧
曰
く
、
和
尚
如
何
ん
。
師
云
く
、
風
、
耳
藉
を
吹
く
。

　
　
問
う
、
古
人
が
云
っ
て
お
り
ま
す
、
も
し
一
句
を
深
く
心
に
刻
み
つ
け
た
ら
未
来
永
劫
野
狐
精
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
。
古
人
の
云
わ
ん
と
す
る
と
こ

ろ
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
。
師
は
云
う
、
龍
泉
僧
堂
は
か
つ
て
錠
を
さ
し
た
こ
と
が
な
い
。
僧
が
云
う
、
和
尚
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。
師
が
云
う
、
風

が
耳
た
ぶ
を
吹
く
。

・
古
人
不
明
。
そ
の
云
う
と
こ
ろ
は
「
一
句
合
頭
語
、
萬
劫
繋
驢
瀘
」
と
同
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
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・
龍
泉
僧
堂
　
師
は
初
め
龍
泉
に
住
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
問
答
で
あ
ろ
う
。
未
曽
巡
と
い
う
の
は
、
い
つ
も
開
け
放
し
て
い
て
、
入
る
も
の
を
こ

ば
む
こ
と
は
な
い
。
古
人
の
意
な
ど
と
い
わ
ず
、
何
故
こ
の
わ
し
の
意
を
問
わ
ん
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
の
質
問
が
出
る
。

・
風
吹
耳
藉
　
わ
し
に
と
っ
て
は
ど
ん
な
言
句
も
風
の
音
み
た
い
な
も
の
だ
、
過
ぎ
れ
ば
消
え
て
し
ま
う
。

　
師
又
の
時
に
杖
を
挙
起
し
て
云
く
、
従
上
来
皆
な
此
の
一
路
の
方
便
の
人
を
接
す
る
を
留
む
。
僧
云
く
、
和
尚
は
猶
お
是
れ
従
頭
に
起
つ
る
な
り
。
師
云

く
、
更
め
て
相
い
悉
す
る
こ
と
を
謝
す
。

　
　
師
は
あ
る
時
杖
を
立
て
て
云
っ
た
、
む
か
し
の
祖
師
は
皆
な
人
を
教
化
す
る
た
め
の
こ
の
方
便
を
残
し
て
お
ら
れ
る
。
僧
が
云
う
、
そ
れ
で
も
和
尚
さ

ん
は
自
分
か
ら
杖
を
立
て
ら
れ
た
の
で
す
。
師
が
云
う
、
わ
か
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

・
猶
是
従
頭
起
也
　
杖
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
に
従
上
来
の
方
便
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
今
の
そ
れ
は
師
が
は
じ
め
か
ら
、
つ
ま
り
自

分
を
起
点
と
し
て
示
し
た
方
便
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
問
う
、
古
人
道
わ
く
、
釈
迦
、
室
を
摩
竭
に
掩
い
、
浄
名
、
口
を
毘
耶
に
杜
ず
、
と
。
時
人
皆
云
く
、
眞
宗
を
昧
ま
さ
ず
、
と
。
未
審
し
、
古
人
の
意
如

何
ん
。
師
云
く
、
眉
毛
を
惜
取
せ
ば
好
し
。

　
　
問
う
、
古
人
が
云
っ
て
お
り
ま
す
、
釈
迦
、
室
を
摩
竭
に
掩
い
、
浄
名
、
口
を
毘
耶
に
杜
ず
、
と
。
そ
れ
に
対
し
時
人
は
、
眞
宗
を
明
晰
判
明
に
云
い

あ
て
て
い
る
と
評
し
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
古
人
の
眞
意
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
眉
毛
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

・
古
人
僧
肇
。
質
問
の
僧
に
は
時
人
の
評
が
納
得
で
き
ず
、
師
の
評
が
聞
き
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
古
来
不
浄
説
法
を
す
る
と
眉
毛
が
抜
け
落

ち
る
と
さ
れ
る
が
、
典
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
今
の
場
合
、
眉
が
落
ち
る
の
は
古
人
か
時
人
か
、
は
た
ま
た
質
問
の
僧
か
。

　
師
、
時
有
っ
て
衆
に
示
し
て
云
く
、
若
し
這
裏
に
向
か
っ
て
通
得
す
る
も
、
未
だ
是
れ
自
己
の
眼
目
な
ら
ず
。
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師
が
あ
る
時
の
示
衆
に
云
わ
れ
た
、
た
と
い
そ
こ
が
わ
か
っ
て
も
、
ま
だ
自
己
の
眼
目
で
は
な
い
。

は

い
　
か

　
又
云
く
、
古
人
、
蛇
の
與
に
足
を
畫
き
、
眼
中
翳
を
生
ず
る
こ
と
を
恐
る
、
復
た
若
為
ん
。

　
　
又
た
云
わ
れ
た
、
古
人
は
蛇
足
を
つ
け
た
た
め
に
眼
病
み
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
。
さ
て
ど
う
だ
。

　
問
う
、
如
何
に
指
示
せ
ば
則
ち
時
中
を
昧
ま
さ
ざ
る
こ
と
を
得
ん
や
。
師
云
く
、
雪
上
更
に
霜
を
加
う
可
か
ら
ず
。
僧
曰
く
、
与
摩
な
ら
ば
則
ち
全
く
和

尚
に
因
り
去
ら
ん
。
師
云
く
、
什
摩
に
因
る
や
。

　
　
問
う
、
ど
の
よ
う
に
お
示
し
い
た
だ
い
た
ら
、
十
二
時
中
の
自
己
を
明
々
白
々
た
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
雪
の
上
に
更
に

霜
を
加
え
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
ぬ
。
僧
が
云
う
、
で
は
和
尚
さ
ん
に
全
面
的
に
よ
り
か
か
り
ま
し
ょ
う
。
師
が
云
う
、
何
に
よ
り
か
か
ろ
う
と

い
う
の
だ
。

・
時
中
　
後
段
に
「
問
、
十
二
時
中
如
何
与
道
相
應
。
師
云
、
莫
造
作
云
々
」
と
い
う
問
答
が
見
え
る
。
そ
の
中
の
十
二
時
中
の
こ
と
。
な
お
不

可
雪
上
更
加
霜
と
い
う
の
は
、
正
し
く
「
莫
造
作
」
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。

・
因
　
主
体
性
の
な
い
在
り
方
。

・
因
什
摩
　
僧
は
師
の
指
示
を
得
た
と
思
っ
て
そ
れ
に
よ
り
か
か
ろ
う
と
し
た
わ
け
だ
が
、
わ
し
は
何
の
指
示
も
し
た
覚
え
は
な
い
と
つ
っ
ぱ
な

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
師
の
時
中
と
僧
の
時
中
と
は
か
か
わ
り
は
な
い
。
僧
の
時
中
は
僧
自
身
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
わ
し
の

時
中
に
よ
り
か
か
ろ
う
と
い
う
の
は
何
ご
と
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
雲
嵒
、
地
を
掃
く
次
い
で
、
寺
主
を
叫
ぶ
。
問
う
、
何
ぞ
自
ら
駈
駈
た
る
を
得
る
や
。
嵒
云
く
、
人
の
駈
駈
た
ら
ざ
る
有
り
。
寺
主
云
く
、
何
れ
の
處
に
も
　
し

か
第
二
月
有
り
や
。
嵒
、
箒
を
提
起
し
て
云
く
、
這
个
は
是
れ
第
幾
月
ぞ
。
玄
沙
代
わ
っ
て
云
く
、
此
は
由
お
是
れ
第
二
月
。
報
慈
拈
じ
て
師
に
問
う
、
忽
然



四
四
〇

そ 

も 

さ 

ん

掃
箒
を
放
下
す
る
時
は
作
摩
生
か
道
わ
ん
。
師
云
く
、
大
家
、
喫
茶
し
去
れ
。

　
　
雲
嵒
和
尚
は
掃
除
を
し
て
い
る
時
、
寺
主
を
呼
ん
だ
。
寺
主
が
問
う
、
よ
く
も
ま
あ
そ
ん
な
に
バ
タ
バ
タ
で
き
る
も
の
で
す
ね
。
雲
嵒
が
云
う
、
バ
タ

バ
タ
し
て
な
い
の
が
居
る
ぞ
。
寺
主
が
云
う
、
ど
こ
に
第
二
月
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
か
。
雲
嵒
は
箒
を
ひ
っ
さ
げ
て
云
う
、
こ
れ
は
第
何
月
だ
。
玄
沙

が
代
語
し
て
云
う
、
そ
れ
は
な
お
第
二
月
だ
。
報
慈
が
こ
の
話
を
と
り
上
げ
て
師
に
問
う
、
箒
を
お
ろ
し
た
時
に
は
ど
う
云
い
な
さ
る
か
。
師
が
云
う
、

じ
ゃ
あ
皆
さ
ん
お
茶
飲
み
に
行
き
な
さ
い
。

・
第
二
月
　
円
覚
経
「
云
何
無
明
。
善
男
子
、
一
切
衆
生
、
従
無
始
来
、
種
種
顛
倒
、
猶
如
迷
人
四
方
易
處
、
妄
認
四
大
為
自
身
相
、
六
塵
縁
影

為
自
身
相
、
譬
如
彼
病
目
見
空
中
華
及
第
二
月
」。
寺
主
は
雲
嵒
が
不
駈
駈
と
し
て
措
定
し
た
も
の
を
第
二
月
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
対
し
て
雲
嵒
は
寺
主
自
身
が
す
で
に
措
定
し
て
い
る
駈
駈
た
る
も
の
は
第
何
月
だ
と
云
っ
て
、
第
二
月
を
寺
主
に
突
っ
返
し
て
い
る
。
寺

主
が
無
対
で
あ
っ
た
の
は
そ
の
点
が
解
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
玄
沙
の
代
語
は
そ
の
点
を
あ
っ
さ
り
と
指
摘
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
報

慈
の
拈
問
は
、
雲
嵒
が
も
し
箒
を
放
下
し
て
這
个
是
第
幾
月
と
問
う
た
ら
ど
う
こ
た
え
る
か
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
第
二
月
を
師
に
手
渡
そ
う

と
し
て
い
る
点
で
は
、
雲
嵒
の
そ
れ
と
変
わ
り
が
な
い
。
そ
こ
で
師
は
お
茶
飲
み
に
行
け
と
い
っ
て
受
け
流
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
雲
嵒
の
伝

を
参
照
。

な

　
師
、
頌
有
り
て
曰
く
、
好
心
も
て
相
待
つ
も
人
の
悉
す
る
少
し
、
開
門
来
去
す
る
も
何
の
了
期
あ
ら
ん
。
如
か
ず
同
風
の
事
に
達
取
し
て
、
我
自
ら
修
行

し
我
れ
自
ら
知
ら
ん
に
は
。

・
好
心
　
前
負
に
見
え
る
上
堂
を
参
照
。

・
同
風
　
漢
書
、
終
軍
傳
「
今
天
下
為
一
、
萬
里
同
風
」。
萬
里
の
彼
方
に
自
分
と
同
風
の
人
が
居
る
と
い
う
期
待
。

・
我
自
修
行
自
知
、
南
泉
語
要
「
佛
不
會
道
、
我
自
修
行
」。
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問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
客
中
主
。
師
云
く
、
識
取
せ
ば
好
し
。
如
何
な
る
か
是
れ
主
中
主
。
師
、
良
久
す
。
僧
曰
う
、
客
中
主
と
相
い
去
る
こ
と
多
少

ぞ
。
師
云
く
、
作
摩
。

み

　
　
問
う
、
客
中
の
主
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
識
て
と
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
主
中
の
主
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。
師
、
良
久
す

る
。
僧
が
云
う
、
客
中
の
主
と
主
中
の
主
と
の
ち
が
い
は
ど
れ
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
な
ん
だ
と
。

・
伝
灯
録
巻
十
五
洞
山
の
伝
、「
師
問
僧
、
名
什
麼
。
僧
曰
、
某
甲
。
師
曰
、
阿
那
箇
是
闍
梨
主
人
公
。
僧
曰
、
見
祇
対
次
。
師
曰
、
苦
哉
苦
哉
、

今
時
人
例
皆
如
此
。
只
是
認
得
驢
前
馬
後
将
為
自
己
、
佛
法
平
況
、
此
之
是
也
。
客
中
辯
主
尚
未
分
、
如
何
辯
得
主
中
主
。
僧
便
問
、
如
何
是

主
中
主
。
師
曰
、
闍
梨
自
道
取
。
僧
曰
、
某
甲
道
得
即
是
客
中
主
。
如
何
是
主
中
主
。
師
曰
、
恁
麼
道
即
易
、
相
續
也
大
難
」。
祖
堂
集
巻
二
十

隠
山
和
尚
の
伝
、「
洞
山
便
問
　（
隠
山
）、
如
何
是
賓
中
主
。
云
、
白
雲
盖
青
山
。
如
何
是
主
中
主
。
云
、
長
年
不
出
戸
。
賓
主
相
去
幾
何
。
云
、

長
江
水
上
波
。
賓
主
相
見
有
何
言
説
。
云
、
清
風
拂
白
月
」。
以
上
の
問
答
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

・
識
取
好
　
客
中
主
で
あ
る
お
ま
え
さ
ん
自
身
を
見
て
と
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

・
作
摩
　
客
中
主
、
主
中
主
と
か
る
が
る
し
く
質
問
す
る
が
、
お
ま
え
さ
ん
わ
か
っ
て
い
る
の
か
と
質
問
を
押
し
か
え
し
た
も
の
。

い 

ぶ 

か

　
問
う
、
古
人
道
え
ら
く
、
山
下
檀
越
の
家
に
一
頭
の
水
簒
牛
と
作
り
去
る
、
と
。
未
審
し
此
の
理
如
何
ん
。
師
云
く
、
闍
梨
何
ん
ぞ
被
毛
載
角
し
去
ら
ざ

た 

と 

い

る
。
僧
云
う
、
直
得
与
摩
な
る
も
還
た
相
い
応
ず
る
を
得
る
や
。
師
云
く
、
吾
は
早
く
曽
つ
て
多
劫
の
修
を
経
た
り
、
是
れ
等
閑
に
相
い
狂
惑
す
る
な
ら
ず
。

　
　
問
う
、
山
下
の
檀
越
の
家
で
一
頭
の
水
簒
牛
と
な
る
、
と
古
人
が
云
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
お
ま
え
さ

ん
、
何
ん
で
被
毛
載
角
し
な
い
の
か
。
僧
が
云
う
、
た
と
い
そ
う
し
た
と
こ
ろ
で
ぴ
た
り
と
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
わ
し
は

も
う
長
い
間
修
行
し
て
き
た
。
お
ざ
な
り
に
惑
わ
さ
れ
た
り
は
し
な
い
。

・
山
下
檀
越
家
云
々
　
趙
州
録
巻
上
「
師
問
南
泉
、
知
有
底
人
向
什
麼
処
去
。
泉
云
、
山
前
檀
越
家
、
作
一
頭
水
簒
牛
去
。
師
云
、
謝
和
尚
指
示
。

泉
云
、
昨
夜
三
更
月
到
窓
」。
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・
何
不
被
毛
載
角
云
　
な
ぜ
水
簒
牛
に
な
ら
な
い
の
か
。

・
直
得
与
摩
云
々
　
水
簒
牛
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
道
に
か
な
う
の
で
し
ょ
う
か
。

・
吾
早
會
経
多
劫
修
云
々
　
伝
灯
録
三
十
永
嘉
眞
覚
大
師
證
道
歌
「
有
人
問
我
解
何
宗
、
報
道
摩
訶
般
若
力
。
或
是
或
非
人
不
識
、
逆
行
順
行
天

莫
測
。
吾
早
會
経
多
劫
修
、
不
是
等
閑
相
誑
惑
」。

な

　
問
う
、
个
の
什
摩
の
業
を
作
さ
ば
、
南
泉
の
路
に
称
い
得
ん
。
師
云
く
、
水
簒
牛
と
作
り
去
れ
。
僧
云
く
、
什
摩
と
し
て
か
此
く
の
如
く
す
る
や
。
師
云

く
、
常
住
を
宦
か
ん
が
為
め
な
り
。

　
　
問
う
、
ど
ん
な
修
行
を
し
た
ら
、
南
泉
の
路
に
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
水
簒
牛
に
な
っ
て
ご
ら
ん
。
僧
が
云
う
、
な
ん
で

水
簒
牛
に
な
る
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
常
住
物
を
引
く
た
め
だ（
お
前
を
牛
と
し
て
こ
き
使
う
た
め
だ
）。

　
問
う
、
問
あ
り
、
答
あ
る
は
則
ち
宗
風
に
当
た
ら
ず
。
只
だ
宗
門
中
の
事
の
如
き
は
如
何
ん
。
師
、
良
久
す
。
僧
云
く
、
若
し
是
く
の
如
く
な
ら
ざ
れ
ば
、

争
で
か
此
く
の
如
く
な
る
を
知
ら
ん
。
師
云
く
、
也
た
是
れ
半
路
の
人
な
り
。

　
　
問
う
、
問
答
を
す
る
の
は
宗
風
に
か
な
い
ま
せ
ん
。
宗
門
中
の
事
と
は
何
で
す
か
。
師
は
良
久
す
る
。
僧
が
云
う
、
も
し
良
久
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
宗

門
中
の
事
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
、
ど
う
し
て
わ
か
り
ま
し
ょ
う
。
師
が
云
う
、
や
は
り
路
の
途
中
の
人
だ
。

・
只
如
宗
門
中
事
如
何
　
問
答
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
宗
門
中
の
事
を
ず
ば
り
と
示
し
て
く
だ
さ
い
。

・
也
是
半
路
人
　
こ
の
僧
は
は
じ
め
か
ら
斜
に
構
え
た
質
問
の
仕
方
を
し
て
い
る
が
、
師
が
良
久
し
て
み
せ
た
の
に
対
し
て
、
う
わ
ず
っ
た
一
人

よ
が
り
な
応
じ
方
を
し
た
。
師
の
「
半
路
の
人
」
と
は
そ
こ
を
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
問
う
、
六
門
未
だ
息
ま
ざ
る
に
、
如
何
ん
が
有
る
を
知
ら
ん
。
師
云
く
、
六
門
と
は
是
れ
什
摩
ぞ
。
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問
う
、
六
門
が
休
止
し
て
い
な
い
の
に
ど
う
し
て
有
る
こ
と
を
知
り
ま
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
六
門
と
は
一
体
何
な
の
だ
。（
何
だ
と
し
て
問
題
に
し

て
い
る
の
か
）

・
六
門
　
六
根
に
同
じ
。

・
知
有
　
入
矢
『
抛
居
士
語
録
』
一
〇
七
頁
以
下
参
照
。
こ
の
質
問
は
「
知
有
」
が
、
休
止
し
た
も
の
、
静
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ

て
い
る
。

　
問
う
、
十
二
時
中
、
如
何
ん
が
道
と
相
い
応
ぜ
ん
。
師
云
く
、
造
作
す
る
こ
と
莫
か
れ
。
僧
曰
う
、
時
中
を
争
奈
何
せ
ん
。
師
云
く
、
時
中
と
は
是
れ
什

摩
ぞ
。

　
　
問
う
、
十
二
時
中
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
道
と
ひ
と
つ
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
は
か
ら
い
を
し
て
は
な
ら
ん
。
僧
が
云
う
、
十
二
時
中
を

ど
う
し
ま
し
ょ
う
。
師
が
云
う
、
お
前
の
云
う
十
二
時
中
と
は
何
な
の
か
。

・
莫
造
作
　
十
二
時
中
と
い
う
わ
く
づ
け
の
中
か
ら
離
れ
る
。
十
二
時
の
中
に
あ
っ
て
自
由
に
な
る
こ
と
。

・
時
中
是
什
摩
　
誰
の
時
中
を
問
題
に
し
て
い
る
の
か
。

　
問
う
、
大
蔵
教
中
に
還
た
宗
門
の
事
有
り
や
。
師
云
く
、
是
れ
什
摩
ぞ
。
進
み
て
云
う
、
如
何
ん
が
是
れ
宗
門
中
事
。
師
云
く
、
電
聲
甚
だ
大
な
る
も
、
雨

点
全
く
無
し
。

　
　
問
う
、
大
蔵
経
中
に
宗
門
の
事
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
師
云
く
、
一
体
何
の
話
だ
。
一
歩
進
ん
で
云
う
、
宗
門
中
の
事
と
は
何
で
す
か
。
師
が
云
う
、

雷
声
は
甚
だ
大
き
い
の
に
、
雨
滴
が
ち
っ
と
も
落
ち
て
こ
ん
。

・
是
什
摩
　
何
で
あ
る
か
。
何
だ
そ
れ
は
。
問
題
の
根
源
へ
目
を
向
け
さ
せ
る
た
め
の
問
い
。

・
雷
声
甚
大
　
質
問
を
す
る
だ
け
で
、
ち
っ
と
も
手
ご
が
え
が
な
い
。「
是
什
摩
」
と
言
わ
れ
た
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
再
び
宗
門
中
の
事
を
尋
ね
た
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こ
と
を
指
す
。

　
育
王
和
尚
、
曹
山
に
嗣
ぐ
。
衡
州
に
在
り
。
師
、
號
は
弘
通
、
洪
州
高
安
縣
の
人
な
り
。
青
林
寺
に
出
家
し
、
依
年
具
戒
す
。

　
曹
山
に
参
見
す
。
曹
山
問
う
、
近
ご
ろ
什
摩
の
處
を
か
離
る
る
。
師
云
く
、
近
ご
ろ
明
水
を
離
る
。
曹
山
云
く
、
作
摩
生
か
這
裏
に
到
る
を
得
た
る
。
師

云
く
、
明
に
遇
え
ば
則
ち
行
き
、
暗
に
遇
え
ば
則
ち
止
ま
れ
り
。
曹
山
、
之
を
肯
う
。

　
　
曹
山
に
参
じ
る
。
曹
山
が
問
う
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
た
の
か
。
師
が
云
う
、
明
水
か
ら
来
ま
し
た
。
曹
山
が
云
う
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
こ
に
た
ど

り
つ
け
た
の
か
。
師
が
云
う
、
明
る
く
な
れ
ば
行
き
、
暗
く
な
れ
ば
泊
ま
り
ま
し
た
。
曹
山
は
こ
れ
を
肯
っ
た
。

　
池
れ
自
り
逍
遥
雲
水
す
。
の
ち
衡
嶽
の
育
王
に
棲
み
匡
化
す
。
楚
王
欽
仰
し
、
三
た
び
使
人
を
降
し
て
迎
請
す
。
師
、
誓
っ
て
従
わ
ず
。
林
巒
に
處
り
、
寄

り
て
光
景
に
安
ん
ぜ
ん
こ
と
を
願
う
。

　
師
、
時
有
り
て
上
堂
し
て
云
く
、
釈
迦
如
来
、
霊
山
会
上
に
在
り
て
四
十
九
年
説
不
到
底
の
句
を
、
今
夜
某
甲
著
恥
を
避
け
ず
、
諸
尊
者
と
共
に
談
ぜ
ん
。

師
、
頃
間
し
て
云
う
、
錯
ま
り
て
道
著（
原
作
者
）す
る
こ
と
な
か
れ
。
珎
重
。

　
　
師
が
あ
る
時
、
上
堂
し
て
云
う
、
釈
迦
如
来
が
霊
山
会
上
で
四
十
九
年
間
説
き
き
れ
な
か
っ
た
句
を
、
今
夜
わ
し
は
恥
を
も
か
え
り
み
ず
に
あ
な
た
方

と
談
じ
よ
う
。
師
は
し
ば
ら
く
し
て
云
う
、
間
違
っ
て
言
っ
た
り
な
ど
し
て
は
な
ら
ん
ぞ
。
お
だ
い
じ
に
。

　
紫
陵
和
尚
、
花
嚴
に
嗣
ぐ
、
襄
州
に
在
り
。
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問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
毘
盧
の
師
。
師
云
く
、
木
馬
の
呼
吸
は
和
し
て
同
じ
難
く
、
被
毛
戴
角
は
終
に
契
い
難
し
。

　
　
問
う
、
毘
盧
の
師
と
は
何
で
す
か
。
師
が
云
う
、
木
馬
と
同
じ
よ
う
に
呼
吸
す
る
の
は
出
来
な
い
話
だ
し
、
畜
生
道
に
は
と
て
も
契
合
で
き
な
い
。

・
毘
盧
師
　
い
わ
ゆ
る
仏
向
上
事
。
洞
山
録
参
照
。

　
問
う
、
如
何
に
し
て
か
自
己
佛
を
識
得
せ
ん
。
師
云
く
。
一
葉
の
明
時
消
し
盡
さ
ず
、
松
風
の
韻
節
人
無
き
を
怨
む
。

　
　
問
う
、
ど
う
し
た
ら
自
己
と
い
う
仏
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
一
葉
の
聖
代
は
享
受
し
て
も
し
つ
く
せ
な
い
、
松
風
の
ひ

び
き
は
聞
き
取
る
人
が
な
い
。

・
自
己
佛
　
伝
灯
録
巻
十
、
黄
州
齊
安
和
尚
の
伝
に
「
僧
問
、
如
何
識
得
自
己
佛
。
師
曰
、
一
葉
明
時
消
不
盡
、
松
風
韻
罷
怨
無
人
。
僧
曰
、
如

何
是
自
己
佛
。
師
曰
、
草
前
駿
馬
實
難
窮
、
妙
盡
還
須
畜
生
行
」
と
あ
る
、
ち
な
み
に
齊
安
は
前
華
嚴
寺
智
蔵
禅
師
法
嗣
と
な
っ
て
い
る
。

・
一
葉
　
明
時
に
か
か
る
言
葉
と
し
て
は
奇
怪
で
あ
る
。

・
韻
節
　
見
慣
れ
な
い
語
で
あ
る
が
、
し
ば
ら
く
訳
の
よ
う
な
意
味
に
解
し
て
お
く
。
な
お
伝
灯
録
の
韻
罷
は
一
層
わ
か
ら
な
い
。

・
師
の
答
え
は
享
受
し
つ
く
せ
な
い
聖
代
、
聞
き
取
る
人
の
い
な
い
松
風
の
ひ
び
き
の
よ
う
な
の
が
自
己
仏
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
王
子
王
宮
を
捨
て
て
出
家
出
世
す
る
の
事
。
師
云
く
、
珠
輪
曠
劫
も
實
に
窮
め
難
く
、
毛
頭
よ
り
血
を
滴
ら
す
も
終
に
契
い
難

し
。

　
　
問
う
、
釈
尊
が
王
宮
を
捨
て
て
出
家
し
世
を
棄
て
た
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
師
が
云
う
、
久
遠
に
も
窮
め
が
た
い
珠
輪
の
た
め
、
全

身
の
毛
穴
か
ら
血
を
し
た
た
ら
せ
て
も
契
劫
す
る
こ
と
の
な
い
修
行
の
た
め
だ
。

・
珠
輪
　
不
明
。



四
四
六

　
師
、
上
堂
し
て
云
く
、
古
琴
普
く
視
る
目
前
の
音
、
誰
人
が
和
し
得
ん
無
絲
の
曲
。
学
人
対
え
て
云
く
、
千
機
千
奏（
原
作
湊
）す
空
王
の
曲
、
無
絲
の
古
格

妙
に
し
て
窮
め
難
し
。

　
　
師
が
上
堂
し
て
云
う
、
万
人
の
目
の
前
に
古
琴
の
音
の
現
在
し
て
い
る
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
人
の
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
誰
が
こ
の
無
絃
の
し

ら
べ
に
和
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
学
人
が
こ
た
え
て
い
う
、
千
人
が
千
人
の
や
り
方
で
空
王
の
曲
を
か
な
で
ま
す
。
し
か
し
無
絃
の
古
き
し
ら
べ
は
微
妙

で
窮
め
が
た
い
。

・
古
琴
普
視
目
前
音
　
音
を
視
る
と
い
う
の
は
可
怪
し
い
。
視
の
字
は
何
か
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
或
い
は
、
目
前
と
し
た
た
め
、
そ
れ
に
応

じ
て
視
の
字
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

・
無
絲
曲
　
陶
淵
明
の
無
絃
琴
の
故
事
。

・
空
王
　
仏
陀
の
こ
と
。

　
長
興
和
尚
、
華
厳
に
嗣
ぎ
、
鳳
翔
府
に
在
り
。

・
鳳
翔
府
　
原
文
に
は
鳳
朔
府
と
あ
る
。
今
改
む
。

　
周
太
傳
問
う
、
未
審
し
、
大
師
、
年
多
少
ぞ
。
師
云
く
、
五
六
四
三
類
す
る
を
得
ず
、
豈
に
一
二
に
同
ぜ
ん
や
實
に
窮
め
難
し
。

　
　
周
太
傳
が
問
う
、
和
尚
さ
ん
お
年
は
幾
つ
で
す
か
。
師
が
云
う
、
五
に
も
六
に
も
四
に
も
三
に
も
似
て
い
な
い
、
一
や
二
に
同
じ
か
ろ
う
か
ま
こ
と
に

は
か
り
知
れ
な
い
。

・
周
太
傳
　
不
明
。

・
師
の
答
え
は
、
師
の
年
齢
は
一
切
の
数
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
な
お
こ
れ
と
同
じ
問
答
が
、
先
に
言
及
し
た
黄
州
齊
安

の
伝
に
出
て
い
る
。



祖
堂
集
巻
第
十
二

石
頭
下
巻
第
九
曹
溪
第
七
代
法
孫

四
四
七

　
報
慈
和
尚
、
龍
牙
に
嗣
ぎ
、
潭
州
に
在
り
。
師
、
蔵
嶼
と
号
す
。
鎮
州
の
人
な
り
。
初
め
趙
州
に
参
じ
、
次
い
で
龍
牙
に
礼
す
。
密
に
玄
関
に
湊
し
、
便

ち
湘
江
に
駐
り
て
、
更
に
他
往
無
し
。
楚
王
欽
敬
し
、
報
慈
に
住
し
て
妙
旨
を
敷
楊
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
紫
を
賜
い
、
匡
化
大
師
と
號
せ
し
む
。

・
蔵
嶼
　
原
文
に
蔵
嶼
嶼
と
あ
る
。
今
改
む
。

　
僧
問
う
、
心
眼
も
て
相
見
ゆ
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
心
汝
に
向
か
っ
て
什
摩
と
道
い
し
や
。

　
　
相
が
問
う
、
心
眼
で
師
に
お
会
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。
師
が
云
う
、
心
は
お
前
に
向
か
っ
て
何
と
云
っ
た
か
。

・
僧
の
問
い
は
、
和
尚
さ
ん
の
心
眼
を
拝
見
さ
せ
て
貰
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
師
は
、
一
体
お
前
の
云
う
心
眼
の
心

と
は
何
な
の
だ
と
切
り
か
え
し
て
い
る
。

な
ん

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
實
見
の
處
。
師
云
く
、
絲
毫
も
隔
て
ず
。
僧
曰
く
、
与
摩
な
ら
ば
則
ち
見
る
な
り
。
師
云
く
、
南
泉
、
甚
の
好
處
に
か
去
れ
る
。

　
　
問
う
、
如
実
に
見
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
師
が
云
う
、
髪
一
す
じ
へ
だ
て
な
い
。
僧
が
云
う
、
そ
れ
こ
そ
如
実
に
見
る
こ
と
で
す
。
師
が
云

う
、
南
泉
は
な
ん
と
い
う
好
い
處
へ
行
っ
た
も
の
だ
。

・
南
泉
甚
好
処
去
　
甚
は
感
嘆
詞
。

・
南
泉
の
ど
う
い
う
故
事
を
指
す
の
か
が
解
ら
な
い
の
で
、
全
体
の
意
味
が
読
み
と
れ
な
い
。
祖
堂
集
十
七
、
五
―
二
四
頁
参
照
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
学
人
の
自
己
。
師
云
く
、
耳
裏
の
風
雷
、
眼
中
の
星
月
。
僧
云
く
、
学
人
會
せ
り
。
師
云
く
、
汝
道
え
、
釈
迦
老
子
、
眉
毛
長

ず
る
こ
と
多
少
ぞ
。

　
　
問
う
、
わ
た
し
の
自
己
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
耳
の
中
に
風
雷
が
あ
り
、
眼
の
中
に
星
や
月
の
あ
る
も
の
だ
。
僧
が
云
う
、
わ
か
り
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四
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ま
し
た
。
師
が
云
う
、
わ
か
っ
た
ん
な
ら
お
釈
迦
さ
ん
の
眉
毛
が
ど
の
位
の
長
さ
か
云
っ
て
み
ろ
。

　
後
の
踈
山
和
尚
、
先
の
踈
山
に
嗣
ぐ
。
杭
州
に
在
り
。

　
撫
州
の
李
太
傳
、
師
を
請
う
て
疏
す
。
伏
し
て
以
ん
み
る
に
法
眼
髻
珠
微
妙
に
し
て
乃
ち
佛
日
に
明
ら
か
な
り
。
心
燈
祖
印
、
伝
来
し
て
別
に
人
間
に
在

り
。
之
を
得
る
者
は
瓦
礫
も
金
と
成
り
、
之
を
悟
る
者
は
醍
醐
灌
頂
す
。
一
乗
の
良
玉
叮
嚀
し
来
た
る
に
雙
林
よ
り
す
。
六
祖
伝
依
し
、
血
脉
広
く
百
代
に

流
る
。
只
だ
煩
悩
を
将
っ
て
便
わ
ち
菩
提
を
證
す
。
精
ん
ぞ
智
も
て
知
る
べ
け
ん
や
、
良
に
擬
議
し
難
し
。
先
の
踈
山
大
師
、
水
中
の
月
を
以
て
物
外
に
談

ず
る
こ
と
四
十
餘
年
。
百
千
の
徒
衆
、
日
に
東
す
る
者
は
滄
溟
の
ご
と
く
浩
渺
た
り
、
岱
北
な
る
者
は
劭
抹
に
斉
し
く
攀
ず
。
四
遠
よ
り
参
尋
す
る
や
一
言

に
道
断
す
。
今
は
則
ち
光
、
異
地
に
流
れ
、
月
、
別
天
を
照
ら
す
。
故
に
踈
嶺
の
蕭
條
た
る
連
雲
の
霞
蓋
を
望
む
。
長
老
和
尚
、
玄
珠
自
ら
暁
か
に
、
慧
釼

方
に
新
た
な
り
。
能
く
滋
想
の
源
を
し
て
便
ち
真
如
の
地
を
證
せ
し
む
。
願
わ
く
ば
法
雨
を
将
っ
て
普
ね
く
人
天
を
潤
さ
ん
。
冀
く
ば
最
勝
の
縁
に
憑
り
、
上

は
皇
王
の
福
を
薦
め
ん
。
幸
わ
く
ば
衆
請
に
従（
原
作
徒
）い
、
人
心
を
阻
む
こ
と
勿
か
れ
。
謹
み
て
疏
す
。
此
れ
に
因
り
て
踈
山
に
住
せ
り
。

　
師
、
行
脚
の
時
投
子
に
到
る
。
投
子
問
う
、
近
ご
ろ
什
摩
の
處
を
か
離
る
る
。
対
え
て
云
く
、
近
ご
ろ
延
平
を
離
る
。
投
子
云
く
、
還
た
釼
を
将
ち
得
来

た
る
か
。
対
え
て
云
く
、
将
ち
得
来
た
る
。
投
子
曰
く
、
老
僧
に
呈
似
し
看
よ
。
師
、
乃
ち
面
前
の
地
上
を
指
す
。
投
子
便
ち
休
し
去
る
。
三
日
の
後
、
侍

者
に
問
う
、
這
个
の
師
僧
在
り
や
。
侍
者
云
く
、
去
れ
り
。
投
子
云
く
、
三
十
年
騎
馬
を
学
び
し
に
、
昨
日
驢
に
撲
せ
ら
れ
た
り
。

　
　
師
が
行
脚
し
て
い
る
時
、
投
子
の
処
へ
行
っ
た
。
投
子
が
問
う
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
た
の
か
。
師
が
答
え
て
云
う
、
延
平
か
ら
や
っ
て
来
ま
し
た
。

投
子
が
云
う
、
釼
を
持
っ
て
来
た
か
。
答
え
て
云
う
、
持
っ
て
来
ま
し
た
。
投
子
が
云
う
、
わ
し
に
見
せ
て
み
ろ
。
師
は
そ
こ
で
目
前
の
地
を
指
し
た
。

投
子
は
問
答
を
う
ち
切
っ
た
。

　
三
日
経
っ
て
投
子
が
侍
者
に
問
う
、
あ
の
師
僧
は
居
る
か
。
侍
者
が
云
う
、
行
っ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
。
投
子
が
云
う
、
三
十
年
間
も
騎
馬
を
習
っ
て
い
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る
の
に
、
先
日
は
驢
馬
に
ほ
う
り
出
さ
れ
た
わ
い
。

・
延
平
　
不
明
。
剣
の
産
地
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

・
指
面
前
地
上
　
ほ
ら
こ
こ
に
剣
が
あ
り
ま
す
、
と
い
う
身
振
り
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
事
に
就
き
て
学
ぶ
。
師
云
く
、
著
衣
し
掃
地
す
。
如
何
な
る
か
是
れ
理
に
就
き
て
学
ぶ
。
師
云
く
、
騎
牛
し
去
穢
す
。
向
上
の

事
如
何
ん
。
云
く
、
溥
際
、
収
ま
ら
ず
。

　
　
問
う
、
事
に
即
し
て
学
ぶ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
師
が
云
う
、
衣
を
着
て
掃
地
す
る
。
理
に
即
し
て
学
ぶ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
牛
に

乗
っ
て
穢
を
抜
う
。
仏
向
上
の
事
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
は
て
が
な
く
て
収
ま
ら
な
い
。

・
着
衣
掃
地
　
日
常
の
作
用
全
般
を
指
し
て
答
え
た
も
の
。

・
騎
牛
去
穢
　
清
浄
な
理
の
世
界
、
清
浄
法
身
を
象
徴
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
何
か
典
拠
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
不
明
。

・
溥
際
不
収
　
向
上
の
事
は
限
定
で
き
な
い
も
の
で
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
、
と
い
う
の
が
お
お
よ
そ
の
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

「
溥
」
は
或
い
は
「
傳
」
の
誤
り
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
聲
色
中
に
混
融
す
る
一
句
。
師
云
く
、
弁
ぜ
ず
し
て
消
し
及
ば
ず
。
如
何
な
る
か
是
れ
聲
色
外
に
別
行
の
一
句
。
云
く
、
逢
い

難
く
、
得
べ
か
ら
ず
。

　
　
問
う
、
事
象
世
界
に
混
融
し
て
い
る
一
句
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
そ
れ
と
識
ら
な
け
れ
ば
使
い
き
れ
な
い
。
事
象
世
界
の
外
で
別

行
す
る
一
句
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
そ
ん
な
一
句
に
は
逢
い
に
く
い
し
、
手
に
入
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

・
別
行
　
教
外
別
行
の
別
行
。



四
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禾
山
和
尚
、
九
峯
に
嗣
ぐ
、
洪
州
に
在
り
。
師
、
号
は
無
殷
、
福
州
連
江
県
の
人
な
り
。
姓
は
呉
、
雪
峯
山
に
於
い
て
出
家
す
。
纔
か
に
尸
羅
を
具
す
る

や
便
ち
祖
道
を
尋
ぬ
。
恥
越
を
出
離
し
、
遍
く
宗
筵
を
歴
し
て
九
峯
に
造
る
。
一
言
に
し
て
頓
に
心
源
に
契
い
、
万
水
に
別
月
を
疑
う
こ
と
な
し
。
因
み
に

十
一
位
集
、
数
百
言
を
編
む
。
求
む
る
者
、
門
を
填
む
も
、
師
多
く
秘
要
す
。

・
万
水
無
疑
於
別
月
　
ど
の
よ
う
な
水
に
映
っ
て
い
て
も
、
月
は
同
じ
月
で
あ
る
。
自
己
の
本
分
に
徹
し
て
動
じ
な
い
。

　
師
、
一
日
に
於
い
て
、
辞
し
て
他
に
往
き
て
遊
ぶ
。
九
峯
乃
ち
偈
を
与
え
て
送
り
て
曰
く
、
寶
を
將
っ
て
寶
に
類
う
て
意
殊
ら
ず
、
琉
璃
も
て
線
貫
す
琉

璃
の
珠
。
内
外
雙
び
に
通
じ
て
異
逕
無
し
、
我
が
家
園
の
桂
一
株
を
欝
た
ら
し
め
よ
、
と
。
師
初
め
禾
山
に
住
し
、
次
い
で
祥
光
、
翠
巖
に
居
す
。
辛
亥
の

歳
に
於
い
て
、
勅
賜
し
て
、
洪
州
護
国
に
住
持
し
、
登
源
禅
師
と
號
せ
し
む
。

・
九
峯
の
偈
　（
わ
れ
と
汝
と
の
あ
い
だ
に
は
）宝
と
宝
と
を
な
ら
べ
た
よ
う
に
心
は
一
つ
で
あ
り
、
琉
璃
の
糸
で
琉
璃
の
珠
を
つ
な
い
だ
よ
う
に
一

つ
で
あ
る
。
内
と
外
と
に
違
い
は
な
い
、
そ
の
よ
う
な
我
が
家
園
の
ひ
と
も
と
の
桂
を
よ
り
見
事
に
し
げ
ら
せ
て
呉
れ
。

・
辛
亥
　
九
五
一
年
、
祖
堂
集
の
出
来
る
一
年
前
の
こ
と
。
禾
山
和
尚
は
当
時
存
命
で
あ
る
。

　
師
、
時
有
っ
て
良
久
し
て
云
く
、
自
作
自
受
。

　
　
師
は
あ
る
と
き
、（
上
堂
し
て
）や
や
あ
っ
て
云
わ
れ
た
、
自
分
の
播
い
た
た
ね
は
自
分
で
刈
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

・
自
作
自
受
　
正
法
念
處
経
巻
十
七
「
汝
於
前
世
作
衆
悪
、
此
業
今
當
還
自
受
。
自
作
自
受
不
為
他
、
若
他
所
作
非
己
報
」。
師
の
こ
の
短
い
言
葉

は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
に
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
高
座
に
の
ぼ
っ
て
思
わ
ず
も
ら
し
た
う
め
き
に
は
違
い
な
か
ろ
う
。

い 

ぶ 

か

　
或
る
時
、
僧
の
門
を
入
り
来
た
る
を
見
て
云
く
、
顛
を
患
う
か
、
那
作
摩
。
僧
便
ち
問
う
、
未
審
し
、
過
什
摩
の
處
に
在
り
や
。
師
云
く
、
是
れ
蕭
逸
な

ら
ざ
れ
ば
争
で
か
蘭
亭
を
取
ら
ん
。
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あ
る
時
、
僧
が
門
を
入
っ
て
来
る
の
を
見
て
云
っ
た
、
お
前
気
狂
い
に
で
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
ど
う
だ
。
そ
こ
で
僧
が
問
う
、
わ
た
し
の
ど
こ

が
悪
か
っ
た
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
蕭
逸
で
も
な
い
の
に
蘭
亭
の
序
が
盗
み
取
ら
れ
る
も
の
か
。

・
蕭
逸
　
蕭
翼
、
唐
太
宗
の
時
の
観
察
御
使
。

　
師
云
く
、
諸
の
兄
弟
、
且
く
二
言
三
語
す
る
こ
と
莫
れ
。
且
ら
く
禾
山
、
汝
が
た
め
に
證
明
す
る
を
待
て
、
諸
人
會
す
る
や
。
大
い
に
難
し
。
如
今
第
一
あ

及
ば
ず
第
二
到
ら
ず
。
須
ら
く
言
語
指
帰
有
り
て
諸
人
に
話
出
し
、
便
ち
領
覧
有
ら
し
む
べ
し
。
且
ら
く
葛
藤
し
て
東
説
西
説
す
る
を
恠
し
む
莫
れ
。
可
に

ま

聞
か
ず
、
釈
迦
座
上
に
在
り
て
良
久
す
。
衆
は
指
帰
を
竚
つ
、
其
の
時
逓
子
出
で
来
た
り
、
乃
ち
白
槌
し
て
云
く
、
大
衆
當
に
法
王
の
法
を
観
ず
べ
し
。
又

云
く
、
法
王
の
法
は
是
の
如
し
、
と
。
佛
當
時
に
便
ち
坐
を
下
り
去
る
。
諸
人
道
え
、
此
の
一
言
を
致
す
こ
と
合
に
校
す
べ
き
こ
と
多
少
ぞ
。
亦
た
闍
王
の

如
き
、
迦
葉
に
説
法
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
乃
ち
請
を
受
け
て
坐
に
登
り
、
良
久
し
て
乃
ち
下
る
。
王
乃
ち
問
う
、
師
は
何
を
以
て
弟
子
の
為
に
説
か
ざ
る
や
、

と
。
迦
葉
云
く
、
位
崇
く
名
重
け
れ
ば
な
り
、
と
。
當
時
亦
た
紜
紜
た
る
者
有
り
、
如
今
盡
く
會
し
了
れ
り
。棄
道
え
、
古
人
意
作
摩
生
。
八
十
老
翁
場
屋
を

出
ず
る
こ
と
還
た
知
れ
る
や
。
時
に
人
有
っ
て
問
う
、
迦
葉
當
時
の
意
作
摩
生
。
師
云
く
、
覚
え
ず
時
の
遷
變
す
る
を
、
蕭
然
た
り
洞
底
の
風
。

　
　
師
が
云
う
、
諸
君
よ
、
あ
あ
云
っ
た
り
こ
う
云
っ
た
り
し
な
さ
ん
な
。
こ
の
わ
し
が
諸
君
の
た
め
に
証
拠
だ
て
る
の
を
待
ち
な
さ
い
。
し
か
し
諸
君
に

解
る
だ
ろ
う
か
、
大
変
な
こ
と
だ
。
い
ま
と
う
て
い
説
き
お
よ
べ
な
い
こ
と
だ
が
、
言
葉
で
指
示
し
て
諸
君
の
た
め
に
話
し
て
、
理
解
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

あ
れ
や
こ
れ
や
と
御
託
を
並
べ
て
な
ん
だ
と
思
わ
ぬ
で
も
よ
い
ぞ
。
聞
い
て
い
る
筈
だ
、
釈
迦
は
高
座
の
上
で
黙
っ
て
お
り
、
大
衆
は
指
示
を
待
っ
て
い

る
。
そ
の
時
舎
利
弗
が
出
て
来
て
白
槌
し
て
云
う
、
大
衆
よ
、
法
王
の
法
を
観
よ
、
と
。
又
た
云
う
、
法
王
の
法
と
は
こ
ん
な
も
の
だ
、
と
。
す
る
と
佛

は
す
ぐ
に
座
を
お
り
て
し
ま
っ
た
。
諸
君
云
っ
て
み
ろ
、
舎
利
弗
の
一
言
は
釈
迦
の
指
示
と
ど
れ
く
ら
い
ず
れ
て
い
る
と
す
べ
き
か
。

　
　
ま
た
こ
ん
な
話
も
あ
る
、
阿
闍
世
王
が
迦
葉
に
説
法
せ
ん
こ
と
を
請
う
た
。
す
る
と
迦
葉
は
請
に
応
じ
て
高
座
に
登
っ
た
が
、
や
や
あ
っ
て
座
を
下
り

た
。
そ
こ
で
王
が
問
う
、
師
は
何
故
わ
た
し
の
た
め
に
法
を
説
い
て
下
さ
ら
な
い
の
で
す
か
。
迦
葉
が
云
う
、
王
は
位
も
名
も
尊
い
か
ら
だ
。
そ
の
時
に

も
迦
葉
の
意
に
つ
い
て
理
解
の
仕
方
が
紛
糾
し
た
。
い
ま
わ
し
に
は
解
っ
て
い
る
。
諸
君
云
っ
て
み
ろ
、
古
人
の
意
は
ど
う
だ
。
八
十
の
老
翁
が
科
挙
の
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試
験
場
を
出
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ぞ
。
時
に
一
人
の
修
行
僧
が
あ
っ
て
問
う
、
迦
葉
の
そ
の
時
の
意
は
ど
う
で
す
か
。
師
が
云
う
、
時
の
経
つ
の
も
知

ら
ぬ
ま
ま
に
、
洞
の
底
か
ら
す
る
物
さ
び
し
い
風
の
音
を
聞
い
て
い
る
。

・
致
此
一
言
　
原
文
に
は
置
此
一
言
と
あ
る
。
今
、
置
を
致
に
改
め
て
読
む
。

・
八
十
老
翁
出
場
屋
　
伝
灯
録
巻
十
七
雲
居
道
膺
の
伝
に
「
八
十
老
人
出
場
屋
、
不
是
小
兒
戲
」
と
い
ふ
語
が
見
え
る
。
今
は
古
人
の
意
を
道
う

こ
と
の
難
し
さ
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

・
こ
の
段
に
見
え
る
二
つ
の
物
語
り
の
出
処
は
不
明
。

　
又
の
時
に
僧
を
見
て
云
く
、
還
た
禾
山
の
悪
發
す
る
を
知
れ
る
や
。
僧
便
ち
問
う
、
和
尚
、
無
端
に
悪
發
し
て
什
摩
を
か
作
す
。
師
云
く
、
嗔
拳
は
笑
面

を
打
た
ず
。

わ
　
し

　
　
又
、
あ
る
時
、
僧
を
見
て
云
う
、
禾
山
が
腹
を
た
て
て
い
る
の
が
わ
か
る
か
。
僧
が
問
う
、
和
尚
さ
ん
、
突
拍
子
も
な
く
腹
を
た
て
ら
れ
て
ど
う
な
さ
っ

た
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
腹
を
た
て
て
ふ
り
あ
げ
た
拳
で
も
笑
い
顔
は
打
て
ん
。

・
嗔
拳
不
打
笑
面
　
こ
ち
ら
の
怒
り（
機
用
）が
質
問
僧
に
機
能
し
な
い
こ
と
を
指
し
て
云
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
会
元
巻
十
五
、
泉
州
雲
台
因
禅
師

の
伝
「
僧
問
、
如
何
是
和
尚
家
風
。
師
曰
、
嗔
拳
不
打
笑
面
。
曰
、
如
何
施
設
。
師
曰
、
天
台
則
有
、
南
嶽
則
無
」。
事
物
起
源
博
楫
嬉
戯
部

「
江
淮
之
俗
、
毎
作
諸
滴
、
必
先
設
瞋
拳
笑
面
」。
遊
び
場
に
皆
の
い
ま
し
め
に
瞋
拳
笑
面
の
人
形
を
置
く
。
負
け
た
か
ら
と
い
っ
て
怒
ら
な
い

よ
う
に
。

か

　
乃
ち
汞
い
て
云
く
、
大
い
に
容
易
な
ら
ず
、
諸
の
和
尚
見
ず
や
。
他
の
古
老
は
、
接
示
、
一
開
一
合
せ
ば
便
ち
悟
る
を
。
此
れ
は
是
れ
有
情
中
の
方
便
な

よ

り
。
更
に
霊
雲
の
桃
花
を
見
、
仰
山
の
天
雲
を
見
る
こ
と
あ
り
。
此
れ
は
是
れ
無
情
の
物
、
什
摩
に
応
じ
て
か
、
便
ち
解
く
人
を
し
て
得
入
せ
し
む
る
。
思

想
す
る
底
の
事
を
成
す
こ
と
莫
か
ら
ん
や
。（
嫌
う
こ
と
な
か
れ
）古
徳
の
夙
根
は
懸
鐸
に
相
似
て
触
著
せ
ば
則
ち
応
ず
。
是
れ
与
摩
の
根
器
に
し
て
始
め
て
得
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つ
ま

ん
。
更
に
帰
宗
の
鼎
を
敲
き
拳
を
竪
つ
る
こ
と
、
布
毛
を
拈
み
、
拂
子
を
抛
つ
こ
と
、
用
に
當
た
り
て
用
無
く
、
旒
啄
の
機
の
如
き
も
の
あ
り
。
是
れ
他
の

上
上
の
流
に
し
て
始
め
て
得
ん
。

　
　
そ
こ
で
笑
っ
て
次
の
よ
う
に
云
う
、
あ
あ
難
し
い
こ
と
だ
、
お
ま
え
さ
ん
方
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
、
か
の
古
徳
に
よ
っ
て
巻
舒
の
機
用
が
開
示
さ
れ

る
と
と
た
ん
に
悟
る
。
こ
れ
が
有
情
中
の
方
便
で
あ
る
。
更
に
霊
雲
が
桃
の
花
を
見
、
仰
山
が
天
雲
を
見
て
悟
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
無
情
の
物
が

何
に
呼
応
し
て
人
を
悟
入
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。（
う
っ
か
り
す
る
と
そ
の
物
に
つ
い
て
）あ
れ
こ
れ
と
思
惟
し
、
意
味
付
け
す
る
こ
と

に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
徳
の
す
ぐ
れ
た
根
機
は
あ
た
か
も
懸
け
ら
れ
た
鐸
に
も
似
て
、
打
て
ば
響
く
の
で
あ
る
。
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
よ
う
な
根

機
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ぴ
た
り
と
か
な
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
帰
宗
が
鼎
の
蓋
を
敲
い
た
り
、
拳
を
つ
き
出
し
た
り
し
た
こ
と
や
、
衣
の
端
を
つ
ま
ん

だ
り
、
拂
子
を
抛
っ
た
り
し
て
、
ち
ゃ
ん
と
機
用
し
て
い
な
が
ら
そ
の
よ
う
で
は
な
く
、
旒
啄
の
機
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。（
こ
れ
は
）か
の
最
上
の
根

機
の
人
に
し
て
始
め
て
ぴ
た
り
と
い
く
の
で
あ
る
。

・
大
不
容
易
　
直
接
に
は
こ
ち
ら
の
機
が
相
手
に
受
用
さ
れ
に
く
い
こ
と
を
指
す
。

・
一
開
一
合
　
開
合
は
、
巻
舒
。
収
斂
と
展
開
、
把
住
と
放
行
、
と
同
じ
く
自
在
の
機
用
を
指
す
。

・
霊
雲
見
桃
花
　
祖
堂
集
巻
十
九
の
霊
雲
和
尚
の
伝
参
照
。

・
仰
山
見
天
雲
　
典
拠
不
明
。

・
成
思
想
底
事
　
無
情
の
物（
直
接
に
は
前
の
桃
花
や
天
雲
を
指
す
）が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
、
と
い
う
風
な
、
そ
の
物
を
ワ
ク
付
け
す
る
よ
う
な
思

惟
に
堕
す
る
危
険
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

・
莫
嫌
　
前
後
の
文
脈
か
ら
考
え
る
と
、
こ
こ
に
「
莫
嫌
」
と
い
う
二
字
が
あ
る
の
は
お
か
し
い
の
で
省
く
。

・
帰
宗
敲
鼎
竪
拳
　
祖
堂
集
十
五
の
伝
参
照
。

　
問
う
、
只
だ
物
に
因
り
て
便
ち
得
入
す
る
如
き
は
意
如
何
ん
。
師
云
く
、
魚
透
っ
て
一
撃
を
仮
る
も
、
龍
に
変
彩
の
身
無
し
。
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問
う
、
物
に
因
っ
て
悟
る
と
い
う
場
合
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
師
が
答
え
て
云
う
、（
龍
た
ら
ん
と
す
る
）魚
は
、
三
関
を
透
り
、
水
を
撃
っ
て
躍
り

は
す
る
が
、（
も
と
も
と
そ
の
魚
に
は
龍
と
し
て
の
本
分
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
）こ
と
さ
ら
に
変
容
し
て
龍
と
し
て
の
紋
彩（
キ
ャ
ラ
ク
タ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
）

を
身
に
ま
と
う
の
で
は
な
い
。

ゆ

す
み
や

　
又
の
時
に
僧
を
把
住
し
て
云
く
、
去
け
ば
則
ち
住
し
、
住
せ
ば
則
ち
死
す
。
快
か
に
道
え
、
快
か
に
道
え
。
是
れ
汝
、
還
た
具
眼
す
や
。
如
今
、
一
等
に

あ

是
れ
乱
説
す
。
可
に
聞
か
ざ
る
や
、
六
祖
が
譲
大
師
に
問
い
し
と
き
の
、
嵩
山
よ
り
来
た
る
と
不
汚
の
語
と
、
神
会
和
尚
の
本
源
仏
性
の
理
と
を
、
古
徳
は

配
し
て
云
く
、
一
人
は
祖
師
の
意
を
会
し
、
一
人
は
大
教
の
意
を
会
す
、
と
。
諸
人
道
え
、
是
れ
誰
か
此
く
の
如
く
解
会
す
る
や
。
須
く
是
れ
鵝
王
の
作
に

し
て
始
め
て
得
べ
し
。

　
　
又
た
あ
る
時
、
僧
を
つ
か
ま
え
て
云
う
、
行
け
ば
止
ま
る
こ
と
に
な
り
、
止
ま
れ
ば
死
ぬ
の
で
あ
る
。
さ
あ
言
え
、
さ
あ
言
え
、
い
っ
た
い
お
ま
え
さ

ま
な
こ

ん
は
ち
ゃ
ん
と
眼
を
備
え
て
い
る
の
か
。
当
今
は
、
誰
れ
も
が
同
じ
よ
う
に
、
で
た
ら
め
ば
か
り
言
っ
て
い
る
。
聞
い
て
い
る
だ
ろ
う
、
六
祖
と
懐
譲

大
師
と
の
問
答
で
、
懐
譲
大
師
が
、
嵩
山
よ
り
来
た
る
、
修
證
は
即
ち
無
き
に
あ
ら
ず
、
汚
染
す
る
こ
と
は
即
ち
得
ず
、
と
答
え
た
語
と
、
神
会
和
尚
の

是
れ
諸
仏
の
本
源
、
神
会
の
仏
性
、
と
言
っ
た
道
理
と
を
つ
き
あ
わ
せ
て
、
古
徳
は
、
一
人（
懐
譲
）は
祖
師
の
意
が
わ
か
り
、
一
人
は
最
高
の
教
学
の
意

が
わ
か
っ
て
い
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
お
ま
え
さ
ん
方
言
っ
て
み
よ
、
い
っ
た
い
誰
が
こ
の
よ
う
に
わ
か
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
鵝
王
の
作
略
の
あ
る

人
に
し
て
は
じ
め
て
で
き
る
の
だ
。

・
従
嵩
山
来
　
祖
堂
集
巻
三
、
伝
灯
録
巻
五
の
懐
譲
大
師
の
伝
、
六
祖
壇
経（
機
縁
第
七
）な
ど
の
問
答
を
参
照
。

・
本
源
仏
性
　
伝
灯
録
巻
五
の
神
会
の
伝
、
六
祖
壇
経（
頓
漸
第
八
）、
曹
溪
大
師
伝
な
ど
を
参
照
。

・
鵝
王
　
祖
庭
事
苑
五
「
正
法
念
経
云
、
譬
如
水
乳
同
置
一
器
、
鵝
王
飲
之
、
但
飲
其
乳
汁
、
其
水
猶
存
」。

　
汝
見
よ
、
華
林
、
匠
山
に
問
わ
る
、
専
甲
、
喚
び
て
這
个
の
銅
瓶
と
作
す
。
師
叔
は
喚
び
て
什
摩
と
作
す
や
。
華（
原
作
尽
）林
云
く
、
我
れ
は
終
に
喚
び
て
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木
晤
と
作
さ
ず
。
匠
山
乃
ち
云
く
、
与
摩
な
れ
ば
則
ち
専
甲
は
匠
山
の
主
も
也
た
且
つ
受
用
せ
ん
。
是（
原
作
具
）れ
誰
か
有
ら
ざ
ら
ん
、
什
摩
に
因
り
て
か
此

く
の
如
き
。

あ 

な 

た

　
　
さ
あ
見
て
み
よ
、
華
林
が
匠
山
に
問
答
を
し
か
け
ら
れ
た
、
私
は
こ
れ
を
銅
瓶
と
喚
び
ま
す
が
、
師
叔
は
何
と
喚
ば
れ
ま
す
か
。
華
林
が
答
え
て
云
う
、

わ
し
は
強
い
て
棒
切
れ
と
は
喚
ば
ん
。
匠
山
は
そ
こ
で
云
っ
た
、
で
は
私
は
匠
山
の
主
と
し
て
ま
あ
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
と
。
誰
だ
っ
て
そ
れ
は
あ

る
、
何
故
そ
う
な
の
か
。

・
専
甲
喚
作
這
个
銅
瓶
　
こ
れ
は
「
専
甲
喚
這
个
作
銅
瓶
」
で
な
く
て
は
お
か
し
い
。
後
の
道
吾
と
雲
嵒
と
の
問
答
に
つ
い
て
も
同
じ
。

た
と

　
又
た
如
え
ば
、
雲
嵒
、
道
吾
に
問
う
、
専
甲
は
喚
び
て
這
个
の
草
鞋
と
作
す
。
師
兄
は
喚
び
て
什
摩
と
作
す
や
。
吾
云
く
、棄
若
し
喚
び
て
草
鞋
と
作
さ
ば

則
ち
胸
を
鞭
う
ち
脊
を
打
た
ん
。
嵒
云
く
、
未
審
し
、
師
兄
、
喚
び
て
什
摩
と
作
す
や
。
吾
云
く
、
喚
び
て
木
晤
と
作
す
べ
か
ら
ず
。
且
く
道
え
、
此
の
處

還
た
分
る
る
や
、
太
だ
辨
白
す
る
に
易
か
ら
ず
。
須
く
是
れ
龍
睛（
原
作
精
）鉄
眼
に
し
て
始
め
て
得
べ
し
。

わ 

ら 

じ

あ 

な 

た

　
　
ま
た
雲
嵒
が
道
悟
に
問
う
た
こ
と
が
あ
る
、
私
は
こ
れ
を
草
鞋
と
喚
び
ま
す
が
、
師
兄
は
何
と
喚
ば
れ
ま
す
か
。
道
吾
が
答
え
て
云
う
、
お
ま
え
さ
ん

あ 

な 

た

が
草
鞋
と
喚
ん
だ
ら
、
胸
や
脊
を
打
っ
て
罰
を
加
え
よ
う
。
雲
嵒
が
云
う
、
師
兄
は
何
と
喚
ば
れ
る
の
で
す
か
。
道
吾
が
云
う
、
棒
切
れ
と
喚
ぶ
こ
と
は

で
き
ん
。
ま
あ
言
っ
て
ご
ら
ん
、
こ
の
同
じ
よ
う
に
、
棒
切
れ
と
は
喚
ば
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
ど
う
見
分
け
る
の
か
を
。
は
っ
き
り
と
判
別

す
る
こ
と
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
。
龍
睛
鉄
眼
を
備
え
た
人
に
し
て
は
じ
め
て
で
き
る
の
だ
。

・
龍
睛
　
鉄
眼
に
合
わ
せ
て
龍
精
を
龍
睛
に
改
め
る
。

・
こ
の
問
答
の
出
典
は
不
明
。

　
問
う
、
未
審
し
、
此
の
二
人
は
同
か
別
か
。
師
云
く
、
門
外
に
主
を
見
ず
、
入
室
し
て
始
め
て
知
音
。

　
　
問
う
、
こ
の
二
人
の
見
解
は
同
じ
な
の
で
し
ょ
う
か
、
異
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
師
が
答
え
て
云
う
、
門
外
の
漢
は
主
人
を
見
る
こ
と
は
で
き
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な
い
、
入
室
し
て
こ
そ
知
音
と
な
る
の
で
あ
る
。

・
此
二
人
　
華
林
と
道
吾
。
懐
譲
大
師
と
神
会
を
重
ね
た
質
問
。

　
諸
の
和
尚
は
是
れ
天
生
自
然
に
あ
ら
ず
、
吾
も
聖
人
に
非
ず
し
て
事
を
経
て
多
く
知
る
。
此
れ
个
の
門
中
も
也
た
須
く
精
確
に
親
近
す
べ
し
。
高
格
な
る

か
た
じ
け
な

者
は
言
語
を
断
ず
べ
か
ら
ず
。
若
し
是
れ
聲
聞
の
輩
な
れ
ば
則
ち
取
捨
の
理
あ
り
。
若
し
是
れ
全
収
な
れ
ば
一
法
を
も
取
ら
ず
、
一
法
を
も
捨
て
ず
。 

佐
や

偏
見
無
し
。
皆
な
来
往
の
次
を
取
り
て
、
方
め
て
有
無
を
知
る
。
若
し
也
た
通
ぜ
ざ
れ
ば
如
何
ん
が
弁
識
せ
ん
。
一
に
は
須
く
自
己
、
分
明
広
大
な
る
べ
し
。

二
に
は
時
中
に
行
と
位
と
相
い
資
く
べ
し
。
三
に
は
道
友
に
傳（
原
作
博
）附
せ
よ
。
若
し
道
友
無
く
ん
ば
、
向
去
、
如
何
ん
が
成
立
せ
ん
。

　
　
お
ま
え
さ
ん
方
は
天
性
自
然
に
具
備
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
わ
し
も
聖
人
で
は
な
い
か
ら
、
経
験
に
よ
っ
て
物
知
り
に
な
る
の
だ
。
こ
の
宗
門
中
の

事
に
つ
い
て
も
や
は
り
そ
れ
と
し
っ
か
り
と
密
接
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
い
境
地
に
あ
る
者
は
言
語
を
断
っ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
声
聞
の
根
器
の

者
で
あ
れ
ば
、
取
捨
し
て
分
別
の
理
を
た
て
る
。
そ
う
で
な
く
て
、
も
し
そ
れ
を
ま
る
ご
と
受
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
一
法
を
も
取
ら
ず
一
法

を
も
捨
て
ず
と
い
う
ふ
う
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
め
で
た
く
偏
見
が
無
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
べ
て
来
往
の
次
を
取
っ
て
、

そ
れ
の
有
無
を
知
る
の
で
あ
る
。
も
し
以
上
の
消
息
に
通
じ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
見
分
け
ら
れ
よ
う
か
。
第
一
に
は
本
来
の
自
己
が
明
々
白
々

と
し
て
広
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
は
四
六
時
中
、
行
と
位
と
が
互
い
の
資
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
は
道
友
と
親
し
む
よ
う
に
。

も
し
道
友
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
、
今
後
ど
う
し
て
一
人
だ
ち
で
き
よ
う
か
。

・
皆
取
来
往
之
次
　
　「
来
往
の
次
を
取
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
先
の
「
経
事
多
知
」
と
同
じ
方
向
を
指
す
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
意
味
は
分
明
で
は

な
い
。

・
弁
識
　
　「
弁
識
」
は
先
の
「
且
道
此
處
還
分
也
無
、
太
不
易
辨
白
」
を
弁
識
す
る
こ
と
を
指
す
。

　
豈
に
見
ず
や
、
石
霜
和
尚
、
雲
嵒
に
到
る
。
雲
嵒
問
う
、
什
摩
の
處
よ
り
来
る
や
。
対
え
て
云
く
、
匠
山
よ
り
来
る
。
嵒
云
く
、棄
は
匠
山
に
在
る
こ
と
多
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か 

し 

こ

少
の
時
な
る
か
。
対
え
て
云
く
、
五
六
夏
な
り
。
嵒
云
く
、
与
摩
な
れ
ば
則
ち
是
れ
山
長
な
り
。
対
え
て
云
く
、
某
甲
、
彼
中
に
在
り
と
雖
も
、
却
っ
て
知

ら
ず
。
嵒
云
く
、
他
家
も
也
た
知
に
非
ず
、
識
に
非
ず
。
石
霜
、
後
ち
道
吾
に
到
り
、
乃
ち
前
縁
を
挙
す
。
道
吾
乃
ち
聲
を
抗
げ
て
言
く
、
争
で
か
与
摩
に

佛
法
の
身
心
無
き
こ
と
を
得
ん
や
。
且
く
看
よ
、
古
人
、
什
摩
の
處
か
是
れ
佛
法
の
身
心
無
き
處
な
る
。
好
手
も
亦
た
奈
何
と
も
せ
ず
。
恰
か
も 

樓
林
兄
弟

に
似
た
り
。
学
處
通
ぜ
ず
、
只
だ
一
問
一
答
、
言
語
の
往
来
に
執
す
る
の
み
。

　
　
聞
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
石
霜
和
尚
が
雲
嵒
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
来
た
。
雲
嵒
が
問
う
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
た
の
か
。
答
え
て
云
う
、
匠
山
か
ら
や
っ

て
来
ま
し
た
。
雲
嵒
が
云
う
、
お
ま
え
さ
ん
は
匠
山
に
ど
れ
ほ
ど
居
た
の
か
。
答
え
て
云
う
、
五
、
六
夏
で
す
。
雲
嵒
が
云
う
、
で
は
あ
そ
こ
の
主
人
だ

な
。
答
え
て
云
う
、
私
は
あ
そ
こ
に
は
居
り
ま
し
た
が
、
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
雲
嵒
が
云
う
、
彼（
匠
山
）だ
っ
て
知
り
も
わ
き
ま
え
も
し
な
い
さ
。
石

霜
は
そ
の
後
、
道
吾
の
も
と
へ
や
っ
て
来
て
、
雲
嵒
と
の
問
答
を
話
し
た
。
道
吾
は
そ
こ
で
怒
っ
て
声
を
は
り
あ
げ
て
云
う
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
、

佛
法
の
身
心
が
無
い
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　
　
さ
あ
見
て
み
よ
、
古
人
の
ど
こ
が
佛
法
の
身
心
が
無
い
と
云
わ
れ
る
点
で
あ
る
の
か
を
。
そ
れ
は
名
う
て
の
や
り
手
で
さ
え
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ほ

ど
の
も
の
な
の
だ
。
お
ま
え
さ
ん
方
に
よ
く
似
て
い
よ
う
。
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
ず
、
問
答
を
し
た
り
、
言
葉
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
に
拘
泥
し

て
い
る
だ
け
な
の
だ
。

・
非
知
非
識
　
雲
嵒
が
「
非
知
非
識
」
と
云
う
の
は
単
な
る
「
非
知
非
識
」
で
は
な
く
て
、
高
い
次
元
の
も
の
と
し
て
云
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

・
無
佛
法
身
心
　
好
手
で
も
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
と
い
う
強
い
否
定
の
意
味
を
持
つ
。
雲
嵒
の
「
与
摩
則
是
山
長
」
と
「
他
家
非
知
非
識
」
を

指
し
た
も
の
。

　
殊
に
知
ら
ず
、
亦
た
時
中
問
答
有
り
、
分
ち
て
三
般
と
為
す
こ
と
を
。
一
に
は
、
現
に
縁
に
対
し
て
機
に
處
し
て
縦
奪
す
、
亦
た
名
づ
け
て
問
答
と
為
す

つ

こ
と
を
得
。
二
に
は
、
亦
た
心
を
擬
す
る
是
れ
問
、
續
が
ざ
る
是
れ
答
な
る
有
り
。
是
れ
薬
病
の
語
な
り
。
三
に
は
、
無
問
の
問
、
無
説
の
説
な
る
有
り
。
這

す 

べ 

か

个
は
宗
門
の
正
問
正
答
の
路
な
り
。
又
た
類
同
す
可
か
ら
ず
、
事
須
ら
く
甄
別
す
べ
し
。
若
し
提
叉
を
論
ず
れ
ば
即
ち
是
れ
單
行
。
若
し
収
人
を
道
わ
ば
須
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ら
く
路
布
を
承
く
べ
し
。

　
乃
ち
僧
有
り
て
問
う
、
未
審
し
此
の
三
般
分
る
る
や
分
れ
ざ
る
や
。
師
云
く
、
物
の
為
め
に
緇
素
を
明
む
、
誰
か
知
ら
ん
、
路
迷
に
渉
る
と
は
。

　
　
と
り
わ
け
、
三
種
類
の
時
中
問
答
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
一
に
は
、
現
に
縁
に
対
し
て
機
に
応
じ
て
抑
揚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
問
答
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
二
に
は
、
志
向
の
あ
る
の
が
問
で
あ
り
、
志
向
を
絶
つ
の
が
答
え
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
病
に
対
す
る
薬
の
よ
う
な

言
葉
で
あ
る
。
三
に
は
、
無
問
の
問
、
無
説
の
説
と
い
う
の
が
あ
る
。
以
上
が
宗
門
に
お
け
る
正
問
正
答
の
行
き
方
で
あ
る
。
三
者
を
混
同
し
て
は
な
ら

な
い
。
し
っ
か
り
と
区
別
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）あ
る
僧
が
問
う
、
こ
の
三
種
類
の
時
中
問
答
は
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
、
で
き
ま
せ
ん
か
。
師

が
云
う
、
衆
生
の
た
め
に
白
黒
を
明
ら
か
に
し
て
や
っ
た
の
に
、
な
ん
と
ま
だ
路
に
迷
っ
て
い
る
奴
が
い
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

・
時
中
問
答
　
禾
山
和
尚
に
特
有
の
用
語
で
あ
ろ
う
。
時
中
は
十
二
時
中
、
本
巻
冒
頭
の
荷
玉
和
尚
の
伝
を
参
照
。

・
現
対
縁
云
々
　
言
葉
な
し
の
対
応
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

・
擬
心
是
問
、
不
續
是
答
　
巻
六
洞
山
の
伝
に
「
問
、
如
何
是
病
。
師
曰
、
字
起
是
病
。
進
曰
、
如
何
是
薬
。
師
曰
、
不
續
是
薬
」（
二
―
五
六
頁
）

と
あ
る
。
擬
心
は
心
念
の
字
起
に
他
な
ら
な
い
。
不
續
は
そ
の
心
念
に
継
が
な
い
こ
と
。
積
極
的
に
云
え
ば
そ
の
心
念
を
絶
つ
こ
と
。
薬
た
る

ゆ
え
ん
で
あ
る
。

・
若
論
以
下
　
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
提
叉
は
手
の
上
に
も
の
を
載
せ
て
重
さ
を
は
か
る
こ
と
。
単
行
は
正
問
正
答
そ
れ
一
本
。
収
人
は
捕
手
だ
と

い
う
説
も
あ
る
。

・
路
布
　
露
布
の
誤
り
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
わ
か
ら
な
い
。

・
為
物
　
物
と
為
り
て
云
々
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
お
よ
そ
も
の
た
る
も
の
は
白
黒
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
自
分
の
行
く

方
向
を
見
失
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
知
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。
為
物
の
為
は
去
声
に
読
む
方
が
読
み
や
す
い
。

　
師
云
く
、
取
次
に
す
る
こ
と
莫
く
ん
ば
好
し
。
禅
師
は
作
る
こ
と
難
し
、
須
ら
く
是
れ
其
の
人
た
る
べ
し
。
若
し
直
下
に
當
荷
し
得
ざ
れ
ば
、
也
た
須
ら
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五
九

く
三
十
二
十
年
、
樓
林
に
淹
　
す
る
気
拍
の
漢
に
し
て
始
め
て
得
べ
し
。
縦
い
大
用
現
前
せ
ざ
る
も
、
亦
た
是
れ
腆
璞
な
り
、
豈
に
八
月
の
冬
瓜
に
同
じ
か

も
ち

ら
ん
や
。
什
摩
の
霜
雪
を
か
銷
い
ん
。

　
　
師
が
云
う
、
い
い
か
げ
ん
に
し
な
い
方
が
良
い
ぞ
。
禅
師
と
い
う
も
の
は
な
り
が
た
い
も
の
だ
、
し
か
る
べ
き
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
ぴ
た
り

と
背
お
い
切
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
二
十
年
三
十
年
と
樓
林
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
い
る
気
拍
の
漢
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
資
格
が
あ
る
。
た
と

い
大
用
現
前
し
な
く
と
も
な
お
腆
璞
だ
。
ど
う
し
て
八
月
の
冬
瓜
み
た
い
な
こ
と
が
あ
ろ
う
。
霜
雪
を
く
ぐ
る
必
要
は
な
い
の
だ
。

・
気
拍
漢
　
他
に
例
を
見
な
い
が
、
内
部
に
張
り
つ
め
た
も
の
を
持
っ
て
い
る
漢
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

・
腆
璞
　
冬
瓜
は
霜
雪
を
く
ぐ
っ
て
熟
す
る
と
い
う
。
銷
は
須
と
同
じ
意
味
。

　
一
種
に
葛
藤
し
將
ち
去
ら
ば
、
且
ら
く
聴
す
、
亦
た
人
の
耳
目
を
清
ま
し
め
、
東
引
西
證
す
る
こ
と
を
。
忽
ち
古
徳
の
光
賢
に
因
ら
ば
便
ち
見
處
有
ら
ん
。

　
　
同
じ
葛
藤
し
て
行
こ
う
と
い
う
の
な
ら
、
ま
あ
人
の
耳
目
を
そ
ば
だ
て
る
よ
う
に
し
て
東
引
西
證
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
あ
る
古
徳
や
大
い
な
る
賢
者
の

因
縁
が
ふ
と
契
機
と
な
っ
て
、
あ
る
見
處
が
生
ま
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

く
ら

　
豈
に
是
れ
上
に
疋
ぶ
れ
ば
足
ら
ず
、
下
に
く
ら
ぶ
れ
ば
餘
り
有
る
な
ら
ざ
る
や
。

　
　
帯
に
短
し
た
す
き
に
長
し
で
は
な
い
か
。

　
若
し
因
果
を
撥
無
す
れ
ば
、
便
ち
般
若
を
謗
り
、
佛
身
血
を
出
す
に
同
じ
て
一
般
な
り
。
此
の
謗
り
も
亦
た
須
ら
く
區
分
す
べ
し
。
第
一
、
現
今
、
自
己

即
ち
佛
な
る
こ
と
を
信
ぜ
ず
。
何
れ
の
處
に
か
生
滅
壊
爛
の
身
の
佛
道
を
成
ず
る
こ
と
を
得
ん
や
。
此
く
の
如
き
の
輩
亦
た
出
佛
身
血
に
同
じ
。
喚
ん
で
破

和
合
僧
と
作
す
。



四
六
〇

　
第
二
、
曠
大
劫
来
、
無
明
相
い
随
い
、
業
に
習
い
て
顛
倒
す
。
須
ら
く
今
日
念
を
息
め
、
眞
に
帰
し
、
生
死
を
壊
除
し
、
六
根
銷
落
す
べ
し
。
亦
た
今
時

の
謗
と
為
す
こ
と
を
得
。
謗
と
は
是
れ
毀
の
異
名
な
り
。
始
め
て
無
問
を
得
。
豈
に
見
ず
や
、
古
徳
云
く
、
無
問
に
し
て
自
説
す
と
。
乃
ち
問
う
て
云
く
、
問

有
ら
ば
還
た
説
く
や
。
師
云
く
、
若
し
不
問
の
時
は
則
ち
一
切
に
説
く
。
所
以
に
先
徳
云
く
、
古
人
百
説
し
て
一
問
無
し
と
。
今
時
は
百
問
し
て
一
説
無
し
。

盖
し
明
知
力
未
だ
充
た
ざ
る
を
以
て
な
り
。

・
謗
是
毀
之
異
名
也
　
後
人
の
コ
メ
ン
ト
が
雑
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

・
始
得
無
問
　
こ
の
一
句
前
後
に
つ
づ
か
な
い
。
こ
の
あ
た
り
原
文
に
か
な
り
の
混
乱
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

・
豈
不
見
以
下
　
次
の
第
三
云
々
の
直
前
ま
で
の
部
分
が
、
謗
の
区
分
の
第
二
と
い
か
な
る
内
的
か
か
わ
り
を
有
す
る
か
把
握
し
が
た
い
。

　
又
た
僧
有
り
て
古
老
に
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
百
問
し
て
一
説
無
き
。
答
え
て
云
く
、
黒
雲
靉
靆
。
如
何
な
る
か
是
れ
、
百
説
し
て
一
問
無
き
。
答
え

あ

て
云
く
、
青
天
の
朗
月
。
師
云
く
、
可
に
聞
か
ず
や
、
僧
洞
山
に
問
う
、
問
有
ら
ば
則
ち
答
有
り
。
不
問
不
答
の
時
如
何
ん
。
洞
山
答
え
て
云
く
、
持
齊
し

て
肉
羮
を
喫
す
。
曹
山
云
く
、
酒
を
喫
し
、
肉
を
喫
す
。
只
だ
曹
山
の
如
き
は
亦
た
此
の
問
を
石
霜
に
致
す
。
石
霜
乃
ち
対
え
て
云
く
、
尺
を
折
ら
ず
。
師

云
く
、
大
い
に
會
す
る
こ
と
難
し
。
挙
す
る
者
は
多
く
、
弁
ず
る
者
は
少
し
。

・
折
尺
　
不
明
。

・
古
老
　
洞
山
。
二
―
五
八
頁
。

も
ち

　
第
三
、
自
己
本
生
の
父
母
有
る
を
知
る
も
、
知
解
有
る
が
為
め
に
却
っ
て
宦
過
を
須
う
。
亦
た
喚
び
て
大
謗
と
作
す
。
見
ず
や
、
當
時
、
亦
た
人
有
り
て

南
山
に
問
う
、
般
若
を
謗
ず
る
底
の
人
還
た
過
有
り
や
。
答
え
て
云
く
、
作
摩
か
無
か
ら
ん
。
師
云
く
、
道
う
を
見
ず
や
、
父
を
殺
し
、
母
を
害
す
、
佛
身

血
を
出
だ
す
、
和
合
僧
を
破
る
と
、
是
れ
過
に
あ
ら
ず
し
て
是
れ
什
摩
ぞ
。
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一

い 

ぶ 

か

　
僧
問
う
、
古
人
云
え
ら
く
、
人
の
飯
を
喫
せ
ざ
る
が
如
し
、
と
。
未
審
し
此
の
理
、
如
何
ん
。
師
云
く
、
道
う
を
見
ず
や
。
累
劫
に
飢
寒
を
受
く
、
と
。
僧

云
く
、
只
だ
古
人
、
飯
を
喫
せ
ず
と
云
う
が
如
き
は
、
豈
に
是
れ
有
る
を
知
ら
ざ
る
の
謗
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。
師
云
く
、
有
る
を
知
ら
ざ
る
の
謗
を
論
ず
る

た 

と 

い

無
し
。
直
得
是
れ
有
る
を
知
る
も
、
肯
ぜ
ざ
れ
ば
亦
た
是
れ
謗
な
り
。

　
乃
ち
僧
に
問
う
、
汝
、
還
た
有
る
を
知
ら
ざ
る
の
謗
を
会
す
や
。
豈
に
見
ず
や
、
古
人
、
座
主
を
見
る
。
乃
ち
座
主
を
喚
び
て
云
く
、
是
れ
汝
、
身
中
に

佛
有
り
、棄
還
た
識
る
や
。
座
主
対
え
て
云
う
、
何
處
に
か
与
麼
の
導
屎
放
尿
す
る
佛
を
得
ん
。
這
个
は
是
れ
有
る
を
知
ら
ざ
る
の
謗
な
り
。

　
大
凡
、
出
言
吐
気
は
和
泥
合
水
し
去
る
べ
か
ら
ず
。
夫
れ
人
の
与
め
に
師
匠
と
為
る
は
豈
に
是
れ
草
々
の
流
な
ら
ん
や
。

　
　
だ
い
た
い
も
の
を
言
う
場
合
に
は
、
べ
と
べ
と
の
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
人
の
師
と
な
る
者
が
い
い
か
げ
ん
な
こ
と
で
あ
っ
て
よ
い
も
の

か
。

・
和
泥
合
水
　
方
便
を
め
ぐ
ら
し
て
人
の
為
を
は
か
る
こ
と
を
い
う
。

　
且
く
一
種
の
本
自
真
如
を
説
く
は
蝗
降
に
同
じ
き
に
非
ず
。
修
證
を
仮
ら
ず
、
何
ん
ぞ
劬
労
を
藉
ら
ん
や
。
衆
聖
興
る
も
加
え
ず
、
千
人
退
く
時
も
減（
原

作
滅
）じ
難
し
。
既
に
其
の
事
を
導
び
か
ん
に
は
、
須
く
其
の
人
に
頼
る
べ
し
。
若
し
通
明
な
ら
ざ
れ
ば
焉
ん
ぞ
如
理
を
知
ら
ん
や
。
然
ら
ば
則
ち
二
者
既
に

達
す
る
も
、
表
裏
未
だ
亡
び
ず
。
有
法
の
牽
く
所
に
滞
り
、
無
為
の
束
ぬ
る
所
に
遭
わ
ば
則
ち
須
く
其
の
能
所
を
泯
ず
べ
し
。
妄
慮
倶
に
銷
す
れ
ば
豁
と
し

て
虚
空
の
如
し
。
悠
然
と
し
て
寄
す
る
と
こ
ろ
無
く
し
て
始
め
て
功
成
り
徳
立
ち
、
位
は
本
情
に
稱
う
を
得
ん
。
果
既
に
將
に
成
ら
ん
と
し
、
大
事
圓
辧
し

て
始
め
て
位
を
兜
率
に
記
し
、
獨
尊
た
り
て
群
品
に
超
え
た
る
を
得
ん
。
亦
た
樹
果
の
如
く
に
一
般
た
り
て
方
め
て
稱
断
と
為
す
。
此
れ
を
守
り
て
解
と
為

さ
ば
煖
踝
将
凌
、
脱
病
不
粘
、
謂
い
て
無
辯
と
言
う
。

　
一
色
の
義
已
に
立
た
ば
雙
分
の
理
須
く
知
る
べ
し
。
所
以
に
劉
陽
云
く
、
一
色
の
後
如
何
ん
。
答
え
て
云
く
、
有
る
人
は
長
に
歓
喜
し
、
有
る
人
は
嗔
迫

迫
地
な
り
。
亦
た
艶
潭
の
如
き
は
云
く
、
猫
児
の
口
裏
に
雀
児
飛
ぶ
、
須
ら
く
此
の
一
格
に
し
て
始
め
て
得
べ
し
。
餘
は
則
ち
論
ず
べ
か
ら
ず
。



四
六
二

　
　
一
色
の
義
が
明
ら
か
に
な
っ
た
な
ら
ば
雙
分
の
理
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
劉
陽
が
問
う
、
一
色
の
義
を
悟
っ
た
後
は
ど
う
な
の
か
。
あ

る
人
が
答
え
て
云
う
、
あ
る
人
は
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
お
り
、
あ
る
人
は
カ
ッ
カ
ッ
と
怒
っ
て
い
る
。
ま
た
艶
潭
な
ど
は
、
猫
の
口
裏
に
雀
が
飛
ん
で

い
る
、
と
答
え
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
境
界
で
あ
っ
て
こ
そ
い
い
の
だ
。
そ
の
他
は
論
ず
る
必
要
も
な
い
。

・
千
人
退
時
難
滅
　
上
句
に
合
わ
せ
て
「
難
減
」
と
す
る
。「
衆
聖
興
・
・
・
難
減
」
に
つ
い
て
は
不
増
不
減
経（
大
正
十
六
巻
）を
参
照
。

・
亦
如
樹
菓
云
々
　
こ
の
あ
た
り
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

・
劉
陽
　
道
吾
の
こ
と
。
こ
の
問
答
の
出
典
は
わ
か
ら
な
い
。

・
此
一
格
、
艶
潭
の
答
え
の
内
容
を
指
す
。

　
因
み
に
挙
す
、
南
泉
云
く
、
祖
佛
は
有
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
狸
奴
白
簒
却
っ
て
有
る
こ
と
を
知
る
、
と
。
諸
人
盡
く
知
れ
り
、
諸
方
道
出
せ
る
語
句
皆
な

行
わ
る
る
こ
と
を
。
且
く
如
今
禾
山
諸
人
に
問
わ
ん
、
作
摩
生
か
是
れ
狸
奴
白
簒
。
時
に
僧
有
り
、
出
で
来
っ
て
対
え
て
云
く
、
飢
う
れ
ば
則
ち
草
を
喫
し
、

渇
け
ば
則
ち
水
を
飲
む
。
師
云
く
、
道
う
こ
と
は
則
ち
亦
た
多
く
を
較
せ
ず
。
但
だ
両
学
を
却
く
れ
ば
則
ち
行
う
可
し
。
豈
に
聞
か
ず
や
、
古
人
整
理
す
ら

か
れ

く
、
洞
山
、
興
平
に
礼
す
。
興
平
云
く
、
老
朽
に
礼
す
る
こ
と
莫
れ
。
洞
山
云
く
、
老
朽
に
非
ざ
る
に
礼
す
。
興
平
云
く
、
他
は
礼
を
受
け
ず
。
洞
山
云
く
、

亦
た
止
む
る
こ
と
を
要
せ
ず
。
此
の
一
句
錯
れ
り
。
古
人
云
く
、
當
時
洞
山
対
え
て
云
く
、
亦
た
曽
て
止
め
ず
と
。

・
諸
人
盡
知
以
下
　
こ
の
南
泉
の
語
に
つ
い
て
諸
方
の
禅
客
が
い
ろ
い
ろ
に
拈
弄
し
た
語
句
が
世
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
。
諸

方
の
道
出
の
例
は
『
抛
居
士
語
録
』（
禅
の
語
録
７
）一
〇
八
頁
以
下
に
詳
か
で
あ
る
。

・
不
較
多
　
原
文
は
不
教
多
、
そ
う
た
い
し
て
隔
た
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
僧
の
答
え
は
、
ぴ
た
り
と
し
た
と
こ
ろ
と
そ
う
た
い
し
た
距
離
は

な
い
と
い
う
の
が
一
句
の
意
味
で
あ
る
。
教
は
較
に
立
通
。

・
但
却
両
学
則
可
行
矣
　
両
字
を
け
ず
っ
た
な
ら
ば
他
所
に
も
ち
出
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
両
字
は
ど
れ
と
ど
れ
を
指
す
か
。
飢
渇
の
二
字
が

衆
目
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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・
古
人
整
理
　
古
人
の
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ク
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
亦
不
要
止
と
い
う
の
は
錯
り
で
、
亦
不
曽
止
が
正
し
い
と
い
う
の

で
あ
る
。
前
者
の
場
合
だ
と
非
老
朽
は
礼
を
受
け
な
い
に
し
て
も
、
礼
を
し
て
い
る
者
を
と
ど
め
よ
う
と
は
思
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

後
者
の
場
合
だ
と
、
か
つ
て
と
ど
め
た
こ
と
は
な
い（
勿
論
今
も
）と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
い
し
た
へ
だ
た
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
可

行
」
な
の
は
後
者
だ
と
い
う
禾
山
の
意
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
看
よ
、
一
般
の
古
人
拈
起
す
れ
ば
便
ち
緇
素
有
り
。
只
だ
与
摩
に
籠
罩
著
す
る
こ
と
莫
か
れ
。
争
か
で
か
得
ん
。
所
以
に
微
細
中
に
更
に
須
ら
く
子
細
に

し
て
始
め
て
得
べ
し
。

・
看
　
原
文
は
看
謂
と
な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
一
字
あ
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
先
に
あ
る
字
を
残
し
て
お
く
。

・
一
般
古
人
云
々
　
右
に
示
し
た
例
の
よ
う
に
、
古
人
の
拈
弄
の
仕
方
に
お
い
て
は
、
白
黒
の
弁
別
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
。
そ
う
で
な
い
の
が
籠
罩
、

が
さ
っ
と
と
り
込
む
、
が
ば
っ
と
か
ぶ
せ
る
、
で
あ
る
。

・
争
得
　
舌
足
ら
ず
な
云
い
方
、
あ
る
い
は
下
に
脱
文
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

・
微
細
中
云
々
　
微
細
の
中
で
さ
ら
に
こ
ま
か
く
見
て
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

よ

　
夫
れ
教
道
な
る
も
の
は
太
だ
容
易
な
ら
ず
。
个
个
須
ら
く
主
宰
た
る
こ
と
を
解
く
し
て
始
め
て
得
べ
し
。
見
よ
、
向
前
の
老
宿
、
徒
に
示
し
て
云
く
、
夫

ゆ

れ
沙
門
な
る
者
は
十
二
時
中
一
時
も
失
う
こ
と
を
得
ず
、
一
時
も
背
く
こ
と
を
得
ず
、
と
。
上
上
の
者
は
一
撥
し
て
便
ち
去
く
。
中
下
の
者
は
功
勲
に
落
在

た
　
と

す
。
直
に
須
ら
く
日
夜
勤
苦
し
、
心
識
を
乾
却
し
て
線
道
無
か
ら
し
む
べ
し
。
直
得
い
他
に
似
る
も
猶
お
是
れ
借
句
。
僧
乃
ち
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
借

句
。
師
云
く
、
金
牌
上
に
名
無
し
、
直
に
須
ら
く
佛
未
出
世
の
時
に
向
か
っ
て
躰
會
取
す
べ
し
。

　
　
お
し
え
み
ち
び
く
と
い
う
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
一
人
一
人
が
主
宰
と
な
り
え
て
は
じ
め
て
充
全
と
云
え
る
。
む
か
し
の
老
宿
が
修
行
者
に

示
し
て
お
ら
れ
る
、
沙
門
と
い
う
も
の
は
十
二
時
中
一
時
も
失
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
一
時
も
背
い
て
は
な
ら
な
い
、
と
。
上
上
根
の
者
な
ら
ば
一
は
じ
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き
で
と
び
だ
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
が
、
中
下
根
の
者
は
功
勲
と
い
う
次
元
に
落
ち
入
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
日
夜
勤
苦
し
、
心
識
を
干
し
あ
げ
て
糸
ひ
と
す

じ
の
ち
が
い
も
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
た
と
い
そ
れ
と
そ
っ
く
り
に
な
っ
て
も
な
お
借
り
も
の
の
句
だ
。
そ
こ
で
僧
が
問
う
、

な
に
が
借
り
も
の
の
句
で
す
か
。
師
が
云
う
、
合
格
発
表
に
名
が
な
い
、
仏
未
出
世
の
時
点
に
お
い
て
体
得
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

・
向
前
老
宿
　
誰
で
あ
る
か
不
明
。

・
十
二
時
中
　
本
巻
荷
玉
和
尚
の
伝
に
、「
問
、
十
二
時
中
如
何
与
道
相
應
。
師
云
、
莫
造
作
云
々
」
と
い
う
問
答
が
あ
る（
一
一
六
頁
）。
今
言
う

と
こ
ろ
の
不
得
失
、
不
得
背
の
対
象
と
し
て
「
道
」
を
置
い
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

・
一
撥
便
去
　
丹
霞
和
尚
の
伝
に
「
眞
師
子
児
一
撥
便
轉
」
と
あ
る（
一
―
一
五
九
）。
そ
れ
の
当
体
に
ぶ
つ
か
っ
て
行
く
。

　
僧
問
う
、
出
世
し
て
出
で
ざ
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
。
与
摩
に
来
り
て
皆
な
到
ら
ず
。
僧
曰
く
、
未
審
し
、
還
た
出
世
す
る
や
。
師
云
く
、
諸
聖
更
に
事

有
。
僧
曰
く
、
只
だ
仏
の
出
世
す
る
が
如
き
は
什
摩
人
の
為
な
る
や
。
師
云
く
。、
未
だ
攸
せ
ざ
る
者
の
為
な
り
。
僧
曰
く
、
未
審
し
、
佛
は
什
摩
の
處
に
向

か
っ
て
出
世
す
る
や
。
師
云
く
、
進
身
の
人
は
得
難
く
、
猛
利
の
人
は
得
難
し
。
進
ん
で
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
進
身
の
事
。
師
云
く
、
事
事
惣
じ
て
打

か
れ

過
す
べ
し
。
進
ん
で
曰
く
、
事
事
惣
じ
て
須
く
打
過
す
べ
き
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
他
解
く
傳
語
す
。
進
ん
で
曰
く
、
未
審
し
、
什
摩
人
の
語
を
傳
う
る
や
。

師
云
く
。
他
嘱
を
受
け
て
他
聞
を
得
ず
。
僧
曰
く
、
和
尚
は
学
人
を
し
て
承
當
せ
し
む
、
又
た
如
何
ん
が
承
當
せ
ん
。
師
云
く
、
直
に
須
く
目
前
に
似
る
べ

し
。
僧
曰
く
、
承
當
せ
し
後
如
何
ん
。
師
云
く
、
今
日
有
る
を
知
ら
ず
。

　
　
僧
が
問
う
、
出
世
し
て
世
に
出
な
い
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
師
が
云
う
、
そ
の
よ
う
に
来
た
も
の
は
皆
到
達
し
て
い
な
い
。
僧
が
云

う
、
そ
れ
で
も
出
世
は
し
た
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
諸
聖
に
は
別
に
仔
細
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
。
僧
が
云
う
、
佛
の
出
世
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
誰
の

た
め
な
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
未
攸
の
者
の
た
め
だ
。
僧
が
云
う
、
佛
は
ど
こ
に
出
世
さ
れ
る
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
進
身
の
者
は
得
が
た
く
、
猛

利
の
者
は
得
が
た
い
。
進
ん
で
云
う
、
進
身
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
師
が
云
う
、
事
々
か
た
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
進
ん
で
云
う
、
事
々

す
べ
て
か
た
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
時
ど
う
で
す
か
。
師
が
云
う
、
か
れ
は
つ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
進
ん
で
い
う
、
誰
の
こ
と
ば
を
つ
た
え
る
の
で
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す
か
。
師
が
云
う
、
他
の
こ
と
づ
け
は
受
け
て
も
他
か
ら
聞
く
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
僧
が
云
う
、
和
尚
さ
ん
わ
た
し
に
承
当
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
が
、
ど
う
承
当
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。
師
が
云
う
、
目
前
の
も
の
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
僧
が
云
う
、
承
当
し
た
あ
と
は
ど
う

で
す
か
。
師
が
云
う
、
今
日
が
有
っ
た
こ
と
も
意
識
し
な
く
な
る
。

・
出
世
不
出
時
如
何
　
一
応
上
の
よ
う
に
訳
し
て
お
い
た
が
、
出
世
不
出
は
出
世
不
出
世
の
略
さ
れ
た
形
か
も
し
れ
な
い
。

・
為
未
攸
者
　
攸
と
は
、
自
ら
を
そ
こ
へ
推
し
出
す
こ
と
。
積
極
的
に
我
が
任
と
し
て
当
る
こ
と
。

・
進
身
　
自
ら
の
境
位
を
進
め
る
。
仏
は
進
身
の
者
、
猛
利
の
者
の
と
こ
ろ
に
出
世
す
る
と
い
う
の
が
師
の
答
え
の
意
。

・
打
過
　
了
却
と
同
じ
意
。

・
事
事
惣
須
打
過
時
如
何
　
惣
須
の
二
字
を
は
ず
し
た
方
が
師
の
答
え
に
は
続
き
や
す
い
。

・
他
解
傳
語
以
下
　
巻
九
、
九
峯
和
尚
の
伝
に
「
問
、
九
人
与
摩
来
有
何
音
信
。
師
云
、
九
人
不
得
意
。
曰
、
既
不
得
意
、
又
何
傳
語
。
師
云
、
正

是
傳
語
。
未
審
傳
什
摩
人
語
。
師
云
、
寧
當
截
舌
、
不
犯
國
諱
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

・
他
聞
　
智
度
論
巻
二
に
「
問
曰
、
若
諸
佛
一
切
智
人
、
自
然
無
師
、
不
随
他
教
、
不
受
他
法
、
不
用
他
道
、
不
従
他
聞
而
説
法
。
何
以
言
如
是

我
聞
。
答
曰
、
如
汝
所
言
、
佛
一
切
智
人
、
自
然
無
師
、
不
應
従
他
聞
法
云
々
」
と
あ
る
の
か
ら
見
て
、
他
よ
り
聞
く
と
読
む
こ
と
も
可
能
で

あ
ろ
う
。

・
承
当
　
ガ
チ
ッ
と
受
け
と
め
て
自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

・
直
須
似
目
前
　
即
今
そ
の
ま
ま
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
不
知
有
今
日
　
自
己
の
今
日
も
消
え
て
し
ま
う
。
目
前
に
似
る
と
い
う
承
当
の
仕
方
が
完
成
し
た
段
階
で
は
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
古
佛
心
。
師
云
く
、
世
界
崩
陥
す
。
僧
曰
く
、
世
界
什
摩
と
し
て
か
崩
陥
す
る
や
。
師
云
く
、
寧
ん
ぞ
我
が
身
無
か
ら
ん
や
。

　
　
問
う
、
古
佛
心
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
世
界
が
崩
陥
す
る
。
僧
が
云
う
、
世
界
は
何
故
崩
陥
す
る
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
こ



四
六
六

の
わ
れ
と
い
う
も
の
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

・
世
界
崩
陥
に
よ
っ
て
古
佛
心
が
析
出
さ
れ
る
。

　
問
う
、
仰
山
、
鍬
を
挿
す
、
意
作
摩
生
。
師
云
く
、
汝
、
我
を
問
え
。
玄
沙
鍬
を
檜
倒
す
、
意
作
摩
生
。
師
云
く
、
我
、
汝
を
問
う
。

・
挿
鍬
　
す
き
ぐ
わ
を
地
に
つ
き
さ
す
。
こ
の
話
に
つ
い
て
は
伝
灯
録
十
一
仰
山
の
伝
参
照
。
玄
沙
の
こ
と
も
割
注
に
引
用
し
て
あ
る
。

・
汝
問
我
　
仰
山
で
は
な
く
、
こ
の
わ
し
に
つ
い
て
問
え
。

・
我
問
汝
　
玄
沙
で
は
な
く
、
お
前
自
身
の
意
は
ど
う
な
の
だ
。

た
め

　
問
う
、
咫
尺
の
間
、
什
摩
と
為
て
か
師
顔
を
覩
ざ
る
。
師
云
く
。
且
く
闍
梨
が
与
に
一
半
を
通
ぜ
ん
。
僧
曰
く
、
什
摩
と
し
て
か
全
く
通
ぜ
ざ
る
。
師
云

く
。
法
を
盡
く
さ
ば
則
ち
民
無
か
ら
ん
。
僧
曰
く
、
民
無
き
こ
と
を
怕
れ
ず
。
請
う
師
、
法
を
盡
く
せ
。
師
云
く
、
次
い
で
禾
山
に
到
る
。

・
咫
尺
之
間
云
々
　
石
霜
の
伝
中
、
二
―
七
六
頁
参
照
。

・
盡
法
則
無
民
　
三
―
八
五
、
九
五
、
一
〇
二
頁
等
参
照
。

・
次
到
禾
山
　
伝
灯
録
で
は
こ
の
語
の
代
わ
り
に
「
為
知
己
喪
身
」
と
な
っ
て
お
り
、
次
下
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
次
の
問
答
と
等
し
い
。
伝
灯
録

で
も
う
ま
く
つ
な
が
ら
な
い
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
テ
キ
ス
ト
に
問
題
が
あ
る
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
佛
法
の
大
意
。
師
云
く
、
己
を
知
る
者
の
為
に
喪
身
す
。
僧
曰
う
、
什
摩
と
為
て
か
却
っ
て
喪
身
す
。
師
云
く
、
好
心
、
好
報

無
し
。

　
　
問
う
、
仏
法
の
大
意
と
は
何
で
す
か
。
師
が
云
う
、
己
を
知
る
者
の
為
に
喪
身
す
。
僧
が
云
う
、
ど
う
し
て
喪
身
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。
師
が

云
う
、
善
意
に
好
い
報
い
は
な
い
。
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・
為
知
己
者
喪
身
　
史
記
刺
客
列
伝
「
士
為
知
己
者
死
、
女
為
説
己
者
容
」。
こ
こ
で
は
、
仏
法
を
求
め
る
者
は
仏
の
為
に
身
を
喪
ぼ
す
こ
と
に
も

な
る
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

・
好
心
無
好
報
　
質
問
者
の
仏
法
に
対
す
る
甘
っ
た
れ
た
気
分
を
突
き
放
し
た
。
三
―
一
一
四
頁
に
も
見
え
る
。

　
問
う
、
尊
者
撥
眉
撃
目
し
て
育
王
に
示
す
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
即
今
も
也
た
与
摩
な
り
。
僧
云
く
、
学
人
如
何
ん
が
領
会
せ
ん
。
師
云
く
、
摩
利
支
山

に
非
ざ
る
莫
し
。

　
　
問
う
、
尊
者
が
育
王
に
眼
を
据
え
て
注
視
し
て
み
せ
た
時
、
そ
の
意
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
今
だ
っ
て
そ
ん
な
だ
。
僧
が
云
う
、

私
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
ど
こ
だ
っ
て
摩
利
支
山
だ
。

・
こ
の
話
の
出
典
不
明
。

・
即
今
也
与
摩
　
わ
し
と
あ
ん
た
と
今
、
問
答
し
て
い
る
の
こ
そ
尊
者
と
育
王
と
の
出
会
い
な
の
だ
。

・
摩
利
支
山
　
不
明
。
育
王
と
尊
者
が
出
会
っ
た
場
所
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

は

　
問
う
、
学
人
時
中
に
境
縁
を
息
盡
す
。
未
審
し
、
當
た
何
れ
の
處
に
か
歸
せ
ん
。
師
云
く
、
落
葉
、
地
に
旋
り（
却
至
）始
め
て
休
む
を
知
る
。
僧
曰
く
、
只

は

だ
地
に
旋
っ
て
休
む
を
知
る
が
如
き
は
、
復
た
何
ん
の
話
論
あ
り
や
。
師
云
く
、
截
舌
の
刀
あ
る
も
、
活
人
の
釼
無
し
。

　
　
問
う
、
私
は
十
二
時
中
、
外
の
も
の
に
仮
る
立
場
を
と
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
落
ち
つ
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
落
葉
が

地
上
で
ヒ
ラ
ヒ
ラ
し
て
や
っ
と
お
し
ま
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
僧
が
云
う
、
地
上
で
ヒ
ラ
ヒ
ラ
し
て
や
っ
と
お
し
ま
い
、
と
い
う
こ
と
に
何
か

言
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
。
師
が
云
う
、（
わ
し
に
は
）舌
を
切
る
刀
は
あ
る
が
人
を
活
か
す
剣
は
無
い
。

・
落
葉
旋
於
地
云
々
　
原
文
は
「
落
葉
旋
於
地
、
却
至
始
知
休
み
」
で
あ
る
が
、「
却
至
」
の
二
字
は
こ
の
文
脈
の
中
で
は
落
ち
つ
か
な
い
。

・
有
截
舌
之
刀
　
相
手
を
切
っ
て
す
て
た
言
い
方
。



四
六
八

　
問
う
、
見
る
も
而
も
見
ず
、
聞
く
も
而
も
聞
か
ざ
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
既
に
國
師
を
暁
ら
む
れ
ば
、
須
く
洞
山
を
明
ら
む
べ
し
。

　
　
問
う
、
見
て
見
な
い
、
聞
い
て
聞
か
な
い
時
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
慧
忠
國
師
が
わ
か
っ
た
な
ら
ば
、
洞
山
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ん
。

・
既
暁
国
師
　
慧
忠
国
師
の
無
情
説
法
の
話
。

ま
か

　
問
う
、
雪
中（
原
作
仲
）久
思
、
什
摩
と
為
て
か
相
見
し
て
辞
無
き
や
。
師
云
く
、
道
は
且
く
目
撃
に
憑
さ
ん
、
知
音
は
復
た
是
れ
誰
ぞ
。
僧
曰
う
、
鐘
期
に

韻
有
る
時
、
又
た
作
摩
生
。
師
云
く
、
只
だ
伯
牙
の
琴
を
愛
し
、
文
侯
の
志
を
續
が
ず
。

　
　
問
う
、
雪
な
か
で
久
思
し
て
相
見
し
た
時
に
ど
う
し
て
言
葉
が
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
道
を
物
に
見
て
と
る
こ
と
は
ま
あ
お
ま
え
さ

ん
に
任
し
て
お
こ
う
。（
し
か
し
）誰
が
お
ま
え
さ
ん
の
知
音
な
の
か
。
僧
が
云
う
、
鐘
子
期
の
方
に
も
と
も
と
音
色
の
あ
る
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
師

が
云
う
、
伯
牙
の
琴
を
愛
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
文
侯
の
志
は
続
か
な
い
。

・
雪
中
久
思
云
々
　
慧
可
が
達
磨
に
相
見
し
た
時
の
こ
と
を
指
す
。
こ
こ
で
は
暗
に
自
分
を
指
し
て
い
る
。

・
道
旦
憑
目
撃
　
荘
子
田
子
方
「
子
路
曰
、
吾
子
欲
見
温
伯
雪
子
、
久
矣
。
見
之
而
不
言
、
何
耶
。
仲
尼
曰
、
若
夫
人
者
、
目
撃
而
道
存
矣
、
亦

不
可
以
容
聲
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
。

　
問
う
、
儒
は
洗
耳
を
以
て
良
と
為
す
。
釋
は
何
を
以
て
極
則
と
為
す
や
。
云
く
、
栄
枯
の
琴
を
厭
わ
ず
、
瓢
提
、
誰
の
為
に
せ
ん
と
欲
す
る
や
。
僧
曰
う
、

そ
む

世
を
避
く
る
を
争
奈
何
せ
ん
。
師
云
く
、
巣
父
の
意
に
別
か
ず
、
由
お
許
氏
の
能
を
忻
ぶ
。

・
瓢
提
　
不
詳
。

　
問
う
、
居
士
不
二
の
門
、
如
何
ん
が
理
論
せ
ば
則
ち
後
学
の
疑
い
を
息
め
ん
。
師
云
く
、
乾
時
に
須
く
好
く
去
る
べ
し
。
雨
霖
頭
を
待
つ
こ
と
莫
か
れ
。
僧
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曰
く
、
学
人
は
寧
ろ
雨
霖
頭
を
待
た
ん
。
未
審
し
、
師
の
意
如
何
ん
。
師
云
く
、
青
山
は
秀
色
に
憑
る
。
水
の
碧
た
る
は
波
瀾
を
仮
る
。

　
　
問
う
、
維
摩
居
士
の
不
二
法
門
は
、
後
学
の
疑
念
を
解
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
論
定
さ
れ
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
晴
れ
て
い
る
時
に
さ
っ
さ
と
行
く

こ
と
だ
。
雨
が
降
っ
て
び
し
ょ
濡
れ
に
な
る
の
を
待
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
。
僧
が
云
う
、
私
は
寧
ろ
雨
が
降
っ
て
び
し
ょ
濡
れ
に
な
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ

う
。
和
尚
さ
ん
は
ど
う
い
う
お
つ
も
り
で
す
か
。
師
が
云
う
、
青
山
の
青
さ
は
そ
の
色
に
依
っ
て
い
る
。
波
瀾
が
あ
っ
て
こ
そ
水
は
碧
水
に
な
る
の
だ
。

・
乾
時
云
々
　
乾
時
は
か
ら
り
と
し
て
い
て
疑
い
の
な
い
時
、
待
雨
霖
頭
は
疑
い
が
あ
る
こ
と
を
指
す
。
師
の
答
え
は
、
疑
い
が
な
け
れ
ば
そ
れ

で
よ
い
、
や
た
ら
と
疑
い
を
起
こ
す
い
わ
れ
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
。

・
学
人
寧
待
雨
霖
頭
　
僧
の
答
え
は
、
私
は
む
し
ろ
疑
い
を
抱
こ
う
と
い
う
こ
と
。

・
青
山
憑
秀
色
、
水
碧
仮
波
瀾
　
こ
の
二
句
は
ま
と
ま
り
が
悪
い
。
一
応
、
青
山
を
禾
山
に
、
質
問
僧
を
波
瀾
を
た
て
よ
う
と
す
る
者
に
比
定
し

て
お
く
。

　
問
う
、
無
影
の
言
、
如
何
ん
が
話
論
せ
ん
。
師
云
く
、
満
口
に
吐
尽
し
、
已
に
知
聞
を
具
す
。

　
　
問
う
、
無
影
の
言
は
ど
の
よ
う
に
語
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
あ
ら
い
ざ
ら
い
し
ゃ
べ
っ
た
か
ら
、
も
う
知
れ
わ
た
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
無
影
之
言
　
師（
慧
忠
國
師
）以
化
縁
將
畢
、
涅
槃
時
至
、
乃
辞
代
宗
。
代
宗
曰
、
師
滅
度
後
、
弟
子
將
何
所
記
。
師
曰
、
告
檀
越
、
造
取
一
所
無

縫
塔
。
曰
、
就
師
請
取
塔
様
。
師
良
久
。
曰
、
会
麼
、
曰
、
不
会
。
師
曰
、
貧
道
去
後
、
有
侍
者
應
眞
却
知
此
事
。
・
・
代
宗
後
詔
應
眞
入
内
、

挙
問
前
語
。
眞
良
久
曰
、
聖
上
会
麼
。
曰
、
不
会
。
眞
述
偈
曰
、
湘
之
南
、
潭
之
北
、
中
有
黄
金
充
一
國
。
無
影
樹
下
合
同
船
、
瑠
璃
殿
上
無

知
識
」
伝
灯
録
五
、
の
話
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　
問
う
、
身
命
を
惜
し
ま
ざ
る
底
の
人
、
當
た
何
事
を
か
求
む
る
。
師
云
く
、
捨
命
せ
ば
無
命
な
ら
ん
と
す
。
希
い
無
く
し
て
希
う
所
有
り
。
云
く
、
既
に

捨
命
す
、
什
摩
と
為
て
か
却
っ
て
無
命
な
り
や
。
師
云
く
、
絶
息
し
て
来
往
な
し
、
寧
ん
ぞ
道
の
已
に
行
わ
る
る
を
知
ら
ん
や
。
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問
う
、
身
命
を
投
げ
出
す
覚
悟
の
人
は
そ
れ
に
よ
っ
て
何
を
求
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。
師
が
答
え
て
云
う
、
命
を
捨
て
た
ら
命
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

求
め
る
こ
と
が
無
い
と
こ
ろ
に
求
め
る
も
の
が
あ
る
の
だ
。
僧
が
云
う
、
も
う
命
を
捨
て
て
い
る
人
が
ま
た
命
が
無
く
な
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

師
が
云
う
、
息
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
て
そ
こ
に
道
が
現
前
し
て
い
る
の
が
わ
か
ろ
う
か
。

・
捨
命
將
無
命
　
僧
が
勢
い
こ
ん
で
質
問
し
た
の
を
揶
揄
す
る
気
持
ち
も
含
ま
れ
て
い
る
。

・
無
希
有
所
希
　
完
全
な
無
功
徳
行
を
指
す
。

　
問
う
、
大
人
相
い
逢
え
ば
則
ち
个
の
醜
陋
を
道
う
。
未
審
し
、
和
尚
相
い
逢
わ
ば
、
个
の
什
摩
を
か
道
わ
ん
。
師
云
く
、
未
だ
深
拙
を
蔵
す
る
こ
と
有
ら

ず
、
言
話
す
る
こ
と
又
た
何
ぞ
妨
げ
ん
。
僧
曰
く
、
妨
げ
ざ
る
の
事
、
乞
う
師
方
便
せ
よ
。
師
云
く
、
當
今
の
諱
に
觸
れ
ず
、
舌
を
断
截
す
る
に
因
な
し
。

　
　
問
う
、
大
人
は
出
会
う
と
き
た
な
い
こ
と
を
云
い
ま
す
。
和
尚
さ
ん
は
出
会
っ
た
ら
何
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
欠
点
を
隠
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
か
ら
、
も
の
を
言
う
こ
と
は
か
ま
わ
な
い
。
僧
が
云
う
、
で
は
か
ま
わ
な
い
と
こ
ろ
で
一
言
ご
教
示
下
さ
い
。
師
が
云
う
、
今
上
陛
下
の
諱

に
触
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
舌
を
切
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。

・
醜
陋
　
巻
二
十（
五
―
一
四
三
頁
）に
「
問
、
如
何
是
納
衣
下
事
。
師
云
、
醜
陋
任
君
嫌
、
不
掛
雲
霞
色
」
と
あ
る
。
そ
こ
で
は
身
体
に
つ
い
て
云
っ

て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
今
の
場
合
は
何
に
つ
い
て
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。

・
不
觸
當
今
云
々
　
舌
を
切
ら
れ
る
目
に
お
ち
い
ら
せ
た
い
ら
し
い
が
、
そ
う
は
問
屋
が
お
ろ
さ
ん
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
問
う
、
初
め
て
雪
嶺
に
登
る
や
正
覚
道
成
る
。
什
摩
と
為
て
か
雙
林
に
方
め
て
玉
葉
を
傳
う
る
や
。
師
云
く
、
明
星
の
現
ず
る
有
る
こ
と
を
示
し
、
枝
條

よ

翠
今
に
異
な
る
。
僧
曰
く
、
与
摩
な
ら
ば
則
ち
枝
枝
絶
た
ざ
り
去
る
な
り
。
師
云
く
、
尋
苗
は
縦
い
路
有
る
も
、
終
に
解
く
根
に
到
る
に
非
ず
。

・
初
登
雪
嶺
正
覚
道
成
　
太
子
成
道
経
に
「
雪
山
修
道
證
菩
提
」
と
あ
る
。（
敦
煌
變
文
二
八
七
頁
）。

・
為
什
摩
雙
林
云
々
　
雙
林
は
原
文
に
は
霜
林
。
雪
山
成
道
だ
け
で
十
分
で
あ
っ
て
、
雙
林
涅
槃
と
い
う
よ
う
な
道
具
立
て
な
ん
か
必
要
で
は
な
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い
で
は
な
い
で
す
か
。

・
枝
條
異
翠
今
　
よ
く
読
め
な
い
。

・
枝
枝
不
絶
去
也
　
ど
の
枝
も
永
久
に
続
く
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
。

　
問
う
、
乘
羊
は
漸
次
、
駕
牛
は
理
窮
、
四
衢
に
顧
視
す
、
此
の
人
還
た
家
業
を
紹
ぎ
得
る
や
。
師
云
く
、
三
車
も
て
火
宅
を
出
ず
る
も
、
露
地
當
頭
な
ら

ず
。
僧
曰
く
、
既
に
當
頭
な
ら
ず
、
誰
か
露
地
に
當
ら
ん
。
師
云
く
、
未
だ
日
程
に
跨
る
こ
と
有
ら
ず
、
終
に
須
ら
く
影
跡
を
帯
ぶ
べ
し
。

・
乘
羊
云
々
　
法
華
経
譬
諭
品
に
も
と
づ
く
。
漸
次
と
理
窮
と
が
何
を
意
味
す
る
か
が
今
一
つ
わ
か
ら
な
い
。
と
も
か
く
羊
車
、
鹿
車
、
牛
車
を

四
衢
道
中
に
探
し
て
い
る
子
供
達
は
長
者
の
家
業
を
つ
ぎ
得
る
か
、
と
い
う
問
意
で
あ
ろ
う
。

・
三
車
出
火
宅
云
々
　
三
車
を
求
め
て
火
宅
を
出
た
け
れ
ど
も
露
地
は
目
の
前
に
は
な
い
。
露
地
當
頭
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
家
業
を
つ
ぎ
得
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

・
未
有
跨
日
程
云
々
　
一
日
に
行
く
べ
き
と
こ
ろ
を
行
き
つ
く
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
日
暮
れ
に
己
の
影
を
引
き
ず
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
誰
當
露
地
」
な
ど
と
問
う
僧
の
有
様
を
云
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
問
う
、
護
明
跡
を
降
し
て
唯
我
独
尊
、
明
星
現
わ
る
る
時
又
た
成
道
と
言
う
。
未
審
し
、
此
の
理
如
何
ん
。
師
云
く
、
物
の
為
め
に
權
り
に
世
に
興
る
。
争

は

で
か
知
ら
ん
、
位
に
渉
り
て
馳
せ
ん
と
は
。
僧
曰
く
、
位
に
渉
り
、
世
に
興
る
は
猶
お
是
れ
今
時
の
方
便
、
未
審
し
、
還
た
跡
を
降
さ
ざ
る
者
有
り
や
。
師

云
く
、
兜
率
に
向
か
っ
て
居
せ
ざ
れ
ば
、
雙
林
變
彩
す
る
こ
と
難
か
り
し
な
ら
ん
。

・
護
明
　
巻
一（
一
―
一
〇
頁
）に
云
う
「
准
因
果
経
云
、
釈
迦
如
来
未
成
佛
時
、
為
大
菩
薩
、
名
曰
善
慧
、
亦
名
忍
辱
。
功
行
満
位
、
登
補
處
、
生

兜
率
天
、
名
曰
聖
善
、
亦
日
護
明
」。

・
渉
位
　
五
十
二
位
を
経
る
こ
と
。
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・
今
時
　
俗
諦
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
か
。
世
に
興
ら
ず
、
位
に
渉
ら
ざ
る
も
の
あ
り
や
と
い
う
問
の
意
で
あ
ろ
う
。

・
師
の
答
え
は
、
不
降
跡
の
仏
な
ど
問
題
に
す
る
資
格
は
お
前
に
は
な
い
。

ま

た

　
問
う
、
古
人
に
言
有
り
、
擬
心
せ
ば
則
ち
差
う
、
況
や
復
た
言
有
る
を
や
、
と
。
只
だ
擬
せ
ず
、
又
復
言
無
き
時
の
如
き
は
如
何
ん
。
師
云
く
、
芭
蕉
重

剥
の
後
、
那
ん
ぞ
知
ら
ん
や
自
ら
疑
わ
ず
。
僧
云
く
、
如
何
ん
が
此
の
過
を
招
く
を
免
れ
ん
。
師
云
く
、
日
は
東
嶺
よ
り
上
り
、
月
は
西
嶂
に
沈
む
。

　
　
問
う
、
古
人
が
言
っ
て
お
り
ま
す
、
そ
れ
を
目
ざ
し
て
求
め
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
と
た
ん
に
外
れ
て
し
ま
う
、
ま
し
て
言
葉
で
表
現
し
よ
う
と
す
れ

ば
ま
す
ま
す
離
れ
て
し
ま
う
、
と
。
求
め
ず
、
ま
た
そ
れ
を
言
葉
で
表
さ
な
い
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
芭
蕉
の
葉
を
次
々
と
剥
ぎ
と
っ

て
し
ま
っ
た
と
き
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
も
と
も
と
疑
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
だ
。
僧
が
言
う
、
そ
の
よ
う
に
で
き
て
い
な
い
過
を
招
く
の
を
ど
う
し
た
ら

さ
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
日
は
東
方
の
山
よ
り
上
り
、
月
は
西
方
の
山
に
沈
む
。

・
擬
心
則
差
、
況
復
言
有
　
僧
肇
、
答
劉
遺
民
書
「
至
理
虚
玄
、
擬
心
已
差
、
況
乃
有
言
、
恐
所
示
轉
遠
」。

・
自
不
疑
　
疑
は
質
問
の
「
擬
心
」「
不
擬
」
を
う
け
た
も
の
。
恐
ら
く
南
泉
と
趙
州
と
の
問
答
「
師
問
南
泉
、
如
何
是
道
。
泉
云
、
平
常
心
是
。

師
云
、
還
可
趣
向
不
。
泉
云
、
擬
即
乖
。
師
云
、
不
擬
、
争
知
是
道
。
泉
云
、
道
不
属
知
不
知
。
知
是
妄
覚
、
不
知
是
無
記
。
若
真
達
不
疑
之

道
、
猶
如
太
虚
、
廓
然
蕩
豁
。
豈
可
強
是
非
也
。
師
於
言
下
、
頓
悟
玄
旨
、
心
如
朗
月
」（
趙
州
録
）を
意
識
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

・
過
　
直
前
の
師
の
答
え
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
僧
の
残
り
か
す
。

・
日
従
東
嶺
上
　
　「
自
不
疑
」
の
と
こ
ろ
を
指
し
示
し
た
も
の
。

　
問
う
、
古
人
云
え
ら
く
、
盲
聾
梵
炯
【
梵
炯
１
０
１
】、
此
の
人
須
く
救
う
べ
し
。
若
し
救
わ
ず
ん
ば
佛
法
に
霊
験
無
し
、
と
。
未
審
し
、
此
の
人
は
如
何

ん
が
救
わ
ん
。
師
云
く
、
奇
特
の
意
有
り
と
雖
も
、
還
た
須
く
反
っ
て
自
ら
招
く
べ
し
。
学
人
は
則
ち
甘
ん
じ
て
招
か
ん
。
未
審
し
、
和
尚
又
た
如
何
ん
。
師

云
く
、
山
に
登
り
て
は
水
脉
を
知
り
、
室
に
入
り
て
は
温
床
に
坐
す
。
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問
う
、
盲
と
聾
と
梵
炯
【
梵
炯
１
０
１
】
と
、
こ
の
三
様
の
人
を
こ
そ
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
救
う
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
仏
法
に
は
霊

験
が
無
い
こ
と
に
な
る
、
と
古
人
は
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
を
ど
の
よ
う
に
し
て
救
い
ま
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
病
め
る
人
を
救
お
う
と
い

う
奇
特
な
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
ず
そ
の
病
を
自
分
の
身
に
ひ
き
う
け
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。（
僧
が
云
う
）私
は
喜
ん
で
そ
う
な
り
ま
し
ょ

う
。
さ
て
和
尚
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
し
て
救
っ
て
下
さ
い
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
山
に
登
れ
ば
ち
ゃ
ん
と
水
脈
の
あ
る
と
こ
ろ
が
わ
か
り
、
室
に
入
れ
ば

ち
ゃ
ん
と
温
か
い
と
こ
ろ
に
坐
る
。

・
盲
聾
梵
炯
【
梵
炯
１
０
１
】
　
玄
沙
の
三
種
病
人
を
指
す
。
碧
巌
録
八
十
八
則
参
照
。

・
登
山
知
水
脉
云
々
　
三
種
病
人
は
普
通
の
情
識
の
世
界
に
住
し
て
い
な
い
。
そ
こ
を
と
ら
え
て
三
種
病
人
の
一
切
の
情
識
を
越
え
た
自
ず
か
ら

な
る
高
い
境
地
を
指
し
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
問
う
、
古
人
言
有
り
、
相
い
逢
う
て
相
い
喚
ば
ん
と
欲
す
る
も
、
脉（
原
作
咏
）脉
と
し
て
語
る
能
わ
ず
、
と
。
未
審
し
、
還
た
相
い
喚
ぶ
や
。
師
云
く
、
古

人
の
機
に
似
却
せ
ば
、
還
っ
て
舌
頭
備
わ
る
に
同
じ
。
僧
曰
う
、
与
摩（
原
文
に
な
し
）な
れ
ば
則
ち
学
人
、
無
端
に
し
去
る
な
り
。
師
曰
く
、
但
だ
泥
を
踏
む

こ
と
な
か
れ
。
何
ん
ぞ
洗
脚
を
煩
わ
さ
ん
。

　
　
問
う
、
め
ぐ
り
あ
っ
て
語
り
か
け
よ
う
と
思
う
の
だ
が
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
言
葉
に
な
ら
な
い
、
と
古
人
は
言
っ
て
い
ま
す
。
和
尚
さ
ん
は
ど
の
よ
う

に
語
り
か
け
ら
れ
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
古
人
の
機
と
そ
っ
く
り
同
じ
に
な
り
き
っ
て
し
ま
い
さ
え
す
れ
ば
、
ち
ゃ
ん
と
舌
は
あ
る
。
僧
が
云
う
、
そ
れ

で
は
私
が
い
わ
れ
の
な
い
こ
と
を
し
た
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
師
が
云
う
、
泥
を
踏
み
さ
え
し
な
け
れ
ば
よ
い
。
踏
み
も
し
な
い
の
に
、
脚
を
洗
う
と

い
う
よ
け
い
な
こ
と
を
す
る
ま
で
も
な
い
。

・
相
逢
欲
相
喚
云
々
　
巻
八
雲
居
和
尚
の
伝
「
問
、
相
逢
欲
相
識
、
脉
脉
不
能
言
時
如
何
。
師
云
、
適
来
顔
【
感
１
０
４
】
道
得
自
餘
玄
要
、
此

不
盡
彰
」。

・
但
莫
踏
泥
云
々
　
あ
く
ま
で
も
語
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
僧
を
つ
っ
ぱ
ね
た
答
え
。
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寶
峯
和
尚
、
九
峯
に
嗣
ぐ
。
洪
州
に
在
り
、
師
、
号
は
延
茂
、
泉
州
仙
遊
縣
の
人
な
り
。
姓
は
郭
、
三
會
寺
に
出
家
し
、
依
年
具
戒
す
。
更
に
尋
経
討
論

せ
ず
。
便
ち
祖
門
を
慕
い
て
九
峯
に
参
見
す
。

　
後
ち
因
み
に
一
日
、
非
時
に
問
う
、
観
矚
【
時
１
０
５
】
し
將
ち
来
る
に
全
く
所
有
無
き
時
如
何
ん
。
九
峯
云
く
、
此
の
事
を
知
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
此

の
事
は（
原
文
に
な
し
）風
の
如
し
。
師
乃
ち
頓
に
疑
情
を
息
む
。
更
に
他
遊
無
し
。

　
　
そ
の
後
、
あ
る
日
、
決
め
ら
れ
た
質
問
の
時
で
な
い
の
に
問
う
た
、
ず
っ
と
そ
れ
を
見
続
け
て
来
て
い
る
の
で
す
が
、
ぜ
ん
ぜ
ん
そ
こ
に
は
何
も
な
い

よ
う
な
時
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
九
峯
が
云
う
、
わ
か
り
た
い
な
ら
こ
の
事
は
風
の
よ
う
な
も
の
だ
。
師
は
そ
こ
で
頓
に
悟
り
、
他
所
へ
行
く
こ
と
が
な

か
っ
た
。・

来
欲
知
此
事
　
来
の
字
を
は
ぶ
く
。

　
壬
辰
の
歳
に
寶
峯
に
住
す
。

　
師
、
纔
か
に
昇
堂
す
る
や
、
衆
集
ま
れ
り
。
時
に
僧
あ
り
て
問
う
、
大
衆
雲
集
す
。
未
審
し
、
師
に
何
ん
の
賞
賚
有
り
や
。
師
云
く
、
麁
弱
を
嫌
わ
ざ
れ
。

僧
曰
く
、
便
ち
請
う
。
師
云
く
、
什
摩
處
に
去
来
す
や
。

　
　
師
が
上
堂
す
る
や
否
や
、
大
衆
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
時
に
あ
る
僧
が
問
う
、
大
衆
が
集
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
和
尚
さ
ん
は
何
を
下
さ
い
ま
す
か
。
師
が

云
う
、
粗
末
な
も
の
で
す
が
。
僧
が
云
う
、
ど
う
ぞ
お
願
い
し
ま
す
。
師
が
云
う
、
ど
こ
に
行
っ
て
い
た
の
か
。

・
什
摩
処
去
来
　
　「
不
嫌
麁
弱
」
と
言
っ
て
も
う
与
え
た
の
に
、
お
ま
え
さ
ん
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
古
佛
の
心
。
師
云
く
、
終
に
土
木
瓦
礫
是
れ
な
り
と
は
道
わ
ず
。
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問
う
、
古
佛
の
心
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
決
し
て
土
木
瓦
礫
が
そ
う
で
あ
る
と
は
云
わ
な
い
。

　
問
う
、
大
衆
雲
衆
す
。
従
上
の
宗
乘
、
請
う
師
挙
唱
せ
よ
。
師
曰
く
、
挙
唱
せ
ず
。
僧
云
く
、
什
摩
と
為
て
か
挙
唱
せ
ざ
る
。
師
云
く
、
國
の
為
め
に
賢

を
惜
し
む
。

　
　
問
う
、
大
衆
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
従
上
の
宗
乗
を
挙
唱
し
て
下
さ
い
。
師
が
云
う
、
挙
唱
し
な
い
。
僧
が
云
う
、
ど
う
し
て
挙
唱
な
さ
ら
な

い
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
国
家
の
た
め
に
賢
人
を
大
事
に
す
る
か
ら
だ
。

・
為
國
惜
賢
　
や
た
ら
と
賢
人
を
引
き
出
さ
な
い
。
そ
れ
が
国
家
の
た
め
で
あ
る
。

か
れ

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
佛
。
師
云
く
、
頭
に
は
中
霄
の
月
を
戴
き
、
足
は
一
蓮
花
を
歩
む
。
他
の
圓
成
の
處
を
看
ん
よ
り
は
、
自
ら
歸
家
す
る
に
如
か

ず
。

　
　
問
う
、
佛
と
は
何
で
す
か
。
師
が
云
う
、
中
霄
の
月
を
戴
い
て
、
蓮
花
の
花
の
上
を
歩
ん
で
い
る
。（
し
か
し
）佛
の
圓
成
の
迹
を
追
う
よ
り
も
、
自
ら

そ
の
本
分
の
と
こ
ろ
に
帰
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　
光
睦
和
尚
、
九
峯
に
嗣
ぐ
。
都
闕
に
在
り
。
師
は
行
修
と
号
す
、
福
州
福
唐
縣
の
人
な
り
。
姓
は
林
、
瑞
巖
山
に
出
家
し
、
依
年
具
戒
す
。
便
ち 

恥
越
を

離
れ
て
九
峯
に
造
る
。
峯
、
纔
に
師
を
見
て
便
ち
問
う
、
近
ご
ろ
什
摩
の
處
を
離
れ
し
や
。
対
え
て
云
く
、
亦
た
未
だ
和
尚
が
此
間
に
到
ら
ず
。
峯
云
く
、
若

し
是
れ
諸
方
な
ら
ば
則
ち
二
十
杖
有
ら
ん
。
師
云
く
、
和
尚
が
放
過
せ
る
を
謝
す
。
峯
、
之
を
叱
し
て
云
く
、
参
衆
し
去
れ
。
師
云
く
、
梭
。
此
れ
従
り
契

會
し
、
心
源
を
郭
浄
す
。
殊
方
に
遍
歴
し
て
泉
石
に
縁
る
に
任
す
。

・
都
闕
　
南
唐
の
首
都
金
陵
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

・
近
離
什
摩
處
　
ど
こ
か
ら
来
た
か
と
い
う
の
は
、
光
睦
の
在
り
方
を
た
め
そ
う
と
す
る
も
の
。
こ
れ
に
対
し
、
で
す
が
ま
だ
和
尚
さ
ん
の
と
こ
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ろ
に
着
い
て
お
り
ま
せ
ん
、
と
い
う
師
の
答
え
は
、
逆
に
九
峯
を
た
め
そ
う
と
し
て
い
る
。
和
尚
の
在
り
方
を
こ
れ
か
ら
拝
見
さ
せ
て
貰
お
う

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
九
峯
が
、
よ
そ
な
ら
二
十
棒
だ
ぞ
と
云
っ
た
の
は
負
け
お
し
み
で
あ
り
、
大
変
に
師
を
み
と
め
た
云

い
方
で
あ
る
。

・
参
衆
去
　
大
衆
に
加
わ
れ
。

　
初
め
請
う
て
南
源
に
住
せ
し
む
。
時
に
人
有
っ
て
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
和
尚
末
上
の
一
句
字
。
師
云
く
、
如
今
什
摩
を
か
覓
む
る
。
進
ん
で
曰
く
、

与
摩
な
ら
ば
則
ち
学
人
脚
短
に
し
去
ら
ん
。
師
云
く
、
猶
お
亞
次
の
問
を
成
す
。

・
一
句
字
　
一
句
子
の
誤
写
か
。

・
如
今
覓
什
摩
　
如
今
は
末
上
と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
す
。
未
上
の
一
句
を
問
う
の
は
師
に
何
か
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
今
お
前
が
何
を

求
め
て
い
る
の
か
を
云
っ
て
呉
れ
た
ら
末
上
の
一
句
を
云
っ
て
や
ろ
う
、
と
い
う
意
が
裏
に
あ
る
。

・
脚
短
　
よ
く
わ
か
ら
な
い
言
葉
だ
が
、
世
説
新
語
賢
媛
編
に
「
撩
玉
臺
常
因
人
、
脚
短
三
寸
、
當
復
能
作
賊
不
」
と
い
う
語
が
あ
る
。

　
師
、
一
た
び
南
源
に
棲
み
て
よ
り
已
に
二
紀
を
逾
ゆ
。
辛
亥
の
歳
に
於
い
て
、
皇
帝
遐
か
に
紫
詔
を
飛
ば
し
、
徴
し
て
京
都
に
赴
か
し
め
、
慧
観
禅
師
を

賜
う
。

　
同
安
和
尚
、
九
峯
に
嗣
ぐ
、
洪
州
建
昌
に
在
り
。
師
は
常
察
と
号
す
、
福
州
長
溪
縣
の
人
な
り
。
姓
は
彭
、
依
年
具
戒
し
、
便
ち
恥
越
を
離
れ
て
九
峯
に

参
見
す
。
密
に
玄
関
に
契
い
て
鳳
嶺
に
棲
む
。

　
僧
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
鳳
嶺
の
境
地
。
師
云
く
、
闍
梨
則
今
什
摩
の
處
に
在
り
や
。
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僧
が
問
う
、
ど
ん
な
の
が
鳳
嶺
の
境
地
で
す
か
。
師
が
云
う
、
君
は
今
ど
こ
に
い
る
の
だ
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
従
上
来
の
事
。
師
云
く
、
従
上
提
不
起
。
僧
曰
く
、
今
日
の
方
便
又
た
如
何
ん
。
師
云
く
、
万
人
吐
不
出
。

　
　
問
う
、
ど
の
よ
う
な
の
が
従
上
来
の
事
で
す
か
。
師
が
云
う
、
従
来
だ
れ
も
云
い
出
し
得
て
い
な
い
。
僧
が
云
う
、
で
は
今
日
の
方
便
は
い
か
が
で
す

か
。
師
が
云
う
、
万
人
が
吐
露
し
得
な
い
。

・
従
来
た
れ
も
云
い
得
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
今
、
和
尚
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
か
、
と
和
尚
の
方
便
を
問
う
て
い
る
の
に
、

万
人
と
一
般
化
し
て
こ
た
え
て
い
る
の
は
少
し
気
に
な
る
。

　
艶
潭
和
尚
、
九
峯
に
嗣
ぐ
、
洪
州
建
昌
に
在
り
。
師
、
匡
悟
と
号
す
、
泉
州
仙
遊
縣
の
人
な
り
。
保
福
院
に
於
い
て
出
家
し
、
依
年
受
戒
す
。
九
峯
の
密

旨
に
契
い
て
よ
り
、
性
に
任
せ
て
逍
遥
す
。
辛
亥
の
歳
に
於
い
て
、
請
う
て
艶
潭
に
住
せ
し
む
。

　
問
う
、
香
煙
地
を
喊
り
、
大
い
に
法
筵
を
展
ぶ
。
従
上
の
宗
乘
如
何
に
し
て
か
挙
唱
せ
ん
。
師
云
く
、
錯
っ
て
人
に
挙
似
す
る
こ
と
莫
れ
。
僧
曰
く
、
与

摩
な
ら
ば
則
ち
一
應
に
是
く
の
如
く
に
し
去
ら
ん
。
師
云
く
、
還
た
是
れ
勿
交
渉
。

　
　
問
う
、
香
気
が
一
面
に
立
ち
こ
め
、
大
い
に
法
筵
を
展
べ
て
お
り
ま
す
。
従
上
の
宗
乘
を
ど
の
よ
う
に
と
な
え
ら
れ
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
ま
ち
が
っ

て
も
人
に
示
す
な
。
僧
が
云
う
、
で
は
一
切
そ
の
よ
う
に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
師
が
云
う
、
そ
れ
も
だ
め
だ
。

・
一
応
　
一
切
、
す
べ
て
。
元
来
は
名
詞
を
修
飾
す
る
語
。

　
問
う
、
六
葉
の
芬
芳
、
師
は
何
葉
を
か
傳
う
る
。
師
云
く
、
六
葉
相
續
が
ず
、
花
開
き
て
菓
成
ら
ず
。
僧
曰
く
、
豈
に
今
日
の
事
無
き
や
。
師
云
く
、
若

し
是
れ
今
日
な
ら
ば
則
ち
有
り
。
僧
曰
く
、
今
日
の
事
如
何
ん
。
師
云
く
、
葉
葉
連
枝
に
秀
で
、
花
開
き
て
處
處
に
栄
う
。
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・
前
段
の
問
答
と
と
も
に
、
艶
潭
に
初
め
て
住
し
た
と
き
の
多
少
儀
礼
的
な
問
答
か
と
思
わ
れ
る
。

　
後
の
雲
盖
和
尚
、
先
の
雲
盖
に
嗣
ぐ
、
潭
州
に
在
り
。
師
、
景
禅
と
号
す
。
泉
州
仙
遊
縣
の
人
な
り
。
姓
は
田
、
祥
雲
山
に
於
い
て
出
家
し
、
依
年
具
戒

お
も
む

す
。
便
ち
恥
越
を
離
れ
て
蕭
湘
に
湊
き
、
雲
盖
の
真
機
に
契
え
り
。
楚
王
欽
敬
し
、
紫
を
賜
い
超
法
大
師
と
號
す
。

・
契
雲
盖
之
真
機
　
楚
王
之
欽
敬
、
と
原
文
に
あ
る
が
、
後
の
之
の
字
は
衍
字
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
僧
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
和
尚
の
家
風
。
師
云
く
、
四
海
曽
つ
て
通
ぜ
ず
。

　
　
僧
が
問
う
、
ど
の
よ
う
な
の
が
和
尚
の
家
風
で
す
か
。
師
が
云
う
、
か
つ
て
天
下
に
伝
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
。

・
四
海
不
曽
通
　
四
海
が
お
互
い
に
断
絶
し
て
い
る
。
そ
れ
が
家
風
。

　
問
う
、
古
人
言
有
り
、
一
塵
法
界
を
含
む
、
と
。
如
何
な
る
か
是
れ
一
塵
法
界
を
含
む
。
師
云
く
、
通
身
躰
圓
な
ら
ず
。
如
何
な
る
か
是
れ
九
世
刹
那
の

分
。
師
云
く
、
繁
り
に
興
る
も
布
彩
せ
ず
。

・
古
人
の
言
は
「
一
塵
含
法
界
、
九
世
刹
那
分
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
古
人
が
誰
で
あ
る
か
は
不
明（
三
―
五
八
頁
に
も
既
出
）。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
宗
門
的
的
の
意
。
師
云
く
、
万
里
の
胡
僧
、
波
瀾
に
入
ら
ず
。

・
師
の
答
え
は
、
達
磨
は
か
つ
て
海
を
渡
っ
て
東
土
に
来
た
こ
と
は
な
い
の
意
。

　
黄
龍
和
尚
、
玄
泉
に
嗣
ぐ
、
號
州
に
在
り
。
師
、
諱
は
誨
機
、
姓
は
張
、
清
河
の
人
な
り
。
師
便
ち
江
夏
に
棲
み
て
徒
を
匡
す
。
呉
朝
欽
敬
し
て
超
慧
大

師
を
賜
う
。
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師
、
時
有
っ
て
、
衆
に
謂
い
て
云
く
、
一
句
子
有
り
、
山
の
如
く
岳
の
如
し
。
一
句
子
有
り
、
透
網
の
魚
の
如
し
。
一
句
子
有
り
、
百
川
の
水
の
如
し
。

は
　
た

為
當
是
れ
一
句
な
り
や
、
為
當
是
れ
三
句
な
り
や
。
人
有
っ
て
拈
じ
て
福
先
に
問
う
、
古
人
言
有
り
、
一
句
有
り
、
山
の
如
く
岳
の
如
し
。
一
句
子
有
り
、
透

網
の
魚
の
如
し
。
一
句
子
有
り
、
百
川
の
水
の
如
し
、
と
。
如
何
な
る
か
是
れ
山
の
如
く
岳
の
如
き
底
の
句
。
福
先
云
く
、
凡
聖
近
不
得
。
如
何
な
る
か
是

れ
透
網
魚
底
の
句
。
先
云
く
、
汝
肯
わ
ず
し
て
又
た
争
で
か
得
ん
。
如
何
な
る
か
是
れ
百
川
の
水
の
如
き
底
の
句
。
先
云
く
、
互
用
千
差
あ
り
。
如
何
な
る

か
是
れ
和
尚
の
一
句
。
先
云
く
、
錯
っ
て
挙
似
す
る
こ
と
莫
れ
。

・
號
州
　
號
の
字
は
何
か
の
誤
り
。
伝
灯
録
は
鄂
州
と
す
る
。

・
福
先
　
祖
堂
集
の
序
を
書
い
た
人
。

・
如
山
如
岳
底
句
　
そ
ば
立
っ
て
何
人
も
近
づ
け
な
い
句
。

・
透
網
魚
底
句
　
ど
の
よ
う
な
範
疇
に
も
は
ま
ら
な
い
句
。
師
の
答
え
は
、
う
け
が
わ
な
い
で
ど
う
し
て
よ
か
ろ
う
、
う
け
が
わ
な
い
人
の
あ
る

こ
と
を
許
さ
な
い
句
だ
、
承
当
せ
よ
、
と
い
う
意
。

・
互
用
千
差
　
用
い
方
に
よ
っ
て
色
々
に
異
る
。

　
師
、
香
嚴
に
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
無
表
戒
。
嚴
云
く
、
闍
梨
が
還
俗
す
る
を
待
ち
て
則
ち
汝
が
為
め
に
説
か
ん
。

・
香
嚴
　
智
閑
。
こ
の
問
答
は
香
嚴
の
伝
に
出
て
い
る
。

・
無
表
戒
　
受
戒
の
時
に
受
者
の
身
内
に
一
種
の
防
非
止
悪
の
功
用
あ
る
実
物
を
生
ず
る
を
無
表
戒
と
云
ふ（
織
田
仏
教
大
辞
典
）。

・
待
闍
梨
云
々
　
も
う
一
度
出
家
し
直
せ
と
い
う
こ
と
。

　
師
、
又
の
時
に
云
く
、
諸
の
和
尚
子
、
君
主
の
剱
あ
り
、
烈
士
の
刀
あ
り
。
若
し
是
れ
君
王
の
剱
な
ら
ば
万
類
を
傷
わ
ず
。
烈
士
の
刀
な
ら
ば
釘
を
斬
り
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鐵
を
截
つ
。
用
は
則
ち
無
か
ら
ざ
る
も
佩
著
す
る
を
得
ず
。
什
摩
の
為
め
の
故
ぞ
。
忠
言
截
舌
の
利
刀
を
避
け
ず
、
則
ち
血
梵
天
に
濺
げ
ば
な
り
。
久
立
珍

重
。
時
に
人
有
っ
て
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
君
王
の
剱
。
師
云
く
、
万
類
を
傷
わ
ず
。
学
云
く
、
佩
ぶ
る
者
如
何
ん
。
師
云
く
、
血
梵
天
に
濺
ぐ
。
学
云

く
、
大
い
に
好
し
、
万
類
を
傷
わ
ざ
る
こ
と
。
師
、
打
つ
こ
と
二
十
棒
。

・
用
則
不
無
、
不
得
佩
着
　
烈
士
の
剱
と
同
様
、
君
王
の
剱
に
も
斬
釘
截
鉄
の
用
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
身
に
佩
び
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
何
故

か
と
云
え
ば
、
君
王
に
対
す
る
忠
言
の
士
は
、
截
舌
の
利
刀
を
避
け
な
い
の
で
、
た
ち
ま
ち
血
の
雨
が
降
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
血
濺

梵
天
と
い
う
表
現
の
典
拠
を
今
探
り
得
な
い
。

・
佩
者
如
何
　
学
人
の
質
問
の
ポ
イ
ン
ト
。

・
大
好
不
傷
万
類
　
大
変
結
構
な
不
傷
万
類
で
す
。

は

う
つ

も
　
し

　
問
う
、
明
鏡
臺
に
當
る
、
還
た
物
を
鑒
す
や
。
師
云
く
、
物
を
鑒
さ
ず
。
僧
云
く
、
忽
然
胡
漢
来
る
時
作
摩
生
。
師
云
く
、
胡
漢
倶
に
現
ず
。
大
い
に
好

し
、
物
を
鑒
さ
ざ
る
こ
と
。
師
便
ち
之
を
打
つ
。

　
　
問
う
、
鏡
が
台
に
据
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。
物
を
う
つ
す
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
物
を
う
つ
さ
な
い
。
僧
が
云
う
、
も
し
胡
人
と
漢
人
と
が
や
っ

て
来
た
ら
ど
う
な
り
ま
す
か
。
胡
人
漢
人
と
も
鏡
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
。
僧
が
云
う
、
大
変
結
構
な
物
を
う
つ
さ
な
い
で
す
。
師
は
そ
こ
で
僧
を
打
つ
。

・
問
答
の
型
は
前
段
と
同
じ
で
あ
る
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
寶
更
。
師
云
く
、
無
一
物
。
如
何
な
る
か
是
れ
更
中
の
寶
。
師
云
く
、
寫
ぎ
出
さ
ず
。
学
云
く
、
大
い
に
好
し
、
無
一
物
な
る

こ
と
。
師
便
ち
之
を
打
つ
。

　
　
問
う
、
宝
更
と
は
何
で
す
か
。
師
云
く
、
中
に
一
物
も
な
い
。
僧
が
云
う
、
更
中
の
寶
と
は
何
で
す
か
。
師
が
云
う
、
出
し
よ
う
が
な
い
。
僧
が
云
う
、

大
変
結
構
な
無
一
物
で
す
。
そ
こ
で
師
は
僧
を
打
つ
。
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・
こ
れ
も
問
答
の
型
と
し
て
は
前
段
、
前
前
段
に
同
じ
。

・
寶
更
　
舎
利
な
ど
を
い
れ
る
器
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
大
疑
底
の
人
。
師
云
く
、
対
坐
の
盤
中
、
弓
盞
に
落
つ
。
如
何
な
る
か
是
れ
大
不
疑
底
の
人
。
師
云
く
、
再
坐
の
盤
中
、
弓

盞
に
落
つ
。・

対
坐
盤
中
弓
落
盞
　
対
座
し
て
酒
盛
り
の
最
中
、
弓
の
影
が
杯
に
落
ち
る
。
風
俗
通
義
巻
九
、
世
間
多
有
見
怪
驚
怖
以
自
傷
者
の
條
に
次
の
よ

う
な
話
が
あ
る
。
杜
宣
と
い
う
役
人
が
新
任
の
県
令
に
ま
み
え
酒
を
賜
っ
た
時
、
壁
に
か
け
て
あ
っ
た
赤
弩
の
影
が
杯
の
中
に
落
ち
、
蛇
の
よ

う
に
見
え
た
。
杜
宣
は
仕
方
な
し
に
飲
ん
だ
が
、
そ
の
日
の
う
ち
に
病
気
に
な
り
、
な
に
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
た
ま
た
ま
用
事
で
杜
宣
の
家

を
お
と
づ
れ
た
県
令
が
そ
の
原
因
を
訊
ね
る
と
、
蛇
が
腹
の
中
に
入
っ
た
た
め
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
県
令
に
は
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
再
び
杜
宣
を
招
き
酒
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
ま
た
杯
の
中
に
蛇
の
影
が
あ
っ
た
。
こ
ん
ど
は
県
令
は
そ
れ
は
壁
上
の
弓
の
影
に
す
ぎ

な
い
こ
と
を
云
っ
て
や
っ
た
。
す
る
と
杜
宣
の
病
は
た
ち
ま
ち
に
癒
え
、
の
ち
大
い
に
出
世
し
た
と
い
う
。

・
再
坐
盤
中
弓
落
盞
　
弓
だ
と
わ
か
っ
て
や
れ
や
れ
と
飲
み
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
西
来
意
。
師
曰
く
、
波
欺
の
人
、
手
巾
を
失
せ
り
。

・
波
欺
人
　
達
磨
を
さ
す
。
失
手
巾
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
梵
網
経
巻
下
に
「
若
佛
子（
中
略
）常
用
楊
枝
澡
豆
三
衣
瓶
鉢
坐
具
錫
杖
香
爐
漉
水

嚢
手
巾
刀
子
火
燧
鑷
子
縄
牀
経
律
佛
像
菩
薩
形
像
、
而
菩
薩
行
頭
陀
時
及
遊
方
時
、
行
来
百
里
千
里
、
此
十
八
種
物
常
随
其
身
」
と
あ
る
の
を

考
え
れ
ば
、
達
磨
は
手
巾
を
失
く
し
た
の
で
中
国
に
来
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
達
磨
西
来
せ
ず
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
龍
光
和
尚
、
羅
山
に
嗣
ぐ
、
金
陵
に
在
り
。
師
、
隠
微
と
号
す
。
吉
州
新
淦
縣
の
人
な
り
。
姓
は
楊
、
年
八
歳
に
し
て
石
頭
院
に
於
い
て
出
家
す
。
十
六
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に
し
て
洪
州
大
安
寺
に
於
い
て
具
戒
す
。
十
七
に
し
て
便
ち
祖
筵
を
慕
い
て
恥
に
入
る
。

　
初
め
て
羅
山
に
参
見
す
る
や
、
羅
山
纔
か
に
師
を
見
て
器
異
し
、
乃
ち
問
う
、
汝
は
是
れ
什
摩
の
處
の
人
ぞ
。
対
え
て
云
く
、
江
外
の
人
な
り
。
羅
山
云

く
、
争
で
か
這
裏
に
到
る
を
得
ん
。
師
云
く
、
婢
婢
。
羅
山
之
を
叱
す
。
師
便
ち
瓶
嚢
を
掛
け
、
盤
泊
す
る
こ
と
數
載
。

・
婢
婢
　
ヤ
ヤ
あ
る
い
は
タ
タ
と
発
音
す
る
も
の
ら
し
い
。
よ
く
も
ま
あ
や
っ
て
来
れ
た
も
の
だ
と
羅
山
が
云
っ
た
の
で
、
尋
常
で
な
い
お
ど
ろ

き
声
を
立
て
て
見
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
後
ち
因
み
に
一
日
辞
す
る
次
い
で
、
羅
山
、
師
の
身
上
よ
り
納
衣
を
脱
下
し
、
縄
牀
に
披
向
し
て
坐
し
て
云
く
、
若
し
去
ら
ん
と
要
す
れ
ば
納
衣
を
取
得

ゆ
る

せ
よ
。
汝
を
放
し
て
去
ら
し
め
ん
。
師
、
東
邊
よ
り
し
て
堂
中
に
向
か
っ
て
礼
三
拝
し
、
西
邊
よ
り
進
前
し
て
云
く
、
和
尚
に
就
い
て
納
衣
を
請
う
。
羅
山

忻
然
と
し
て
脱
し
、
師
に
還
す
。
師
、
接
得
し
、
礼
謝
し
て
出
づ
。
羅
山
遂
に
師
を
把
駐
し
て
云
く
、
却
来
す
る
こ
と
一
轉
せ
よ
。
師
云
く
、
遠
く
和
尚
に

辞
違
せ
ざ
れ
ば
則
ち
来
ら
ん
。
此
れ
従
よ
り
契
會
し
、
豁
池
と
し
て
疑
い
無
し
。

・
披
向
縄
牀
　
縄
牀
に
師
の
納
衣
を
か
ぶ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

・
師
の
仕
草
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
即
ち
羅
山
が
忻
然
と
し
た
所
以
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
次
第
に
恥
を
離
れ
、
諸
方
を
遍
歴
す
。
初
め
て
龍
泉
に
住
す
る
や
、
辛
亥
の
歳
に
於
い
て
、
勅
旨
も
て
徴
詔
し
京
に
赴
か
し
む
。
龍
光
演
法
を
賜
い
、
仍

り
て
覚
寂
禅
師
を
賜
う
。

・
賜
龍
光
演
法
　
龍
光
演
法
と
い
う
扁
額
を
賜
う
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
大
師
上
堂
し
て
云
く
、
曠
劫
来
の
事
只
だ
如
今
に
在
り
。
如
今
の
事
は
作
摩
生
。
試
み
に
个
の
消
息
を
通
じ
看
よ
。
什
摩
の
来
由
か
有
る
。
有
り
や
、
有
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り
や
。
諸
の
和
尚
子
、
這
个
の
事
、
古
今
排
不
到
、
老
胡
吐
き
出
だ
さ
ず
。
祖
師
什
摩
を
か
道
い
し
。
還
た
人
有
っ
て
祖
師
の
与
に
主
と
作
り
得
る
や
。
時

に
人
有
っ
て
纔
か
に
礼
拝
す
る
や
、
師
便
ち
云
く
、
珎
重
。

　
　
師
が
上
堂
し
て
云
う
、
曠
劫
来
の
事
は
ま
さ
し
く
今
に
在
る
。
な
ら
ば
今
の
事
は
ど
う
で
あ
る
か
。
誰
か
そ
の
消
息
を
云
っ
て
見
よ
。
ど
う
い
う
来
由

が
あ
る
か
。
云
え
る
も
の
が
居
る
か
、
居
る
か
。
諸
和
尚
、
こ
の
事
は
古
今
し
か
る
べ
く
措
定
し
得
な
か
っ
た
。
達
磨
も
云
え
な
か
っ
た
し
、
祖
師
も
何

も
云
わ
な
か
っ
た
。
で
は
あ
る
が
誰
か
祖
師
方
の
た
め
に
主
と
な
り
得
る
も
の
が
居
る
か
。
時
に
あ
る
僧
が
居
て
礼
拝
し
た
と
た
ん
、
師
が
云
っ
た
、
珎

重
。

・
曠
劫
来
事
只
在
如
今
　
成
句
と
思
わ
れ
る
が
出
典
が
解
ら
な
い
。

・
与
祖
師
作
得
主
　
祖
師
に
対
し
て
主
と
な
っ
て
そ
の
事
の
消
息
を
通
じ
て
や
る
。

・
師
が
最
後
に
珎
重
と
云
っ
た
の
は
、
礼
拝
し
た
僧
を
、
主
と
な
っ
た
も
の
と
認
め
た
よ
う
で
も
あ
る
し
、
ぴ
し
ゃ
り
と
出
鼻
を
抑
え
た
よ
う
で

も
あ
る
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
黄
梅
の
一
句
。
師
云
く
、
則
今
作
摩
生
。
如
何
に
し
て
か
通
信
せ
ん
。
師
云
く
、
九
江
に
路
絶
ゆ
。

　
　
問
う
、
何
が
弘
忍
和
尚
の
根
本
義
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
お
前
さ
ん
の
根
本
義
は
ど
う
な
の
だ
。
僧
が
云
う
、
通
信
の
仕
様
が
あ
る
の
で
す
か
。

師
が
云
う
、
九
江
で
路
は
絶
え
て
お
る
。

・
九
江
路
絶
　
巻
二
弘
忍
の
伝
に
よ
れ
ば
、
六
祖
慧
能
を
江
辺
に
送
り
出
し
た
あ
と
、
三
日
た
っ
て
も
全
く
説
法
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で

黄
梅
の
一
句
は
絶
え
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
通
信
の
し
よ
う
が
な
い
。
僧
の
答
え
を
ほ
め
た
こ
と
に
な
る
。

　
僧
問
う
、
國
界
安
寧
な
る
に
什
摩
と
為
て
か
明
珠
現
ぜ
ざ
る
。
師
云
く
、
什
摩
の
處
に
か
落
在
す
る
。

　
　
僧
が
問
う
、
天
下
太
平
な
の
に
、
ど
う
し
て
明
珠
が
現
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
そ
の
明
珠
は
今
ど
こ
に
落
ち
て
い
る
か
。
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問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
龍
泉
の
剱
。
師
云
く
、
匣
よ
り
出
さ
ず
。
進
ん
で
曰
く
、
便
ち
請
う
。
師
云
く
、
辰
星
度
を
失
す
。

　
　
問
う
、
龍
泉
の
剱
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
わ
し
は
匣
か
ら
出
さ
ん
。
進
ん
で
云
う
、
そ
こ
を
何
と
か
し
て
下
さ
い
。
師
が
云
う
、
星

の
運
行
が
狂
う
ぞ
。

・
龍
泉
剱
　
龍
泉
県
の
南
に
龍
渕
と
い
う
所
が
あ
り
、
そ
こ
は
欧
冶
子
が
剣
を
鋳
た
處
だ
と
い
う
。
師
の
住
寺
の
龍
泉
の
両
方
に
か
け
て
い
る
。

・
辰
星
失
度
　
漢
書
天
文
志
に
云
う
「
古
人
有
言
曰
、
天
下
太
平
、
五
星
循
度
、
亡
有
逆
行
」。
一
た
ん
は
こ
か
ら
出
し
た
な
ら
ば
、
天
下
に
大
乱

を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
お
前
の
首
な
ぞ
眞
先
に
ふ
っ
と
ぶ
ぞ
。

　
龍
廻
和
尚
、
羅
山
に
嗣
ぐ
、
高
安
に
在
り
。
師
、
従
盛
と
号
す
、
福
州
恥
縣
の
人
な
り
。
長
生
山
に
於
い
て
出
家
し
、
纔
か
に
尸
羅
を
具
す
る
や
、
便
ち

祖
道
を
尋
ぬ
。
羅
山
に
参
見
し
頓
に
玄
機
に
契
う
。
恥
を
出
で
て
龍
廻
に
住
す
。

　
僧
問
う
、
梵
王
佛
に
請
い
、
度
し
て
一
切
の
衆
生
を
盡
く
さ
し
む
。
尚
書
今
日
慇
懃
に
接
足
し
、
師
に
挙
唱
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
師
云
く
、
處
處
に
大
陽

輝
く
。
学
云
く
、
与
摩
な
る
は
則
ち
全
く
今
日
に
因
る
。
師
云
く
、
礼
せ
ず
し
て
更
に
何
の
時
を
待
つ
や
。

・
与
摩
則
全
因
今
日
　
處
處
に
太
陽
が
輝
い
て
い
る
の
は
全
く
今
日
の
佳
き
日
の
お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

・
不
礼
更
待
何
時
　
い
つ
ま
で
も
ぼ
ん
や
り
と
立
っ
て
い
て
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
か
。
早
々
に
引
っ
こ
め
い
。
開
堂
の
時
の
儀
礼
的
な
問
答
。

　
師
、
招
慶
に
到
る
。
度
上
座
問
う
、
羅
山
尋
常
に
道
う
、
諸
方
は
盡
く
是
れ
幕
飯
を
喫
す
。
唯
だ
羅
山
有
り
て
是
れ
一
味
の
白
飯
な
る
の
み
、
と
。
兄
は

羅
山
従
り
来
た
れ
り
。
却
っ
て
手
を
展
べ
て
云
く
、
白
飯
、
嫡
子
を
請
う
。
師
、
手
を
擡
起
し
て
打
つ
こ
と
両
掴
す
。
度
上
座
云
く
、
將
に
謂
え
り
、
是
れ

白
飯
と
、
元
来
也
た
只
だ
是
れ
幕
飯
。
師
云
く
、
癡
人
、
棒
も
て
打
つ
も
死
せ
ず
。

　
　
師
は
招
慶
山
に
行
っ
た
。
度
上
座
問
う
、
羅
山
和
尚
は
い
つ
も
云
っ
て
い
る
、
よ
そ
は
み
ん
な
ぞ
う
す
い
だ
が
、
わ
し
ん
と
こ
ろ
だ
け
は
純
ぎ
ん
め
し
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だ
と
。
あ
な
た
は
羅
山
か
ら
来
ら
れ
た
。
こ
ん
ど
は
手
を
の
べ
て
云
う
、
ぎ
ん
め
し
を
少
し
下
さ
れ
よ
。
師
は
手
を
差
し
上
げ
る
と
げ
ん
こ
つ
で
二
度
相

手
の
手
を
た
た
い
た
。
す
る
と
度
上
座
は
云
っ
た
、
ぎ
ん
め
し
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
が
、
な
ん
だ
や
っ
ぱ
り
只
だ
の
ぞ
う
す
い
じ
ゃ
な
い
か
。
師
が
云

う
、
お
ろ
か
者
め
が
、
棒
で
打
っ
て
も
死
な
ぬ
と
は
。

・
幕
飯
と
い
う
の
は
ど
ん
な
も
の
か
、
よ
く
解
ら
な
い
。

・
最
後
の
師
云
の
師
の
字
の
上
に
師
の
字
が
重
な
っ
て
い
る
が
衍
字
と
見
な
し
て
取
っ
た
。

　
度
上
座
、
夜
間
諸
禅
客
に
挙
似
す
る
次
い
で
、
師
、
近
前
来
し
て
云
く
、
不
審
。
度
上
座
云
く
、
今
日
便
ち
是
れ
這
个
の
上
座
掴
を
下
せ
り
。
澁
上
座
云

く
、
掴
を
下
す
る
こ
と
を
用
い
ず
、
但
だ
裏
許
に
就
い
て
一
轉
語
を
下
取
せ
よ
。
師
云
く
、
裏
許
に
就
い
て
も
也
た
道
え
り
。
度
上
座
無
対
。
師
云
く
、
是

な

れ
汝
諸
人
、
一
時
に
縛
し
て
一
束
と
作
し
、
倒
ざ
ま
に
不
浄
處
に
竪
て
た
り
。
来
晨
相
見
え
ん
。
珎
重
。

　
　
度
上
座
が
、
夜
に
な
っ
て
諸
の
修
行
僧
達
に
昼
間
の
で
き
ご
と
を
話
し
て
い
る
と
き
、
師
が
近
づ
い
て
来
て
云
っ
た
、
や
あ
、
ど
う
も
。
度
上
座
が
云

う
、
今
日
ほ
か
で
も
な
い
こ
の
上
座
が
げ
ん
こ
つ
く
れ
た
ん
だ
。
澁
上
座
が
云
う
、
げ
ん
こ
つ
は
い
ら
ん
、
た
だ
こ
こ
に
つ
い
て
一
轉
語
を
下
し
て
見
ろ
。

師
が
云
う
、
こ
こ
に
つ
い
て
も
云
っ
た
ぞ
。
す
る
と
度
上
座
は
お
し
だ
ま
っ
て
い
る
。
師
が
云
う
、
お
前
さ
ま
が
た
、
一
時
に
ひ
っ
く
く
っ
て
一
束
ね
に

し
、
不
浄
處
に
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
お
っ
立
て
て
や
っ
た
ぞ
。
朝
ま
で
そ
う
し
て
お
れ
。
あ
ば
よ
。

　
師
、
因
み
に
天
台
山
に
遊
び
し
時
、
初
め
て
紫
凝
に
到
る
。
衆
僧
一
時
に
出
で
て
接
す
。
師
、
両
手
を
以
て
杖
子
を
握
り
て
云
く
、
國
師
の
本
位
、
什
摩

の
處
に
か
在
る
。
僧
対
え
て
云
く
、
上
面
の
庵
處
便
ち
是
れ
。
師
云
く
、
与
摩
に
語
話
す
、
虚
し
く
紫
凝
の
飯
を
喫
却
せ
り
。

　
　
師
は
た
ま
た
ま
天
台
山
に
行
っ
た
時
、
初
め
て
紫
凝
峯
に
登
っ
た
。
す
る
と
衆
僧
が
一
時
に
出
迎
え
た
。
師
は
両
手
で
杖
を
握
っ
て
云
う
、
天
台
大
師

が
も
と
も
と
居
ら
れ
た
の
は
ど
こ
で
す
か
。
僧
が
こ
た
え
て
云
う
、
上
方
の
庵
が
そ
う
で
す
。
師
が
云
う
、
そ
ん
な
話
し
ぶ
り
で
は
、
無
駄
に
紫
凝
の
飯

を
喰
ら
っ
て
た
の
だ
ろ
う
。
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・
紫
凝
　
天
台
山
中
の
一
峯
。

　
問
う
、
古
人
道
わ
く
、
前
三
三
、
後
三
三
、
と
、
意
作
摩
生
。
師
云
く
、
西
山
よ
り
日
出
で
、
東
山
に
日
没
す
。

・
碧
巌
録
三
十
五
則
参
照
。

　
問
う
、
古
人
星
に
因
り
て
得
悟
す
、
意
作
摩
生
。
師
、
手
を
以
て
眉
を
撥
開
す
。

　
　
問
う
、
釈
尊
は
明
星
を
見
て
得
悟
さ
れ
ま
し
た
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
師
は
手
で
眉
を
つ
り
あ
げ
る（
き
っ
と
見
つ
め
る
し
ぐ
さ
）。

　
問
う
、
丹
霞
木
佛
を
焼
く
、
意
作
摩
生
。
師
、
火
に
向
う
。
翠
微
羅
漢
を
迎
う
、
意
作
摩
生
。
師
、
花
を
散
ず
。

・
丹
霞
と
翠
微
両
和
尚
の
伝
参
照
。

　
師
、
羅
山
の
少
師
に
問
う
、
先
師
に
聲
前
の
一
句
有
り
、
汝
還
た
解
く
挙
げ
得
て
全
き
や
。
僧
、
納
衣
の
角
を
拈
起
す
。
師
云
く
、
汝
も
也
た
未
だ
夢
に

見
て
だ
に
も
真
に
礼
ぜ
ず
。

　
　
師
は
羅
山
か
ら
来
た
少
師
に
問
う
、
羅
山
和
尚
に
声
前
の
一
句
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
お
前
さ
ん
そ
れ
を
全
部
示
せ
る
か
。
僧
は
納
衣
の
す
み
を
つ
ま
み

あ
げ
る
。
師
が
云
う
、
お
前
さ
ん
も
夢
に
も
先
師
に
お
目
に
か
か
っ
て
い
な
い
。

・
未
夢
見
礼
真
在
　
在
は
句
末
の
強
辞
。

　
師
、
遷
化
に
臨
み
し
時
、
上
堂
し
、
良
久
し
て
云
く
、
是
れ
什
摩
の
時
ぞ
。
諸
上
座
、
一
百
年
中
、
只
だ
今
日
を
看
よ
。
今
日
の
事
作
摩
生
。
吾
れ
四
十

年
来
獨
り
此
の
山
を
鎮
め
、
常
に
一
剣
を
持
し
て
人
天
を
活
か
す
。
師
、
却
っ
て
手
巾
を
拈
起
し
て
云
く
、
如
今
更
に
純
陀
の
供
有
り
、
他
方
に
提
向
し
て
、



祖
堂
集
巻
第
十
二

石
頭
下
巻
第
九
曹
溪
第
七
代
法
孫

四
八
七

展
看
す
る
に
任
す
。
便
ち
擲
却
す
。
僧
有
り
問
う
、
師
は
百
年
の
後
、
什
摩
の
處
に
向
か
っ
て
去
る
や
。
師
、
一
足
を
提
起
し
て
云
く
、
足
下
に
看
よ
。
師
、

侍
者
に
問
う
、
昔
日
霊
山
會
上
、
釈
迦
牟
尼
佛
は
雙
足
を
展
開
し
、
百
寶
光
を
放
つ
。
師
、
却
っ
て
足
を
展
べ
て
云
く
、
吾
今
放
つ
こ
と
多
少
ぞ
。
対
え
て

云
く
、
昔
日
は
霊
山
、
今
日
は
和
尚
。
師
、
手
を
以
て
撥
眉
し
て
云
く
、
辜
負
せ
ざ
る
こ
と
莫
き
や
。

　
　
師
は
遷
化
に
の
ぞ
み
、
上
堂
し
て
や
や
あ
っ
て
云
っ
た
、
ど
う
い
う
時
だ
。
諸
上
座
よ
、
人
生
百
年
の
間
、
今
日
を
問
題
と
す
る
の
み
だ
。
今
日
の
事

を
ど
う
す
る
か
。
わ
し
は
四
十
年
間
ひ
と
り
で
こ
の
山
を
お
さ
め
常
に
一
剣
を
持
し
て
人
天
を
済
度
し
て
来
た
。
こ
ん
ど
は
手
巾
を
つ
ま
み
あ
げ
て
云
っ

た
、
い
ま
こ
こ
に
純
陀
の
供
養
が
あ
る
、
ど
こ
へ
で
も
も
っ
て
い
っ
て
、
好
き
な
よ
う
に
ひ
ろ
げ
て
見
て
よ
ろ
し
い
。
そ
こ
で
手
巾
を
ほ
う
り
投
げ
る
。

僧
が
問
う
、
師
は
百
年
の
後
ど
こ
に
行
か
れ
る
の
で
す
か
。
師
は
一
足
を
差
し
出
し
て
云
う
、
足
下
に
看
よ
。
師
は
こ
ん
ど
は
侍
者
に
問
う
、
む
か
し
霊

山
会
上
で
釈
迦
牟
尼
佛
は
、
両
足
を
の
べ
て
百
宝
光
を
放
た
れ
た
。
そ
こ
で
師
は
足
を
の
べ
て
云
う
、
わ
し
は
今
ど
れ
く
ら
い
の
光
を
放
っ
て
い
る
か
。

侍
者
が
こ
た
え
て
云
う
、
む
か
し
は
釈
尊
、
い
ま
は
和
尚
さ
ん
で
す
。
師
は
手
で
眉
を
つ
り
あ
げ
て
云
う
、
釈
迦
牟
尼
佛
に
恥
ず
か
し
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

・
今
日
事
作
摩
生
　
最
後
の
決
着
の
と
こ
ろ
を
ど
う
す
る
か
、
ど
う
死
ぬ
か
。

・
純
陀
供
　
純
陀
は
釈
尊
入
滅
に
当
た
り
最
後
の
供
養
を
捧
げ
た
。
今
は
手
巾
を
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
、
入
滅
の
確
か
な
証
し
と
す
る
。

・
百
年
後
　
死
後
を
い
う
。

・
足
下
看
　
行
く
と
こ
ろ
は
ち
ゃ
ん
と
き
ま
っ
て
い
る
。

・
昔
日
霊
山
會
上
云
々
以
下
　
大
般
涅
槃
経
後
分
巻
下
に
、
入
滅
に
お
く
れ
て
来
た
迦
葉
の
た
め
に
「
世
尊
大
悲
、
即
現
二
足
千
輻
輪
相
、
出
於

棺
外
、
回
示
迦
葉
、
従
千
輻
輪
放
千
光
明
、
偏
照
十
方
一
切
世
界
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
霊
山
会
上
の
話
し
と
し
て
い
る
の

は
奇
怪
で
あ
る
。

　
清
平
和
尚
、
羅
山
に
嗣
ぐ
、
吉
州
に
在
り
。
師
、
諱
は
惟
廣
、
福
州
恥
清
縣
の
人
な
り
。
姓
は
黄
、
禅
林
院
に
於
い
て
出
家
し
、
年
に
依
り
て
具
戒
す
。
而
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し
て
便
ち
羅
山
に
参
見
す
。
密
に
玄
関
に
契
い
て
更
に
他
往
無
し
。
尋
い
で
恥
嶺
を
離
れ
て
清
平
に
住
す
。
庚
戌
の
歳
、
徴
詔
し
て
京
に
赴
か
し
め
、
龍
光

を
賜
い
て
住
止
せ
し
む
。
號
寂
照
禅
師
を
賜
う
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
第
一
句
。
師
云
く
、
頭
を
要
す
れ
ば
則
ち
斫
り
將
ち
去
れ
。

　
　
問
う
、
第
一
句
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
首
が
ほ
し
け
り
ゃ
切
っ
て
も
っ
て
行
け
。

・
第
一
句
　
臨
済
録
に
、「
僧
問
、
如
何
是
第
一
句
。
師
云
、
三
要
印
開
朱
点
側
、
未
容
擬
議
主
賓
分
。
問
、
如
何
是
第
二
句
。
師
云
、
妙
解
豈
容

無
著
問
、
需
和
争
負
截
流
機
。
問
、
如
何
是
第
三
句
。
師
云
、
看
取
棚
頭
弄
傀
儡
、
抽
牽
都
来
裏
有
人
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

・
要
頭
則
斫
將
来
　
絶
対
云
わ
ん
、
命
を
と
ら
れ
て
も
。

　
問
う
、
古
今
を
歴
せ
ざ
る
の
事
如
何
ん
。
師
云
く
、
什
摩
の
處
に
落
在
す
る
や
。
古
今
の
事
如
何
ん
。
師
云
く
、
乱
り
に
道
う
こ
と
莫
れ
。

　
　
問
う
、
時
間
に
か
か
わ
ら
な
い
事
は
ど
う
で
す
か
。
師
が
云
う
、
ど
こ
に
落
ち
て
い
る
か
。
進
ん
で
問
う
、
時
間
に
か
か
わ
る
事
は
ど
う
で
す
か
。
師

が
云
う
、
み
だ
り
に
も
の
云
わ
ぬ
こ
と
だ
。

・
落
在
什
摩
處
　
お
前
さ
ん
の
中
に
落
在
し
な
く
っ
て
ど
こ
に
落
在
す
る
の
か
。

・
莫
乱
道
　
下
ら
ん
質
問
は
や
め
ろ
。

　
中
塔
和
尚
、
玄
沙
に
嗣
ぐ
、
福
州
に
在
り
、
師
、
諱
は
慧
救
、
泉
州
丱
田
縣
の
人
な
り
。
亀
洋
山
に
出
家
し
、
年
に
依
り
て
具
戒
す
。
便
ち
玄
沙
に
遇
い
、

密
に
心
源
に
契
う
。
更
に
他
往
無
し
。
後
ち
恥
王
欽
敬
し
、
轉
法
輪
を
請
う
を
以
て
、
奏
し
て
紫
衣
を
賜
わ
し
む
。

　
師
、
時
有
っ
て
上
堂
し
て
云
く
、
古
今
坦
然
、
法
池
と
し
て
是
く
の
如
し
。
与
摩
に
道
う
、
還
た
過
有
り
や
。
人
有
っ
て
此
の
語
を
持
し
て
長
慶
に
挙
似
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す
。
長
慶
云
く
、
還
た
過
無
き
を
得
ん
や
。

・
師
の
上
堂
の
語
は
、
恥
王
の
太
平
の
世
を
言
祝
ぐ
儀
式
的
な
面
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
長
慶
の
語
は
、
こ
う
い
う
つ
か
ま
え
方
で
よ
い
だ
ろ

う
か
、
と
か
な
り
違
和
感
を
こ
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
大
撩
嶺
頭
の
事
。
師
云
く
、
料
る
に
汝
承
當
し
得
ず
。
学
云
く
、
重
き
こ
と
多
少
ぞ
。
師
云
く
、
這
般
底
は
論
劫
奈
何
ん
と
も

せ
ず
。

・
大
撩
嶺
頭
事
　
五
祖
の
衣
鉢
を
継
い
だ
六
慧
能
が
大
撩
嶺
頭
ま
で
来
た
と
き
、
慧
明
な
る
僧
が
衣
鉢
を
と
り
戻
す
た
め
に
追
っ
て
来
る
。「
為
衆

人
先
、
趁
及
慧
能
。
慧
能
擲
下
衣
鉢
於
石
上
云
、
此
衣
表
信
、
可
力
争
耶
。
能
隠
草
莽
中
。
慧
明
至
提
叉
不
動
」
と
い
う
六
祖
壇
経
の
故
事
を

指
す
。

・
這
般
底
　
大
撩
嶺
頭
の
事
。
そ
う
い
う
も
の
は
永
久
に
ど
う
に
も
で
き
な
い
も
の
だ
。

　
師
、
了
院
主
に
問
う
、
只
だ
先
師
の
如
き
ん
ば
、
盡
十
方
世
界
真
実
人
躰
と
道
え
り
。
棄
還
た
這
个
の
僧
堂
を
見
る
や
。
対
え
て
云
く
、
和
尚
眼
花
な
る

こ
と
莫
き
や
。
師
云
く
、
与
摩
な
ら
ば
則
ち
額
を
斫
り
て
先
師
を
望
む
も
、
未
だ
夢
に
だ
も
見
ざ
ら
ん
。

　
　
師
が
了
院
主
に
問
う
、
先
師
、
玄
沙
和
尚
に
「
盡
十
方
世
界
真
実
人
躰
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
お
前
さ
ん
に
は
こ
の
僧
堂
が
見
え
る
か
。

答
え
て
云
う
、
和
尚
さ
ん
眼
が
ち
ら
つ
い
て
る
ん
で
は
な
い
で
す
か
。
師
が
云
う
、
そ
ん
な
こ
と
で
は
手
を
か
ざ
し
て
先
師
を
望
ん
で
も
、
夢
に
だ
っ
て

会
え
や
し
な
い
よ
。

た
　
と

ほ
　
っ

　
師
、
上
堂
し
て
云
く
、
我
が
此
間
。
粥
飯
の
因
縁
は
、
縦
然
い
兄
弟
が
為
め
に
宗
乘
を
挙
唱
す
る
も
、
終
に
是
れ
恒
な
ら
ず
。
如
今
省
要
を
委
せ
ん
と
欲
得

せ
ば
、
却
っ
て
是
れ
山
河
大
地
、
汝
諸
人
が
与
め
に
挙
明
し
、
其
の
事
却
っ
て
常
に
し
て
亦
た
能
く
究
竟
す
。



四
九
〇

・
粥
飯
因
縁
　
坐
禅
学
道
の
こ
と
。

・
省
要
　
か
な
め
の
と
こ
ろ
。

・
委
　
委
悉
に
同
じ
。

　
又
た
云
く
、
若
し
文
殊
の
門
よ
り
入
ら
ば
則
ち
一
切
有
為
土
木
瓦
礫
、
悉
く
皆
な
汝
を
助
け
て
機
を
発
せ
し
む
。
若
し
観
音
の
門
よ
り
入
ら
ば
則
ち
一
切

善
悪
の
音
聲
乃
至
蝦
褓
も
汝
を
助
け
て
発
明
せ
し
む
。
若
し
普
賢
の
門
よ
り
入
ら
ば
則
ち
動
歩
せ
ず
し
て
則
ち
到
る
。
我
れ
此
の
三
處
を
以
て
汝
に
方
便
を

示
す
。
一
隻
筋
を
持
し
て
大
海
水
を
攪
し
、
彼
の
魚
龍
を
し
て
水
命
な
る
こ
と
を
知
ら
し
む
る
が
如
し
。
還
た
會
す
る
や
。
若
し
智
眼
無
く
し
て
之
を
審
諦

す
る
は
、
任
い
汝
百
般
に
巧
妙
な
る
も
究
竟
と
為
さ
ず
。

・
伝
灯
録
二
十
六
巻
温
州
瑞
鹿
寺
本
先
禅
師
の
伝
に
、「
又
云
、
天
台
教
中
説
文
殊
観
音
普
賢
三
門
。
文
殊
門
者
一
切
色
、
観
音
門
者
一
切
聲
、
普

賢
門
者
不
動
歩
而
到
云
々
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
天
台
教
学
中
の
一
説
に
も
と
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
今
出
処
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
。

・
水
命
　
水
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
。

　
問
う
、
佛
法
の
大
意
何
の
方
便
門
よ
り
し
て
入
る
を
得
る
や
。
師
云
く
、
入
る
こ
と
是
れ
方
便
な
り
。

か
れ

　
僧
に
問
う
、
汝
は
豈
に
是
れ
展
兄
の
少
師
な
ら
ず
や
。
対
え
て
云
く
、
不
敢
。
汝
が
和
尚
伊
を
し
て
行
脚
せ
し
む
。
師
便
ち
聲
を
失
し
て
云
く
、
汝
が
和

尚
是
れ
什
摩
の
心
行
ぞ
。

・
展
兄
　
保
福
従
展
。

・
汝
和
尚
教
伊
行
脚
の
一
句
、
誰
れ
の
語
と
す
べ
き
な
の
か
、
ど
う
前
後
と
つ
づ
く
の
か
解
ら
な
い
。
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師
、
時
有
っ
て
云
く
、
満
眼
に
次
れ
ど
も
見
え
ず
、
眼
根
昧
し
。
万
耳
に
聴
け
ど
も
聞
こ
え
ず
、
耳
根
背
く
。
二
途
暁
ら
ざ
れ
ば
只
だ
是
れ
堺
睡
の
漢
。
曜

日
頌
す
ら
く
、
物
を
見
る
こ
と
明
明
に
し
て
見
塵
を
絶
し
、
聲
を
聞
く
こ
と
浩
浩
と
し
て
亦
た
因
に
非
ず
。
宗
師
の
直
示
に
は
聞
見
無
し
、
未
だ
暁
ら
ざ
れ

ば
徒
に
月
の
新
た
な
る
を
見
る
を
労
す
る
の
み
。

・
見
塵
　
見
る
は
た
ら
き
の
対
象
。

・
非
因
　
聞
く
は
た
ら
き
の
対
象
と
し
て
の
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
。

・
曜
日
　
い
か
な
る
人
物
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
頌
の
名
か
。

　
因
み
に
玄
沙
、
白
紙
を
封
じ
て
雪
峯
に
送
る
。
雪
峯
見
て
云
く
、
君
子
は
千
里
同
風
、
と
。
其
の
僧
却
来
し
て
玄
沙
に
挙
似
す
。
玄
沙
云
く
、
与
摩
な
ら

ば
則
ち
何
ぞ
猛
春
猶
お
寒
し
に
異
な
ら
ん
。
人
有
っ
て
長
慶
に
挙
似
す
。
長
慶
云
く
、
送
書
底
の
人
還
た
好
悪
を
識
る
や
。
人
有
っ
て
師
に
挙
似
す
。
師
云

く
、
送
書
し
、
書
を
呈
し
了
る
。
退
身
せ
よ
。

　
　
あ
る
と
き
玄
沙
が
白
紙
を
封
じ
て
雪
峯
に
送
っ
た
。
雪
峯
は
見
て
云
う
、
君
子
は
千
里
へ
だ
て
て
い
て
も
同
じ
や
り
方
だ
わ
い
。
使
い
の
僧
が
帰
っ
て

き
て
、
そ
の
こ
と
を
玄
沙
に
話
し
た
。
す
る
と
玄
沙
は
云
っ
た
、
そ
ん
な
返
事
で
は
こ
の
わ
し
は
時
候
の
ア
イ
サ
ツ
を
し
た
の
と
何
の
か
わ
り
も
な
い
で

は
な
い
か
。
あ
る
人
が
以
上
の
話
を
長
慶
に
し
た
。
長
慶
は
云
う
、
こ
ん
な
手
紙
く
れ
た
や
つ
、
い
っ
た
い
も
の
が
解
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
人

が
師
に
話
し
た
。
師
は
云
う
、
お
手
紙
確
か
に
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
退
っ
て
よ
ろ
し
い
。

・
長
慶
と
師
と
の
話
は
、
玄
沙
が
雪
峯
に
対
し
て
見
せ
た
不
満
を
受
け
て
、
雪
峯
に
代
わ
っ
て
玄
沙
の
手
紙
を
受
け
取
っ
て
見
せ
た
も
の
。

　
仙
宗
和
尚
、
長
慶
に
嗣
ぐ
、
福
州
に
在
り
、
師
、
諱
は
棠
禅
。

　
師
、
因
み
に
羅
漢
を
見
る
次
い
で
、
問
う
、
古
人
言
有
り
、
寧
ろ
心
の
師
と
作
る
と
も
心
を
師
と
せ
じ
、
と
。
如
何
な
る
か
是
れ
師
。
師
、
手
を
以
て
之
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を
指
さ
す
。

　
　
師
が
あ
る
と
き
羅
漢
の
像
を
見
て
い
た
ら
僧
が
問
う
た
、
涅
槃
経
に
心
の
師
と
は
な
っ
て
も
心
を
師
と
し
ま
い
と
あ
り
ま
す
。
師
と
は
何
で
す
か
。
す

る
と
師
は
手
で
自
分
を
指
さ
し
た
。

　
問
う
、
学
人
常
に
昏
沈
に
在
り
、
請
う
師
、
驚
覚
せ
よ
。
師
、
杖
を
以
て
之
を
打
ち
て
云
く
、
若
し
痛
痒
を
識
せ
ば
則
ち
古
佛
と
肩
を
齊
し
う
す
。

　
　
問
う
、
わ
た
く
し
は
い
つ
も
く
ら
く
沈
ん
で
い
ま
す
、
ど
う
か
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。
師
は
杖
で
僧
を
打
っ
て
云
う
、
も
し
痛
い
と
思
っ
た

ら
古
佛
と
お
ん
な
じ
だ
。

　
師
、
因
み
に
溪
水
を
見
て
云
く
、
此
の
水
与
摩
に
流
れ
て
急
な
る
こ
と
を
得
た
り
。
僧
云
く
、
梭
。
師
云
く
、
還
た
脚
手
有
り
や
。
僧
云
く
、
有
り
。
師

云
く
、
阿
那
个
か
是
れ
。
僧
手
を
以
て
之
を
指
さ
す
。
師
云
く
、
用
、
時
に
應
ぜ
ず
。
僧
却
っ
て
師
に
問
う
。
師
、
水
を
以
て
之
に
噴
す
。

　
　
師
は
あ
る
と
き
渓
流
を
見
て
云
っ
た
、
こ
の
水
は
よ
く
も
ま
あ
こ
ん
な
に
急
に
流
れ
る
も
の
だ
。
僧
が
云
う
、
は
い
。
師
が
云
う
、
手
足
が
あ
る
か
。

僧
が
云
う
、
あ
り
ま
す
。
師
が
云
う
、
ど
れ
が
そ
れ
だ
。
僧
は
手
で
水
を
指
さ
す
。
師
が
云
う
、
そ
ん
な
の
で
は
咄
嗟
の
間
に
合
わ
ぬ
ぞ
。
そ
こ
で
僧
の

方
が
師
に
問
う
。
す
る
と
師
は
水
を
含
ん
で
僧
に
ふ
き
か
け
た
。

・
脚
手
　
水
を
し
て
与
摩
に
急
に
流
れ
さ
せ
て
い
る
も
の
。

・
用
不
應
時
　
用
は
指
さ
し
た
働
き
と
も
取
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
僧
の
働
き
を
や
っ
つ
け
た
こ
と
に
な
る
。

　
師
、
僧
に
問
う
、
什
摩
の
處
を
離
る
る
や
。
対
え
て
云
く
、
淅
中
を
離
る
。
師
云
く
、
此
間
に
来
た
り
て
幾
年
ぞ
。
対
え
て
云
く
、
和
尚
試
み
に
道
い
看

よ
。
師
云
く
、
汝
豈
に
是
れ
今
夏
鼓
山
に
在
り
し
な
ら
ず
や
。
対
え
て
云
く
、
是
れ
冬
か
、
是
れ
夏
か
。
師
別
に
云
く
、
村
僧
を
謾
ぜ
ん
に
は
則
ち
得
た
り
。

・
是
冬
是
夏
　
師
の
問
い
を
は
ぐ
ら
か
そ
う
と
す
る
も
の
。
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・
謾
村
僧
則
得
　
田
舎
坊
主
を
だ
ま
そ
う
と
い
う
の
な
ら
そ
ん
な
調
子
で
よ
か
ろ
う
。
ど
っ
こ
い
わ
し
は
だ
ま
さ
れ
ん
ぞ
。
別
し
て
云
く
、
と
別

時
の
答
え
に
な
っ
て
い
る
の
が
可
怪
し
い
。

　
師
、
僧
に
問
う
、
汝
平
生
什
摩
の
業
次
を
成
得
す
や
。
対
え
て
云
く
、
已
前
は
衆
に
在
り
て
東
挙
西
挙
す
。
如
今
は
業
の
成
ず
可
き
無
く
、
忽
に
般
次
無

し
。
師
云
く
、
如
今
活
業
す
る
こ
と
作
摩
生
。
僧
の
対
え
当
ら
ず
。
師
代
わ
っ
て
云
く
、
粥
有
る
も
飯
無
く
、
鹽
有
る
も
醋
無
し
。

　
　
師
が
僧
に
問
う
、
お
前
さ
ん
平
生
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
。
こ
た
え
て
云
う
、
以
前
は
大
衆
の
中
に
あ
っ
て
あ
れ
や
こ
れ
や
や
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
は
成
す
べ
き
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
全
く
日
課
も
あ
り
ま
せ
ん
。
師
が
云
う
、
で
は
今
は
ど
う
生
き
て
い
る
の
か
。
僧
の
答
え
は
当
を
得
て
い

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
師
が
代
わ
っ
て
云
う
、
粥
は
あ
る
け
れ
ど
も
飯
は
な
い
、
塩
は
あ
る
け
れ
ど
も
酢
は
な
い
。

・
無
業
可
成
惣
無
般
次
　
無
一
物
の
境
地
を
披
瀝
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
般
次
は
班
次
の
誤
記
と
見
な
し
て
お
く
。

・
有
粥
無
飯
、
有
鹽
無
醋
　
不
自
由
な
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
問
う
、
古
人
言
有
り
て
言
く
、
言
語
道
断
、
心
行
處
滅
す
、
と
。
請
う
師
道
え
。
師
云
く
、
阿
弥
陀
佛
。
僧
云
く
、
什
摩
と
為
て
か
却
っ
て
此
く
の
如
く

す
る
や
。
師
云
く
、
汝
子
細
に
検
点
せ
よ
。

　
　
問
う
、
古
人
は
「
言
語
道
断
、
心
行
處
滅
」
と
云
っ
て
お
り
ま
す
。
和
尚
さ
ん
も
ど
う
か
一
言
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
。
師
が
云
う
、
阿
弥
陀
仏
。
僧

が
云
う
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
風
に
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
子
細
に
点
検
し
な
さ
い
。

・
僧
は
「
言
語
道
断
心
行
處
滅
」
し
た
言
句
を
期
待
し
て
い
た
の
に
、
阿
弥
陀
仏
と
師
が
言
語
道
と
心
行
處
を
示
し
た
の
で
、
却
如
此
と
云
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

・
汝
子
細
検
点
　
そ
こ
を
ち
ゃ
ん
と
解
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
問
う
、
古
人
言
有
り
て
言
く
、
夜
夜
佛
を
抱
き
て
眠
り
、
朝
朝
相
い
共
に
起
く
、
と
。
如
何
な
る
か
是
れ
佛
。
師
云
く
、
汝
還
た
古
人
を
信
ず
る
や
。
学
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人（
云
く
）終
に
敢
え
て
違
背
せ
じ
。
師
云
く
、
汝
若
し
古
人
を
信
ぜ
ば
、
叉
手
し
て
申
問
す
る
も
の
佛
に
非
ず
し
て
誰
ぞ
。

・
夜
夜
抱
仏
眼
云
々
　
傅
大
士
頌
。

　
問
う
、
久
し
く
沈
淪
に
處
る
、
請
う
師
拯
濟
せ
よ
。
師
云
く
、棄
沈
淪
に
在
る
こ
と
幾
時
ぞ
。
与
摩
な
ら
ば
則
ち
沈
淪
を
假
ら
ざ
り
去
る
な
り
。
師
云
く
、

又
与
摩
に
し
去
る
や
。

・
与
摩
則
不
假
沈
淪
　
幾
時
沈
淪
に
處
る
か
が
解
れ
ば
沈
淪
せ
ず
に
す
ん
で
い
た
で
し
ょ
う
。

・
又
与
摩
去
也
　
こ
ん
ど
は
又
た
そ
ん
な
風
に
し
て
行
く
の
か（
沈
淪
を
仮
ら
ず
と
い
う
風
に
）。

　
問
う
、
言
の
及
ぶ
所
に
非
ず
、
解
の
到
る
所
に
非
ず
、
什
摩
人
能
く
到
る
や
。
師
云
く
、
阿
誰
か
棄
を
し
て
擔
枷
帯
索
せ
し
め
し
や
。
僧
云
く
、
今
日
明

師
の
批
判
す
る
に
遇
う
を
得
た
り
。
師
云
く
、
我
は
則
ち
与
摩
に
批
判
す
。棄
は
什
摩
の
處
に
到
り
し
や
。
対
え
て
云
く
、
熱
け
れ
ば
則
ち
霊
原
に
源
を
取
り
、

寒
け
れ
ば
則
ち
焼
火
し
て
爐
を
圍
む
。

・
霊
原
取
原
　
霊
原
が
よ
く
解
ら
な
い
。
或
い
は
霊
泉
の
誤
記
か
。
取
源
は
そ
こ
に
水
の
源
を
取
る
こ
と
。

　
問
う
、
盡
十
方
世
界
是
れ
解
脱
の
門
、
更
に
疑
う
者
有
ら
ば
、
如
何
に
し
て
か
入
る
を
得
ん
。
師
云
く
、
我
は
汝
が
巧
悪
に
似
ず
。
僧
云
く
、
和
尚
も
也

た
是
れ
此
の
便
を
得
る
に
慣
れ
た
り
。
師
云
く
、
先
に
撩
る
者
は
賤
し
。

・
我
不
似
汝
巧
悪
　
わ
し
は
お
前
の
よ
う
に
悪
が
し
こ
い
奴
で
は
な
い
。
疑
う
こ
と
な
く
解
脱
の
門
に
入
る
。

・
慣
得
此
便
　
例
の
手
を
使
う
の
は
お
手
の
も
の
。

・
先
撩
者
賤
　
諺
で
あ
ろ
う
。

　
祖
堂
集
巻
第
十
二


